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　坊ぼうや、と彼女は言った。息を吞のむほど、美しい人だった。

　あなたに、お願いがあるの。とても大事なお願いなの。

　美しい人は金の髪を風になびかせ、憂うれいに満ちた青石の瞳ひとみを潤うるませる。そのしなやかな腕うでには、すやすやと眠る赤子を抱いていた。耳たぶには、真しん紅くの耳飾りが光っていた。

　生まれたばかりなの？　──と訊きいてみた。

　ええ、生まれたばかりなのよ──彼女は一瞬、幸福そうに微笑ほほえんだ。

　あなたに、お願いがあるの。

　美しい人はくり返し、不ふ意いに厳きびしい眼まな差ざしをこちらへ向けた。

　この子に、幸せを与えてあげて。

　あなたには、誰より強い生命力がある。生への渇かつ望ぼうと野心が魂たましいを燃やしている。

　だから、あなたに託たくしたこの子もきっと生き延のびることができる。

　美しい人の言葉は、まるで意味がわからなかった。外国の吟ぎん遊ゆう詩し人じんのように、旋せん律りつは綺き麗れいだけれど何を言っているのかさっぱり理解できない。

　差し出された赤子を見つめて、しばし手を伸ばすのを躊ちゆう躇ちよした。小さな生命を受け止めるには、自分の両手もまだ幼おさなかったからだ。けれど、逡しゆん巡じゆんする時間はあまりなかった。

　お願い、と残された力を振り絞しぼるように美しい人は言った。

　この子は『白』の魔族の最後の姫君。

　消えゆく運命から逃のがれた者たちに、いつか希望をもたらす存在になる。

　その日まで、どうかあなたの輝きでこの子を守って。




　美しい人が森の奥へ去っても、赤子は眠り続けていた。

　最後の姫君──と、胸の中で囁ささやきかける。

　本当は、おまえの母親をここで殺すはずだった。それが、己おのれに課せられた初めての仕事だから。だけど、俺は約束をしてしまった。おまえを守ると。幸せを与えると。

　そんな大層なことが、はたして自分にできるのだろうか。

　ふいに赤子がぱちりと大きな目を開き、こちらを見て嬉うれしそうに笑った。

　俺の名前はね、とおずおず笑い返してみる。




　俺の名前は──レオンだよ。
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　七しち星せい城じようの頭上に満月がかかり、妖あやしい藍あい色いろの雲が周囲にたちこめている。

　まるで、これから進むべき道の困こん難なんさを暗示しているようだ。

　吊つり橋を渡る馬車に揺られながら、レティシアは重たく溜ため息をついた。無意識に握にぎったり開いたりをくり返す右手には、先せん刻こくまで体内を満たしていたまばゆい光の熱が指先に余よ韻いんを灯ともしている。だが、今となってはそれも持て余すばかりだ。

「ひ～め～ぎ～み。どうして、そんなに小こ難むずかしい顔をなさっているんです？　暗あん殺さつ計画の首しゆ謀ぼう者しやを見つける計画はとん挫ざしましたが、キリアン様はご無事でしたし、こうして皆で七星城へ帰れるんですよ？」

「…………」

「姫君が王宮へ行かれてから、一ケ月近くになります。皆も、きっとお帰りを首を長くして待っていますよぅ。元気な姫君の顔を見たら絶対に喜びます！」

「イヴァ、少し黙れ」

「い～え、黙りません」

　レティシアの向かいに座るキリアンが、苛いら々いらした様子で能天気なおしゃべりを咎とがめようとしたが、意外にもイヴァは強気で言い返してくる。魔ま剣けんの化身である彼はもともと神しん秘ぴ的てきな美び貌ぼうの持ち主だが、満ち足りた輝きが更さらに美しさを引き立てていた。

「この際さい、キリアン様に言っておきます。貴方あなたは、もう私の主あるじではありません。ですから、命令を聞く義務はもうないんです。つまり、私を苛いじめることはできませ～ん」

「戯たわ言ごとをほざくな。俺は、契約を解除していないぞ」

「姫君が、私の真ま名なを思い出してくださいました。偽いつわりの契約なんぞより、ずっと強い絆きずなの象しよう徴ちようです。多少は影響が残りますが、キリアン様の拘こう束そく力りよくはかなり弱まっているはずです。その証しよう拠こに……ほら！　私のお肌はツヤツヤしています！」

「……バカバカしい」

　はぁ、と疲れ切った声を漏もらし、キリアンは会話を切り上げる。漆しつ黒こくの瞳ひとみが物問いたげにちらりと向けられたが、レティシアは話に入っていく気持ちにはなれなかった。

　生まれながらに強大な魔力を持ち、その力と不ふ吉きつな容姿から黒の王子と忌いみ嫌われた、エミール国の第一王位継けい承しよう者しや、キリアン・エルランド。

　暗殺組織に雇やとわれたレティシアが標的の居きよ城じようである七星城へ忍しのび込み、どういう運命の悪戯いたずらか彼を殺す側から守る側へと立場を転じたのが数ヶ月前のことだ。

　その後、いつしか芽生えたキリアンへの仄ほのかな恋れん慕ぼを胸に秘め、暗殺を企くわだてた黒幕の正体を暴あばくために、レティシアは自ら進んでキリアンの弟、第二王子のユーシスの元へと引き取られていった。

　だが、事じ態たいは思わぬ方向へ急展開を見せた。

　ほんの数時間前、レティシアを迎えに行こうと王宮へ向かっていたキリアンが魔導士の率いる刺し客かくに襲おそわれたのだ。結けつ界かいに閉じ込められた彼を救うため、レティシアは無む我が夢む中ちゆうで彼が従じゆう属ぞくさせている魔剣、イヴァを手に取った。普通の者なら扱あつかうどころか、触ふれたら即そく座ざに死にかねない魔族の武器だ。ところが、レティシアは惑まどうことなくイヴァの力を引き出し、キリアンを窮きゆう地ちから救い出した。

　それだけではない。

　剣を振るった直後、真しんの主である『白の魔族』の者しか知り得ない、イヴァの真ま名なを口にしていたのだ。それを機に、身寄りのない暗殺者でしかなかったレティシアの中で大きな変化が起こりつつあった。

「着きましたよ！　何だかお腹なかが空すきましたね」

　はしゃぐのにも飽あきたのか、馬車が到着するなりイヴァが嬉き々きとして降りて行く。恐らく、好物の焼き菓子でも食堂に漁あさりに行ったのだろう。残されたレティシアとキリアンは、気まずい空気の中で、ようやく互いの視線をぎこちなく合わせた。

「あの……キリアン……」

「何だ？」

「あの……そうだ、傷の手当てをしないと」

「手当て？　ああ、こんなもの、放っておいても差し支えない」

　刺客によって負わされた左ひだり頰ほおの切り傷は、止血はしてあるものの赤い線となって残っている。それは、凍とう土どの凄せい烈れつさを思わせる整った顔立ちを一いつ層そう近寄り難がたく見せていた。レティシアは何だか胸が痛み、続く言葉が何も浮かばなくなってしまう。結界を破り、危機一髪のところでキリアンを救い出せたが、王族の彼は恐おそろしく誇ほこり高い男だ。魔導士にしてやられたことが相当の屈くつ辱じよくだったのは、想像に難くなかった。

「まったく忌いま々いましい夜だった。やっぱり、柄がらでもないことはすべきじゃないな」

「え？」

　舌打ちと共に呟つぶやかれた一言に、思わず目線を上げる。わざわざ夜中に馬車を走らせておきながら、再会を喜んでいる風にはとても見えない素っ気なさだ。

「キリアン、一つ訊いてもいい？」

「ああ？」

「今夜は、どうして王宮へ向かっていたの？　あんな時間に馬車を出したら、刺客たちに狙ってくれと言っているようなものなのに」

「それは……」

　無視されるのは覚悟していたが、意外にもキリアンは何かを言いかける。しかし、すぐ我に返ったようにムッとして口をつぐむと、フイと横を向いてしまった。

「おまえには関係ない。大体、あそこは俺の生まれた城だ。いつ行こうが俺の自由だ」

「生まれた城…………」

「どうした。まだ何か言いたいのか？」

「ううん。キリアンは二は十た歳ちになったら、王宮へ戻るんだっけ。貴方がいなくなったら、七星城はどうするの？　働いている者たちは、王宮に連れて行くの？」

「そうもいかないだろう。第一、あいつらが堅苦しい王宮の中でのびのび働けるとは思えない。庭師に至いたっては、薔ば薇ら園えんなしでは生きていけないだろうしな」

　気のせいか、使用人たちの話題になった途と端たん、冷たかった横顔にほんのり温もりが宿ったように見える。七星城でもキリアンの暴ぼう君くんぶりは変わらなかったが、それなりの愛情は抱いているのかもしれなかった。そうでなくては、働く者の気持ちに寄り添そった今のような言葉は出てこないだろう。

「──ただし」

　ちら、と意地悪い瞳がレティシアを捕とらえる。

「おまえは別だ、レティシア」

「え……」

「以前、おまえに言ったはずだ。生しよう涯がい側そばにいて、俺を守れと。忘れたか？」

「わ、忘れてはいない……けど……」

　本気なの、と訊くこともできずに返事を濁にごすと、キリアンがいきなり右の手首を摑つかんできた。そのまま引き寄せられ、レティシアは至し近きん距きよ離りで彼と見つめ合う。車内を照らす燭しよく台だいの炎ほのおが気配に揺らめき、胸の鼓こ動どうを高めていった。

「キリアン……」

「おまえが『白』の魔族だろうが、最後の姫君だろうが、そんなのは俺の知ったことか。レティシア、誓ちかいは守ってもらうぞ。おまえは俺と王宮へ行き、俺のために戦え」

　視線を熱く搦からめ取り、有う無むを言わさぬ声こわ音ねでキリアンは言う。闇やみに消える吐と息いきさえ、触れたら火傷やけどするのではと錯さつ覚かくしそうになるほどだった。

「キリアン、私は……」

　無む自じ覚かくに溢あふれ出す想いが、レティシアの唇から零こぼれそうになる。

　貴方を守り、貴方のために戦う。

　それが、暗殺者として生きてきた自分にできる唯ゆい一いつのこと。でも、それは単なる罪つみ滅ほろぼしや同情なんかじゃない。誰も愛さず、誰からも愛されず、黒の王子として呪われた運命を享きよう受じゆする貴方を──愛いとしく思い始めたから。

「どうした？」

「え……」

「急に黙り込んで、何を考えている？　もしや、ユーシスとの暮らしに未み練れんがあるんじゃないだろうな。あいつはおまえを高価な宝石やドレスで飾りたて、あちこちのサロンや舞ぶ踏とう会かいへ連れ回していたそうじゃないか」

「あ、あんなの二度とご免だ！」

　キリアンの誤解にホッとしつつ、慌あわててレティシアは否定する。実際、毎日が窮きゆう屈くつでたまらなかった。あれなら、軽装に身を包んで剣を手にしていた方が何倍も楽しい。

　赤くなって否定するレティシアに、キリアンはくっくと満足そうに笑った。

「クラリッサが嘆なげいていたぞ。ユーシスは、おまえに似合うドレスがわかっていないと。あの女は、どういうわけかおまえが気に入っているようだからな」

「クラリッサが……」

　そんな風に言われると、かなり面おも映はゆい。クラリッサ・カルンスト・バルディは、次期王妃となるべく教育を受けた、キリアンの婚約者だ。四大貴族、バルディ家の令れい嬢じようで、貴族の中では唯一人、黒の王子を怖れずに七星城を訪ねてくる気き丈じような美少女でもある。レティシア自身、気位が高く、それでいて意外に面倒見のいい彼女が大好きだった。

　だが、今はクラリッサの名前を聞くのが少々辛い。

　何故なら、キリアン暗殺を画かく策さくする首しゆ謀ぼう者しやは彼女の父──グレウス・カルンスト・バルディ公こう爵しやくであり、第二王子のユーシスもその計画に加か担たんしているのだ。

「キリアン、クラリッサのことだけれど」

「あの～……」

　何から切り出そうかと戸と惑まどっていたら、扉が遠えん慮りよがちに叩たたかれた。続いてキリアン付きの少年従じゆう者しや、ジュールがおずおずと話しかけてくる。

「お取り込み中、申し訳ないのですが……そろそろ馬車からお降りになってはいかがでしょうか。馬も疲れているようですし、その、レディも久しぶりのお帰りですし……」

「あ……」

「今夜は、ここまでだな」

　ふっと気が抜けたような一言の後、キリアンが「今、出て行く」と答えた。よくよく考えれば、こんな薄暗がりの狭せまい空間に二人きりで話し込んでいれば声をかけずらくなるのも当たり前だ。レティシアは急に恥ずかしくなったが、キリアンは顔色一つ変えずに摑んでいた手首を離すと、ジュールの開けた扉から出て行こうとした。

「おまえ、戻ったら湯に浸つかって早く着替えろ。顔から服からひどい有あり様さまだぞ」

「そ、そっちこそ、ちゃんとジュールに手当てをしてもらって。顔に切り傷のある国王なんて、エミール国民は望んではいないだろうから」

「言うじゃないか」

　ニヤ、とふてぶてしい笑みを刻きざみ、キリアンはさっさと降りて行く。

　一人になったレティシアは、途と方ほうに暮れる思いで座席の背もたれへ沈しずみ込んだ──が。

「あ、いけない！」

　次の瞬しゆん間かん、弾かれたように身体からだを起こす。一度にいろいろな出来事があって失念していたが、王宮を飛び出す直前、ユーシスから重大な秘密を聞かされていたのだ。

「ノクス……──」

　口の中で呟く声が、やるせない響ひびきを滲にじませている。

　レティシアは急いで馬車から飛び出すと、裏庭の檻おりを目指して駆け出した。
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　普段、キリアンがイヴァを封印している指輪は現在レティシアが持っている。王宮で万が一危険に晒さらされるようなことが起きたら、身を守ってもらえと預けておいたからだ。だが、それはあくまで人型のイヴァを頼れという意味であり、魔剣を召しよう喚かんしろと言ったわけではなかった。無論、できるとも思っていなかったが。

「計算外だったな」

　城内へ戻ったキリアンは、寝しん室しつでジュールに傷の手当てをさせながら忌々しげに毒どくづく。その険しい視線の先では、イヴァがご満まん悦えつの表情で焼き菓子を頰張っていた。

「イヴァ、先刻の馬車での発言は聞き捨てならない。もう一度、俺にちゃんと説明しろ」

「嫌ですよぅ。私は、今猛もう烈れつにお腹が空いているんです。何と言っても、十数年ぶりに枷かせを外して力を解放したんですからね。それに、私の名前はイヴァではありません」

「何……」

　モルギアナ──。

「キリアン様も、姫君の声はお聞きになったはずです。あれこそ我が真名。私を創り、炎で鍛きたえ上げ、力を授けてくれた『白』の魔族が私を解き放つための声です！」

「…………」

　感極まってセリフが芝居じみているが、確かにイヴァの言う『声』はキリアンも耳にしている。結界を破り、強力な魔導士による『呪じゆ』を一瞬で消し去った光の洪こう水ずいの中、レティシアの声だけは吞のみ込まれず滑なめらかに耳まで届いていた。

「……してみると、結界があって逆に幸運だったということか」

　皮ひ肉にくめいたキリアンの呟きに、イヴァはこくりと無む邪じや気きに頷うなずく。

「ええ、それは同感です。結界を破ることに、私は多くの力を割さきましたから。もし、姫君が私を使って普通に戦おうとしていたら、今頃あの一帯は焼け野原です。国中が大騒ぎになったでしょうね。それはそれで楽しい光景ですが」

「おまえを見ていると、とてもそこまでの魔剣とは思えないがな」

　真ま面じ目めくさって解説しているが、イヴァの口の周りには焼き菓子の欠片かけらがたくさんついたままだ。半ば呆あきれてキリアンが嫌みを言うと、彼はたちまちむぅ……と膨ふくれた。

「私にそんな口を利きけるのも、今だけですからね。これから、姫君はもっと『白』の魔族としての力を開花させるはずです。そうなれば、中途半端な貴方との契約なんて消し飛ぶんですから。何しろ、貴方は私を騙だまして契約させたわけですし」

「人聞きの悪い。おまえこそ、俺が何か言う前に〝もしや貴方は『白』の魔族ですか？　そうなんですね？　わぁ、感激です！　契約します！〟とまくしたてたじゃないか」

「そっ、それは仕方ありません」

　痛いところを突かれて、イヴァはたちまち顔をしかめる。

「そもそも、一いつ介かいの人間ごときに私が召喚できたこと自体がびっくりなんです。それでなくても『白』の魔族は力が衰すい退たいし、そのほとんどが死に絶えてしまいました。もう私を扱える者は世界にいないのかと、それは悲ひ嘆たんに暮れていたんです。そんな孤独な時に呼び出されたら、誰だって感激しちゃうじゃないですかぁ」

「屁へ理り屈くつをこねるな。俺が普通の人間だと見抜けなかった、おまえがマヌケなだけだ」

「キリアン様が『普通の人間』ていうのも、異論はありますけどね。人間の子として生まれながら『黒』に属ぞくする魔力を備えているなんて、ちょっとした突然変へん異いですよ。あるいは、貴方が生まれる時に……」

「え？」

「あ……いえいえいえ」

　調子に乗っていたイヴァは、決まりが悪そうに話を止めた。手当てが終わり、左頰に薬を塗と布ふした布を当てられたキリアンは、冷ややかな目つきで彼を睨にらみつける。真名を手に入れたと強気になっていたが、やはりキリアンが苦手なことに変わりはないらしい。びくびくと身体を縮こませると、猫のように部屋の隅すみで丸くなった。

「なっ、なんですか。睨まないでくださいよぅ」

「俺が生まれる時に……おまえ、その先を何て続けようとした？」

「え、えーと？」

「言い澱よどむからには、相当な内容なんだろう。いいから言え。さもないと……」

「ななな、何をするつもりですか。さ、さっきも言いましたが、キリアン様の拘束力はかなり弱まっているんですからねっ。私に無理やり命令しようとしても難しいですよっ」

「今後一切、七星城で焼き菓子を作ることを料理人に禁じる」

「そ………」

　そんな、と鮮あざやかな紫むらさきの瞳を見開き、イヴァは驚きよう愕がくのあまり絶ぜつ句くする。想像するのも恐ろしい事態に、大おお袈げ裟さではなくぶるぶると全身が震ふるえていた。

　あのふんわりと甘い菓子。歯をたてればスポンジがしっとりと弾み、蜂はち蜜みつと砂糖の柔やわらかな香りが夢見心地にさせてくれる魔法の菓子。あれが二度と口に入らなくなるなんて、どんな責せめ苦よりも辛つらくて耐たえ難い。

「わ、わかりました。言います。言いますから」

　もはや半泣き状態で、イヴァは「お慈じ悲ひを」と言わんばかりにキリアンへ縋すがりついた。これが地上最強とも謳うたわれる魔剣かと内心呆あきれたが、ひとまず思い通りだ。キリアンはあくどい顔でニヤリと笑むと、椅い子すから立ち上がってイヴァを見下ろした。

「では、話せ。おまえが、俺の出しゆつ生せいについて考えていることを余さずな。その正誤は、俺がこの先自分の目で確かめる」

「またそんな偉そうに……もう私の主でもないくせに」

「焼き菓子」

「わかった！　わかりましたよぅ！」

　実際、どの程度イヴァに対する拘束力が失われたのかキリアンにはわからない。だが、しばらくはこの手が使えそうだ。

「お二人とも……一体いくつですか……」

　遺い憾かんなく暴君ぶりを発揮する主人と、菓子一つに右往左往する美貌の魔剣。

　ジュールは二人を交互に見つめて溜め息をつくと、やれやれと寝室から出て行った。
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　ノクス、とレティシアは声を潜ひそめて檻の中へ声をかける。

　以前、暗殺の訓練を受けて七星城へ忍び込んできた雄おすの黒犬だが、任にん務むに失敗した後、レティシアとジュールの懇こん願がんで辛からくもキリアンの処しよ分ぶんを免まぬがれた。初めは懐なついているとは言い難い状況で、なんとかこちらの出した餌えさに口をつけるようになった、程度だったが、今は名付けられた名前に反応し、眠っていた身体をぴくりと震わせる。それから、彼はゆっくりと四し肢しを伸ばすと、のそりと近づいてきた。

「……ノクス」

　複雑な気持ちで、レティシアは改めて名前を呼ぶ。あどけない黒い瞳には、かつて浮かんでいた殺気や敵意は跡あと形かたもなく消えていた。恐らく、自分が七星城を離れている間にジュールが一いつ生しよう懸けん命めいに世話を焼いたのだろう。ジュールはまだ十三、四歳の少年だが、世間から忌み嫌われている黒の王子の側付きを務つとめられる優ゆう秀しゆうさは伊だ達てではない。

「レディ、何をなさっているんですか。そんなボロボロのドレス姿で」

「え……」

　突然、背はい後ごから話しかけられてドキリと心臓が鳴った。振り返ると、怪け訝げんそうな表情のジュールが薪まきを抱えて立っている。小柄な身体に生なま意い気きそうな顔。口を開けば辛しん辣らつだが、七星城での慣れない生活を支えてくれた頼もしい友人の一人だ。

「キリアン様から、湯の支度をするように言われたんです。レディがお風呂に入られるからと。成なる程ほど、そう言いたくなるのもわかる悲ひ惨さんな出で立ちですね」

「そ、そう？」

「ええ。輝く金きん髪ぱつはボサボサ、せっかくの高価なドレスも泥どろだらけで破れています。失礼ですが、レディのお顔にも汚れがついていますよ。おやおや、もしかして手についているのは……血ですか。いけないな、どこかお怪け我がでも？」

「あ、違うんだ。これは、その、キリアンを助け起こした時についたもので」

　右手に提さげていたカンテラを近づけ、眉まゆをひそめるジュールに慌あわてて言い訳をする。キリアンの名前を出したら心配するかと一瞬後こう悔かいしたが、聡さといジュールは深くは尋ねてこなかった。長くキリアンに仕つかえ、数々の送り込まれた刺客に遭そう遇ぐうし、その危険をかいくぐってきただけあって、彼は年齢にそぐわぬ度ど胸きようの持ち主なのだ。

「とにかく、早く中へお戻りになった方がいいですよ。もう夜もだいぶ更ふけていますし、その格かつ好こうでは肌寒いでしょう。それとも、ノクスに何か用事ですか？」

「……うん。ずいぶん元気そうで安心した。それに、目つきも穏おだやかになってるね」

「それはそうですよ。僕とレオンさんとで、だいぶ面倒みましたからね」

　えっへん、と胸を張る様子は、やはり年とし相そう応おうで可か愛わいらしい。つられて微笑みながら、そういえばレオンはどうしているだろうかとレティシアはふと不安になった。

　凄すご腕うでの暗殺者として組織でもトップクラスの実力を誇ほこっていたレオンは、捨て子だったレティシアを拾ってくれた兄のような存在だ。七星城に留とどまると決めたレティシアの身を案じて一緒に組織を裏切り、下げ男なんとしてここで働いてくれた。

「あの、レオンは？　まだ戻ってこない？」

「レオンさんですか？　ええ、姿は見ていないですね。僕は、てっきりレディたちと一緒に帰って来るかと思っていたんですが」

「そう……」

　何となく嫌な予感がしたが、あえてレティシアは振り払う。王宮でユーシスと揉もめていた時にレオンが駆けつけてくれ、それきり別れてしまったが、彼に限って捕まるなんてヘマはしないに違いない。

「レオンさんも、大たい概がいレディのことだと無茶しますよね。まぁ、今回はクラリッサ様の手引きがあったから王宮へもすんなり忍び込めたようですけど」

「クラリッサが？　あの二人、そんなに仲が良かったんだ」

「いえ、顔を合わせれば喧けん嘩かばかりです。先日は、レオンさんが引っぱたかれてました」

「…………」

　それは凄すごい、と素直に感心したが、彼女の協力があったなら尚なお更さらだ。きっと、レオンは無事にどこかへ身を潜ひそめているのだろう。

（あの時、私はキリアンの危機をイヴァに知らされて城を出ることしか頭になかった。レオンは〝後から必ず行く〟と言ってくれたけど……でも、絶対に大丈夫。心配いらない）

　自身に強く言い聞かせ、レティシアは目の前の問題に取り組むことにした。そう、早急に解決しなくてはいけないのはノクスにかけられた厄介な『呪じゆ』の方だ。

『あの犬には、暗殺組織の魔導士が千せん里り眼がんの〝呪〟をかけている。犬の目や耳を通した情報は、全て魔導士の下もとへ届くのだ』

　ユーシスは、はっきりとそう言っていた。ノクスの命いのち乞ごいをしたレティシアが、結果的にキリアンの危機を招いたのだと。彼は美しい顔を怖れと憎ぞう悪おに歪ゆがめ、自らが加担したにも拘かかわらず迫せまりくる兄の死に怯おびえているようでもあった。

（私は、あの表情を見て思ったんだ。ユーシスは利用されているだけだって。本当にキリアンを殺したいのは、恐らくグレウス公爵だ。でも、どうしてそこまで……）

　険しい顔つきでノクスを見つめるレティシアに、ジュールも何か感じたようだ。

「レディ、ノクスがどうかしましたか？」

「え？」

「もし何か気にかかることがおありでしたら、どうか打ち明けてください。ノクスの面倒は、僕がみるとキリアン様に約束しました。ですから……」

「ジュール……」

　熱心に訴うつたえかけられ、レティシアはどう答えたものかと思案する。ノクスの『呪』を解く方法など皆かい目もく見当がつかないし、話したところでジュールの不安を煽あおるだけかもしれなかった。けれど、このまま放置しておくことはできない。

「ノクスは、ずっと檻の中にいるの？」

「え？　ええと、そうでもありません。一日に二回、僕かレオンさんが庭へ散歩に連れていきますし、その際に何度か脱走して城内へ逃げ込んだこともあります。キリアン様の部屋に入って叱しかられたり、台所へ忍び込んでみたり。悪さというほどのことはしませんが、キリアン様は大たい層そう不ふ機き嫌げんになられて大変でした」

「……そうか」

　恐らく、ノクスが脱走してキリアンの部屋へ近づいたのは偶然ではないだろう。今は殺気が失せたとは言え魔導士の『呪』がかかっている以上、行動を操あやつられていた可能性は否定できなかった。

「ノクス、いい子だね……」

　檻の格こう子し越しに、そっと声をかけてみる。

　ノクスは喉のどを鳴らし、頭を格子に擦こすりつけるようにして何度も振った。

「レディ？　あの……」

「ジュール、落ち着いて聞いてくれる？　ノクスには『呪』がかけられている」

「え？」

「敵の魔導士が、ノクスの目や耳を通してこちらの情報を得ているんだ。もちろん、今も遠く離れた場所からこの会話を聞いているかもしれない」

「そん……な……」

　ジュールの小柄な身体が、よろりとバランスを崩くずす。だが、レティシアが支えるまでもなく彼は危ういところで踏ふみ止とどまり、健けな気げに表情を引き締しめた。右手のカンテラが小刻みに揺れて激はげしい動どう揺ようを伝えていたが、ジュールの様子はあくまで変わらない。強い子だ、とレティシアは尊そん敬けいの念を新たにした。

「では……レディは、ノクスをどうなさるおつもりです？」

「とにかく、『呪』を解除しなくちゃ。少なくとも、私たちの会話で敵も千里眼の『呪』がバレたことは知るだろうし。大丈夫だよ、ジュール。私はキリアンにノクスの命乞いをした。それは、何があってもノクスを守る覚悟でしたことだもの」

「レディ……」

　驚いたことに、レティシアの言葉を聞くなりジュールの瞳が潤うるんだ。どんな時でも周囲の大人顔負けの冷静さを誇っていた彼が、幼い顔で濡れた瞳を瞬まばたいている。

「レディ、あの……」

「大丈夫」

　もう一度、今度は念を込めてレティシアはくり返した。

「ノクスを見て。こんなに私たちに心を開いている。ジュールが一生懸命世話をした思いが、ちゃんと通じているんだよ。これからは、人を殺すのではなく助けるためにノクスは生きるんだ。せっかく生まれ変わったのに、むざむざ『呪』などで潰つぶしてたまるものか」

「なんだか……ご自身へ言い聞かせているようですね」

「私自身に……？」

「あ、差し出がましい口を利いてすみません。でも、レディも元はと言えばキリアン様を殺あやめるために七星城へいらしたでしょう？　僕、すっかりそのことを忘れていました」

「…………」

　私もだよ、とつい口に出しそうになり、代わりにレティシアは微笑んだ。確かに、自分とノクスはよく似ている。だから、こんなに肩入れしてしまうのかもしれない。

「とりあえず『呪』が解除できるまで、可か哀わい想そうだけどノクスの散歩は禁止して。もしレオンが戻ってきたら、彼にもそう伝えておいてくれる？」

「わかりました」

「私は、キリアンに相談してみる。もしかしたら、何とかできるかもしれないし」

「それは、どうでしょうか。ひとたびかけられた『呪』の解除は、非常に厄介な仕事だと嫌っておいでです」

「まぁ、やるだけやってみるよ」

　レティシアは悪戯っぽく言葉を濁し、格子の隙すき間まからノクスの頭を撫なでた。

　あらゆる負ふの術じゆつを浄じよう化かし、滅めつすることができると言われる『白』の魔力。それを使いこなせるようになれば、ノクスにかけられた千里眼の『呪』もきっと解除できるはずだ。

「くれぐれも、ノクスの前でキリアンの動向について話さないようにね」

「心得ました」

　生真面目な様子で承しよう知ちするジュールに、レティシアもまた頷き返した。
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　キリアン様、といつになく真剣な眼差しでイヴァが口を開いた。

「貴方の出生について、私の憶おく測そくを語れと仰おつしやるのですね。ただ、最初に申し上げておきますが、これは本当にひとつの考えに過ぎません。真実はご自分で確かめる、という貴方のお言葉を大だい前ぜん提ていとしてお話しするのだと、ゆめゆめお忘れになりませんよう」

「わかっている。勿もつ体たいぶるな」

「……では」

　燭台の炎が照らす仄ほの暗ぐらい空間に、否いや応おうもなく緊きん張ちようが張り詰める。これまで、イヴァがキリアンの出生に関して仄めかしや暗あん喩ゆを口にしたり、あるいは戯たわ言ごとにでも触れたりすることは一度としてなかった。

　けれど、今は違う。

　イヴァ──いや、モルギアナはまるで道化の仮面を外すが如ごとく、表情に神秘の輝きすら湛たたえてキリアンの疑問に答えようとしていた。

「改めて、貴方に問います」

　紫水晶アメジストの瞳を真まっ直すぐキリアンへ据すえ、凜と響く声音が薄い唇から発せられる。

「キリアン様、貴方は何故ご自分が忌み子として黒の髪、黒の瞳で生まれ落ちたのか、その理由をお考えになったことはありますか」

「理由だと……？」

「運命を呪のろい、王家の証あかしたる金髪に生まれついた弟王子を羨うらやみ、憎にくんだことはあるでしょう。けれど、それよりもっと以前、そもそもどうして『黒の王子』が誕生したのか、想像してみたことはおありですか？」

「それは……」

　今更、訊きかれるまでもなかった。イヴァの問いに答えるのなら、その返事はイエスだ。むしろ、そのことを考えない日などないと言っても過言ではなかった。

　正せい統とうなる第一王位継承者に生まれながら、周囲を悲しませ、混こん沌とんに陥おとしいれるだけの存在でしかなかった己の黒髪、黒い瞳。それより何より、『黒』の魔族に属すると言われる魔力を備えていたのは何故なのか。

「それは……何者かの『呪』であろうと思う……」

　喉から振り絞しぼるようにして、ついにキリアンは言葉を紡つむいだ。

　ずっと、懸け念ねんとして脳のう裏りにこびり付いていた疑問。その答えに一番近いのは、誰かが自分を忌み子となるべく呪いをかけた可能性だ。

　しかし、それを認めることはキリアンにとって大きな苦痛だった。

　この世から抹まつ殺さつするのではなく、生きて苦しめるためにかけられた『呪』。それは、より深く激しい呪い手の憎悪を感じるからだ。己の誕生がそこまで誰かに憎まれるという、どうしようもなく理り不ふ尽じんな運命がキリアンの心を暗く蝕むしばんでいく。生まれてこの方、人から愛された記憶も抱き締められた思い出もない、そんな人生をあらかじめ用意されていたという事実が、『呪』という言葉にした途端、否応なくのし掛かってきた。

「──キリアン様」

　こみ上げる慟どう哭こくを無理やり抑え込むキリアンへ、あくまで冷静にイヴァは語り続ける。

「私は、こう思うのです。黒の王子にかけられた『呪』を解除するため、貴方は姫君と出会われたのだと。お二人の出会いは、一国の王子を生まれながら絶望に突き落とした人物への因いん果が応おう報ほうを、神がお計はからいになった結果だと」

「おまえ、何を言ってるんだ……」

「キリアン様も、ご存ぞん知じのはず。『白』の魔族には浄化の力があります。以前にお話しした通り姫君の魔力は無む垢くな唇によって封印されていますが、すでに私を従えたことで綻ほころびが出始めています。つまり……」

「…………」

「姫君ならば、貴方にかけられた『呪』を解除できるのです」

　その証あかしが口づけか──そう言おうとして、キリアンは唇を止めた。

　イヴァからは再三に亘わたってレティシアの唇に戯たわむれに触れてはならない、と忠告を受けている。何故なら、彼女に口づけた瞬間、キリアンの持つ『黒』の魔力は消え失せてしまうからだ。二人の持つ魔力は決して相あい容いれず、ぶつかればどちらかが消しよう滅めつする。魔族の最後の姫君と、力を持つとはいえあくまで人間にすぎない王子とでは、悔しいが力の差は歴れき然ぜんとしていた。

「俺に……『呪』をかけた奴やつは誰だ……」

「…………」

「イヴァ、おまえはそこにも考えが及んでいるんだろう。言え！」

　声を限りに叫んだ直後、キリアンは唐とう突とつに我を取り戻す。わざわざイヴァに詰きつ問もんなどしなくても、恐らく自分の考えている答えと彼の返事は同じだ。

　王妃ジゼルの出産を間近で見守り、『呪』をかける好こう機きを窺うかがえる人物。

　大がかりな魔力を駆く使しするため、その者は持てる権力と財力をフルに使って名高い魔導士を呼び寄せただろう。それを可能にできたのは、国内でもごく限られた人間だ。

「グレウス……公爵か……」

　もしかしたら、と以前から疑いは抱いていた。

　だが、仮にグレウスが黒幕だとして、キリアンにはどうしても解げせないことがある。

「奴は赤子の俺を殺さずして、黒の王子に貶おとしめた。だが、それならどうして今更命を狙う？

いずれ摘つみ取るつもりなら、最初から産ませなければ良かったものを！」

「ええ。キリアン様の仰る通りです。私も、その点が引っかかって今ひとつ確信が持てないままでした。今もそうです。グレウス公爵は、ユーシス様をそそのかし、バルディ家が代々秘ひ密みつ裡りに従えてきた暗殺組織を率いて貴方を亡なき者にしようと画かく策さく中だ。けれど、そんな無む駄だ骨ぼねを折るくらいなら、どうして王妃様を死産させなかったのでしょう」

「俺が知るか、そんなこと！」

「きっと、何かもう一つからくりがあるのです」

「からくり……？」

「はい。貴方を忌み子にさせ、成人を前に命を絶つという行為には必ず意味があるはずです。もし……私たちの推測が正しければ、の話ですが」

「…………」

　キリアンがいかに激げきしようと、イヴァは一切影響を受けないようだ。いつもは少し声を荒くしただけでびくびくと眉根を寄せるが、今は不思議なほど落ち着き払い、澱みなく会話を進めていく。まるで別の人格が現れたようだと、キリアンは戸惑いを隠せなかった。

「どうしました、キリアン様？」

「いや……今のおまえなら、答えられるか？」

「何をでしょう」

　ニコリと優ゆう美びに微笑み、イヴァが小首を傾かしげる。人間離れした美貌を台無しにする、どこか吞のん気きであどけない表情──これまでさんざん見慣れてきた顔を、眼前の彼からは見つけることができなかった。やはりイヴァは人ではなく、魔族の生み出した武器なのだ。

「おまえ、レティシアの口づけが俺の魔力を奪うばうと、どうして教えた？」

「え？」

「今までさんざん、俺に文もん句くを言ってきただろう。偽の契約で騙された、お陰かげで力が半減していると。俺が魔力を失えば、おまえにとっては万ばん々ばん歳ざいなはずだ。契約は無効になり、晴れて自由の身になれるんだからな」

「ああ、そのことですか」

「俺とレティシアがキスするのが面白くない、なんて戯言は通じないぞ。俺との契約が弱体化した今なら、憚はばからずに正直なことが言えるんじゃないのか？」

　畳たたみ掛けるように攻めても、魔剣は憎らしいほど動じない。けれど、不意に瞳に悪戯めいた光が宿り、そこから普段のイヴァがひょっこり戻ってきた。

「私が思うにですね、キリアン様は嫌な奴ですが興味深いです」

「……ふざけるな」

「ふざけてなんか、いませんよぅ。ただの人間が強力な魔力を備え、あまつさえ魔族のみが扱える魔剣の私を従属させた。これは、異例中の異例です。貴方にかけられた『呪』の影響だとしても、かなりびっくりな展開です」

「だから何だ」

　持って回った言い草に苛々して、つい声が剣けん吞のんになる。イヴァはひょいと肩をすくめ、腰まで伸びた銀髪をさらさら揺らしながら答えた。

「今、キリアン様が魔力を失えば間違いなく死にます」

「…………」

「貴方は魔力に頼らずとも剣の腕がたつ、それは知っていますよ。でも、このたびの刺客には魔導士が混じっています。姫君の力は未だ不安定ですし、貴方がただの人間になってしまうとまずいんですよ、いろいろと」

「それは……レティシアのためか？」

　皮肉めいた笑みを唇の端はしに刻み、キリアンは低く尋ねる。

「非力な俺を守るために、レティシアが今以上に危険に身を晒すことになる。おまえは、それを避さけたかったんだな。違うか、イヴァ？」

「まぁ、そうですね。それに、万一キリアン様が深手を負ったり亡くなったりしたら、姫君はきっと泣くでしょう。私の大切な主に、そんな想いはさせられません」
















「そういうことか……」

　それならば、納なつ得とくがいく。

　ただ、ずいぶんと見くびられたものだと無む性しように腹が立った。確かにこれまで度重なる刺客を撃げき退たいし、生き延のびてこられたのは魔力のお陰だ。だが、仮にその力を失ったとしてもレティシアに盾たてになってもらおうなどとは夢にも思わなかった。いや、少し前までの自分なら従者が主人のために命を賭とすことは当然と考えただろう。

　だが、今は違う。

　現に、王宮へ出向く途中で刺客に囲まれた時、キリアンはレティシアが来なければいいと思っていた。あの無む鉄てつ砲ぽうな暗あん殺さつ姫ひめは、現状を見ればひどく取り乱すに違いない。その結果、危険な戦せん闘とうに飛び込んでくるのは目に見えている。それくらいなら間に合うな、と無意識に願っていた。

「キリアン様は、何かにつけて〝俺を守れ〟とか〝俺のために戦え〟と姫君へ仰いますからね。また、姫君も血の気が多いというか怖いもの知らずというか、私をヒヤヒヤさせてばかりです。ですから、今しばらくキリアン様には息そく災さいでいていただかないと」

「過保護な魔剣だ」

「何とでも言ってください。とにかく、私は姫君が大事なんです。あの方のためなら、多少不自由な思いをしようと我が慢まんできます。今更焦あせらなくても、全てが片付いてからキリアン様の『呪』が解けてくれればいいんです」

「これだから、心のない道具は信用ならない」

　苦い思いで毒づくと、気のせいかイヴァの表情が一瞬だけ曇くもったようだ。だが、確かめる間もなく彼は笑顔になると、「さてと」と声の調子をがらりと変えた。

「たくさんしゃべったので、お腹が空きました。台所でお菓子をもらってきます」

「は？　もう料理人は寝ているだろう」

「大丈夫。隠し場所は、ちゃんとわかっていますから！」

　意い気き揚よう々ようと答える姿を、呆れながらどこか安あん堵どの思いで見送る。先ほどイヴァを「見知らぬ相手のようだ」と感じたが、恐らくあれが彼の本質なのだろう。人型に擬ぎ態たいしてはいるが、中身は人間ではなく武器だ。冷たい刃やいばと破は壊かいの快楽を持つ魔剣なのだ。どれほど無邪気に見えようと、真に受けてはいけない相手だった。

「疲れた……」

　一人になった途端、らしくなくキリアンは溜め息を漏らした。

　ベッドへ腰かけ、ジュールに手当てされた頰の傷を当て布の上から無意識に撫でる。

　今夜、束つかの間まだけレティシアを腕に抱いた。その時のほっそりした身体を思い描く。折れそうに華奢なのに、内側からは燃え上がるような情熱が逬ほとばしっていた。しなやかで柔らかく、同時に美しい剣のように清せい冽れつな身体だ。

『キリアン、待って。今、行くから。私が行くから！』

　結界の向こう側から、必死に呼びかけてきた声。

　あの時、半なかば死を覚悟していたキリアンは自制が利かず彼女の名前を呼んでいた。助からなくてもいい、けれど悲痛に叫び続けるレティシアを安心させてやりたかったのだ。キリアンの胸を占せん領りようしていたのは、自分のためにレティシアを傷つけてはならない、という強い決意だけだった。あんな風に他人を思ったのは、後にも先にも彼女が初めてだ。

　けれど……──。

「まさか、切羽詰まった挙あげ句くにイヴァを発動させるとは」

　自じ嘲ちようの呟きと共に、悔かい恨こんの苦々しさがこみ上げる。

「魔力を失えば、今以上の危険にあいつを晒すだと──」

　屈辱がキリアンの全身を包み、唇をきつく嚙かんだ。認めたくはなかったが、イヴァの読みは多分正しい。忌々しいことこの上ないが、刺客たちは以前より明らかになりふり構わなくなっている。攻こう撃げきはどんどん激化し、魔力を持たない自分は無む防ぼう備びも同然だろう。

　そうなった時、レティシアがどんな行動に出るか想像に容易たやすかった。

　身を挺ていしてキリアンを守り、魔剣を振りかざして戦う彼女の姿が目に浮かぶようだ。細い身体は軽やかに宙ちゆうを舞い、滑なめらかに地を蹴けって敵を蹴散らすに違いない。力に目覚めたレティシアに、暗殺姫の名は別の意味をもたらすだろう。揶や揄ゆではなく畏い怖ふを、侮ぶ蔑じよくではなく憧どう憬けいを抱いて人々はその名を口にするはずだ。

　しかし、それはキリアンが望む光景ではない。断じてない。

　だからこそ──。

「今、失うわけには……いかない……」

　ユーシスの元へレティシアを送り出す時、同じ言葉を歯止めにしてキスの衝しよう動どうを食い止めた。キリアンは再びあの日に戻り、揺れるな、と己おのれへ言い聞かせる。

　そうだ、揺れてはならない。少なくとも、全てが片付くまでは。

　キリアンは瞳を閉じ、甘い感かん傷しようを心の隅へ押しやった。
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　三日たっても、レオンは七星城へ戻ってこなかった。

　さすがにレティシアは落ち着かなくなり、もしや彼の身に何かあったのではと不安を募つのらせる。目的があって足止めを食らっているのだと思っていたが、別れ際のレオンはユーシスと対たい峙じしていた。王子の命を狙った不ふ審しん者しやとして、捕らえられた可能性だってある。

（どうしよう。レオンに限って、みすみす捕らえられたりしないと信じていたけど）

　表面上は以前と同じく、従者として七星城の雑用をこなす日々だったが、明らかにレティシアの心はざわついていた。同時にレオンの存在をいかに頼りにしていたか、改めて思い知らされる。捨て子だった自分を拾い、この世で唯ゆい一いつの家族として一緒に生きてきた彼と離れ離れになる日が来るなんて、これまで想像もしていなかった。

（もし、レオンが捕まっていたら私のせいだ。私がユーシスに隙を見せたせいで）

　繰くり言ごとでしかないが、こうして自分はいつもレオンに迷惑をかけている。そもそも、七星城へ来たこと自体がそうだった。所属する暗殺組織は、もともとキリアンの暗殺をレオンに命じたのだ。それを勝手に横取りし、一人で乗り込んだレティシアはキリアンの生み出す雷いかずちで殺されるところを、駆けつけたレオンに助けられたのだった。

（思い返せば、レオンには甘えてばかりなんだ……。いつだって、私は彼の足を引っ張ってしまう。だからこそ、早く一人前になって心配かけないようにと思うのに）

　自分を責めるのに比例して、悪い方向へ考えが膨ふくらんでいく。そうなると、もう仕事が手につかなかった。レティシアは整理を頼まれた食しよく糧りよう貯ちよ蔵ぞう庫こからこっそり忍び出ると、そのまま裏庭へ出ようとする。ノクスのせいで犬嫌いのイヴァは指輪から出てこないが、呼び出せば自分を抱いて城まで飛んでくれるだろう。

（宮廷まで行けば、きっと何かわかる。情報さえ摑めば、後は何とでも……）

　とにかく、大事なのはレオンの安あん否ぴを知ることだ。やり残した仕事は、帰ってきてから徹てつ夜やでやればいい。こうしている間にもレオンが、と不吉な想像をするだけで何かに追い立てられるような気持ちになった。

　七星城は小島にあり、本土とは吊り橋で繫つながっている。だが、イヴァの力で飛べるなら何も問題はなかった。街では空や周囲の海に黒の王子が結界を張っていると噂うわさされていたが、実際にはそんなこともない。それは、キリアンが侵入する刺客たちから暗殺組織の情報を得るため──というのは建前で、現実は暇ひま潰つぶしのためらしい。

「……イヴァ」

　外へ出たレティシアは、小さな声で指輪へ呼びかけた。陽はまだ高く、隠おん密みつに行動するには不向きだったが、そんな悠ゆう長ちようなことは言っていられない。しかし、イヴァは何をしているのか呼びかけには応じず、その姿を現してはくれなかった。

「困ったな。真名で命じないとダメなのかな」

　何となく抵抗があって口にしづらいが、レティシアはすぅ、と短く息を吸う。

　だが、言葉を発するより一瞬早く背後から嘲あざけるような声が聞こえてきた。

「仕事をサボって、そんなところで何をしている？」

「キリアン……」

　そっちこそどうして、と言い返したいのを、ぐっと喉のどで堪えて睨みつける。どうりで、イヴァが出てこないわけだ。最近はけっこう強気とはいえ、まだまだ彼はキリアンが苦手らしい。まして、今の彼は見るからに機嫌が悪い。

「お願い、レオンを探しに行かせて」

　一分一秒も惜おしかったので、単たん刀とう直ちよく入にゆうにレティシアは言った。ダメだと言われても聞く気はなかったが、キリアンを振り切って行くのが至し難なんの業わざなのはわかっていた。

「今日で三日も連絡がない。さすがに変だと思うの。城まで行って様子を探ってみれば、彼の動向がわかるんじゃないかって」

「ふん。おまえ、自分の誓いを易やす々やすと違たがえる気か？」

「え……」

「俺の方だって、いつまた刺客が来るかわからない。おまえは俺を守り、俺のために戦うと偉えらそうに言っていたじゃないか。それなのに、この場から離れるつもりか？」

「で、でも……」

「言い訳はいい。ちょうどいい機会だ。今、ここで選ぶがいい」

　唇には笑みを刻んでいても、キリアンの瞳は少しも笑っていない。むしろ、底冷えがするほど凍いてついていた。氷の眼差しに見据えられ、レティシアは怖おじ気けづきそうになる心を懸けん命めいに奮い立たせる。今まで何度となく晒さらされてきたが、氷点下の激しい視線には慣れるということがなかった。

「選ぶって何を？」

「言うまでもない。俺か、あの下男か。おまえが側にいるべき相手を選べ」

「私が……側にいるべき相手……？」

　思いもよらない選択を迫られ、レティシアは軽く混乱する。そもそも、キリアンとレオンを同一線上で考えたことなどないのだから当然だった。二人の存在価値は、自分にとってまるきり次元が違う。だから、比べることなど不可能だ。

「何を、バカみたいにボケっとしているんだ」

　あんまり長く沈黙していたので、苛々したようにキリアンが詰め寄った。

「そこまで悩むようなことか？　おまえが今まで口にした言葉は、一体何だったんだ？」

「だって……キリアンの言っていること、めちゃくちゃだから……」

「何がめちゃくちゃだ！　簡単な質問だろう！」

　歯切れの悪い返事に、いきなり彼が激げつ昂こうする。取とり澄すました仮面を瞬しゆん時じに捨て、現れたのは苛立ちと怒りを滲ませた人間らしい表情だった。

「キリアン……」

　初めて目まの当あたりにする、キリアンの顔。荒ぶる感情の波を隠しもせず、真まっ直すぐぶつけられた事実にレティシアは胸を詰まらせた。冷笑や皮肉、剣けん吞のんな揶や揄ゆなど、彼の表現方法は独特で意地悪く、こちらが傷つけば愉ゆ悦えつを感じるような捻ひねくれ具合だったが、目の前で相対しているのはもっと剝むき出しのキリアン自身だった。

「何で、そんなに怒っているの……？　私は、レオンを探しに行くだけだよ。必ずここへ帰ってくるし、キリアンへの誓いも噓じゃない」

「だったら、何な故ぜ黙って行こうとした！」

「…………」

「おまえが、コソコソあの男のために動くのは気に入らない。この俺の許しも得ず、勝手ができると思うな。おまえは、俺の盾たてだ。俺のためだけに動け！」

　冷れい徹てつに響き渡る声音に、レティシアは激しく反発を覚えた。確かに「盾になる」と誓いはしたが、自分は決して物ではないのだ。それなのに、キリアンの言葉はまるでレティシアが己の独占物であるように聞こえる。

「貴方が止めたって、私は行く。私にとって、レオンは大事な存在なんだから」

「…………」

　頑がんとして譲らない姿勢を見せると、ほんの一瞬キリアンが瞳を歪ゆがめた。だが、そこに殺意や嗜し虐ぎやくの色はなく、またしてもレティシアを戸惑わせる。いつもの彼なら、ここまで逆らえば雷を召喚して脅おどしそうなものだ。

「どうしても……俺の言うことを聞かない気か」

　もどかしげに、キリアンが呟いた。何だか、見捨てられた子どものようだ。

「それが、おまえの選択か！　レティシア！」

「私は、レオンが心配なだけだよ。誰のことも選んでなんかいない」

　さすがに心が揺れたが、あえて振り切ってレティシアは背中を向けた。こうしている間にも、レオンに危険が忍び寄っているかもしれない。逸はやる心を抑えて駆け出そうとした時、キリアンが「無駄なことを」と低く毒どくづいた。

「あの男は、どのみち帰ってくるものか。もし無事なら、とっくに連絡があるはずだ。大体、生身のあいつに城内の警備を突とつ破ぱして逃げるなんて無理な芸当だ」

「そんなことない！　レオンならできる！」

　反射的に振り返り、怒りに任せてレティシアは怒ど鳴なり返す。

「レオンはきっと帰ってくる！　キリアンこそ、どうしてそんな意地悪を言うの！」

「意地悪ではなく、想定できる事実を言ったまでだ」

「そんなの、まだわからない！　私はレオンを信じているし、彼が私を残してどこかへ行くはずないもの。生まれてからずっと、私たちは二人で生きてきたんだから！」

「…………」

「私がこの七星城へ留まると決めた時、本当はレオンとの別れも覚かく悟ごしていた。でも、彼は私のために組織を裏切って一緒に来てくれたんだ。私がどんなに心強かったか、キリアンにはわからないよ！」

　そう言った瞬間、キリアンの瞳が不ふ快かいの色に染まった。だが、それでもレティシアは黙らない。溜め込んでいた不安が、彼に向かっていっきに溢れ出すようだった。

「レオンは、この世でたった一人の私の家族で、何にも代かえ難がたい人なの。彼がいなかったら、捨て子の私はとっくに死んでいた。だから……」

「おまえとあの男の過去など、俺にはどうでもいい」

　再び感情の失せた声で、キリアンが低く呟いた。

　瞳に先刻までの熱はなく、暗く燻くすぶるやるせない光があるばかりだ。

「ただ、あいつは気に食わない。俺はあいつが嫌いだ。生きようが死のうが、どうだっていい。だから、おまえが探しに行くことは許さない」

「キリアン！」

「どうしても、と言い張るなら、ここで緊きん縛ばくの『呪』をかける。無理に七星城の敷地から出ようとすれば、全身が腐くさって溶けていくぞ」

「何……」

　本気だ、と本能的に感じ、レティシアは怯ひるんだ。キリアンの言う『呪』は、最初に彼に捕らえられた時、自分とレオンにかけられたものだろう。そんな『呪』をかけられたら、次の機会を窺うかがうことさえできなくなってしまう。

「……卑ひ怯きよう者もの」

　ぐっと拳こぶしを握り締め、せめてもの抵抗に毒づいてみせる。

　キリアンは無言のまま、唇の片端を上げて笑い返してきた。

　レティシアは非力な自分を呪い、そこまでして引き止める相手に不ふ可か解かいな思いを抱く。だが、今は心の中でレオンの無事を祈るしかないのが情けなかった。
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　あんな奴やつ、とレティシアは鬱うつ憤ぷんを思い切りモップへぶつけた。

　バケツでたっぷり水分を含ませ、床に叩きつけるように下ろした後は、ガシガシと力任せに床を磨みがき続ける。乱らん暴ぼうはやめてください、といつもなら眉まゆをひそめるジュールは、幸いなことにキリアンへ呼ばれて北ほく翼よくへ行ったきりだった。

「私がレオンの心配をして何が悪いの！　何もわかっちゃいないくせに！」

　腹立たしいのは、何も外出を禁じられたせいだけではない。あれから四日たつが、キリアンの態度は最悪だった。無ぶ愛あい想そさに拍はく車しやがかかり、レティシアと目が合えば露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになる。たまに何かを命じる時はさも小バカにした顔か、冷ややかな目つきのどちらかだ。最初からと言えばそうだが、憎にくらしさは確実に倍増していた。

「もしレオンの身に何かあって、手遅れにでもなったら絶対に許さないんだから！」

　大体、キリアンはレオンのことになると過か剰じよう反応が過すぎる。二人の相性が悪いのはレティシアも承しよう知ちしていたが、見殺しにしても構わないような態度は許せなかった。仮に逆の立場だったら、きっとレオンはキリアンを助ける。そう思うだけに、余計にやるせない。

「あれ……？」

　さんざん罵ののしっていたレティシアは、ふと我に返って周囲を見渡した。

　城の裏口から始まって回かい廊ろうを一巡りしたはずだが、どういうわけか柄えの先についていたモップが消えている。してみると、先刻からガリガリと妙みような振しん動どうが腕に伝わっていたのは気のせいではなかったようだ。せっせと磨いているつもりで、どうも単なる棒と化した柄で床を削っていたらしい。

「いけない！」

　どこへ消えたモップ、と慌あわてて回廊を駆かけ戻る。あまりモップを絞しぼらなかったので、濡ぬれた床がきらきらと照り返していた。滑すべらないように注意しながら光る部分を避よけていると、どこかで「きゃあっ」という可か愛わいらしい悲鳴が聞こえてくる。

「いたたた……。一体、どこの間ま抜ぬけなの！　こんなところに、濡れたモップだけ放置している使用人は！　ああ、もうせっかくのドレスが台無しじゃないの！」

「クラリッサ……」

「嫌だわ、信じられない。わたくし、何もないところで転ぶなんて子どもの時以来よ！　おまけに靴くつがびしょびしょだわ。下ろしたての絹きぬなのに！」

　きゃんきゃんと荒あらぶる小型犬の如ごとく、ドレス姿の美しい少女が座り込んで悪あく態たいを吐つきまくっていた。その様さまがあまりに愛らしいので、非常事態だというのにレティシアはつい笑顔になってしまう。花をかたどった砂糖菓子のような少女は、キリアンの許いいな嫁づけであり、エミール国でも指折りの大貴族バルディ家の一人娘、クラリッサ・カルンスト・バルディ公こう爵しやく令れい嬢じようだった。

「ちょっと、そこの使用人」

「あ、私のこと？」

「そうよ。レティシア、よくもわたくしを見て笑ったわね。許さなくてよ」

「ごめんごめん。あんまり、可愛かったものだから」

　思ったことを素す直なおに口にしただけだが、それを聞くなりクラリッサの顔がふわんと桃もも色いろに染まる。ちょうど、今日はピンクの生き地じに水色と青の糸で花の縫ぬい取りをしたドレスを着ていたので、紅こう潮ちようする肌はだが殊ことの外ほかよく映はえていた。

「掃除をしていたら、いつの間にかモップがすっぽ抜けていたみたいで。この辺、水みず拭ぶきをしていたから床が滑りやすくなっていたんだね。怪け我がはない？」

「あちこち打ったわ。ズキズキする」

「そう。じゃあ、誰か使用人を呼んでこようか。クラリッサは華きや奢しやだから、私でも抱き起こせるかもしれないけど……」

「けっこうよ！」

　とんでもない、とでも言わんばかりに甲高い声を出し、すっくとクラリッサが立ち上がる。その素早さは、とても打ち身だらけとは思えなかった。

「ああ。もう。誰も出迎えに来ないから、ちょっと驚かせようと思っただけなのにとんでもない目に遭あったわ。時にレティシア、貴女あなたやっと王宮から帰れましたのね」

「うん……まぁ帰れたというか飛び出したというか……」

「宮中でも噂うわさを耳にしたわ。一時期、あれほどユーシス様が連れ回していたんですもの。あの金髪のご令嬢は、急に姿を見せなくなって一体どうしたのかって。ユーシス様は、田舎いなかに礼れい儀ぎ作さ法ほうの勉強へ行かせてる、なんて苦しい言い訳をなさっていたけれど」

　思い出すとおかしいのか、彼女はくすくすと笑みを交えて話し出す。どうやら、もう機嫌は良くなったようだ。赤あか珊さん瑚ごの髪飾りで綺き麗れいに結い上げた頭から、クラリッサが歩くたびに甘い香油の香りが漂ただよった。

「そうだ、クラリッサ。貴女に訊ききたいことがあるんだけど」

「何かしら。香油のことなら、これは東の国の……」

「そうじゃなくて」

　従者に戻った自分には、香油もドレスももう無む縁えんの品だ。苦笑しながら否定すると、クラリッサは大きな灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみをジッとこちらに据え、少しだけ声を取り繕つくろうようにしながら言った。

「今日は、あの男はいないのかしら？」

「あの男？」

「貴女の側そばに始し終じゆうくっついている、背の高い野や蛮ばん人じんのことよ。わたくし、あの男に抱き起こされるくらいならキリアン様に抱きついた方がマシだわ。そう思って、痛いのを我が慢まんして自分で起きましたのよ。わかって？」

「それ、もしかしてレオンのこと？」

　念のために尋ねると、彼女は急いで目を逸そらす。怒ったような拗すねているような、何とも取っ付きの悪い横顔に向かって、レティシアは仕方なく口を開いた。

「実は、私が訊こうと思ったのも彼のことなんだ。レオンは、一週間ほど前に王宮へ来たんだよ。もちろん招待されたわけじゃなく、不ふ法ほう侵しん入にゆうになるんだけど……」

「あらまぁ」

「クラリッサが、城内へ入れるように便べん宜ぎを図ってくれたんだよね？」

「ま……わたくしが、そんな犯罪紛まがいのことをするとお思い？　でも、まぁいいわ。潔いさぎよく認めてあげましょう。だって、あの野蛮人ときたら単独で乗り込んで貴女を連れ戻す、なんて無茶をしかねなかったんですもの。みすみすユーシス様に委ゆだねたキリアン様にも、かなり怒っていたのよ」

「……やっぱり」

「わたくしも、その気持ちは一緒だったの。だから、手助けしてあげたのよ。わたくしがしたことなんて、あの野蛮人をバルディ家の使用人だと偽いつわって一緒に城門をくぐったくらいですけれど。後は自分で何とかすると言って、さっさと庭園へ消えてしまったし」

　それでも、箱入りの令嬢にしては大冒険だったに違いない。クラリッサは得意げに語りながら、いくぶん瞳を高こう揚ようさせていた。

「でも……どうやら七しち星せい城じようへ帰ってきてはいないのね？」

「…………」

　そっと声をひそめて問いかけられ、不意に胸が苦しくなる。レティシアは堪こらえていた不安を吐き出すように、こくりと素直に頷うなずいた。

「王宮で別れた後、すぐ後を追うって言っていたのに結局来なくて。そのまま、今日まで戻ってこない。初めは、何か用事でもあるのかと思っていたんだけど」

「用事？　あの野蛮人が、貴女以上に大切な用事ですって？」

「レオンは元から風ふう来らい坊ぼうみたいなところがあるし、もしかして城内へ残ってキリアン暗殺計画について調べてるのかもしれないって……だけど」

「ちょっと、レティシア。何ですの、その悠ゆう長ちような態度は！」

　間かん髪はつ容いれずに、クラリッサがぴしゃりと叱しかりつけてくる。項うな垂だれていたレティシアは心底驚き、思わず彼女の華はなやかな顔を見返した。

「クラリッサ……」

「あの男が王宮から戻らないなら、捕まっている可能性が高いじゃないの。ああ、やっぱりもうちょっと早くここへ来るんだったわ。ちょうどキリアン様から呼ばれた時、わたくしもいろいろ考えることがあって二の足を踏んでしまったのよ。でも、まさかあの野蛮人が城から戻ってきていないとは思わなくて……」

「キリアンが呼んだ？　クラリッサを？」

「ええ、そうよ。三、四日ほど前かしら。びっくりでしょう？　わたくし、七星城へ通うようになって初めてですのよ、あの方から呼び出されたのは。いつもわたくしが来ると、あからさまに迷めい惑わくそうにするくせに。だけど、やっとその理由がわかったわ」

　降こう参さんとでも言うように、クラリッサは深々と溜ため息を漏もらす。それから、やや目つきを和やわらげると、さっぱり状況が吞のみ込めないレティシアへ微笑ほほえみかけた。

「貴女のためね、レティシア」

「私のため……？」

「だって、他には考えられなくてよ。あの方は、多分わたくしが野蛮人を手引きして城へ入れたのを知っていらしたんでしょうね。そして、彼は未いまだ城から帰ってこない。事情を訊くために、わたくしを呼んだと考えるのが自然でしょう」

「キリアンが!?……でも、彼は私がレオンを探しに行こうとしたら止めたんだよ。ひどいことをいっぱい言って、どうしても行くなら緊きん縛ばくの『呪じゆ』をかけて七星城から出られないようにしてやるって。だから、私は仕方なく……」

「あのね、レティシア」

　ムキになって言い返すと、クラリッサが少々呆あきれたように息をつく。彼女はジロジロとレティシアの全身を眺ながめ回し、やがて「もしかして貴女には自覚がないの？」と、またしても謎の言葉を言い放った。

「なんてことかしら、嘆なげかわしい。淑しゆく女じよたるもの、そこまで殿との方がたの気持ちに疎うとくてはダメよ。貴女も、もう十六なんでしょう？」

「いや、でも、私は淑女じゃないし」

「言い訳はけっこう。この前まで、あれだけ贅ぜい沢たくなドレスを着こなして、毎晩のように舞ぶ踏とう会かいやらサロンやらに出入りしていたくせに何を今いま更さら！　しかも、貴女のエスコートをしていたのは皆の憧あこがれるユーシス様。エミール国の第二王子なのよ。ああ、もう少しは大人おとなになってちょうだい！」

「……ごめん」

　微び妙みように怒られるポイントがズレている気がしなくもないが、確かに自分は人の気持ちに疎うといところがある。もしかしたらそれで無自覚にキリアンのことも苛いら々いらさせてしまったのだろうか。

「えっと、何の話だったかしら」

「レオンが……」

「ああ、そうそう。あの野蛮人ね。でも、王宮内で危険人物が捕まったという話はまったく耳にしていないわ。どういうことかしら。まぁ、ユーシス様が事を大おお袈げ裟さにしたくないだけかもしれないけれど。わたくし、今度それとなくユーシス様に探りを入れてみます。何かわかったら、すぐ七星城へ遣いを出しましょう」

「本当に？　いいの？」

「いいとか悪いとかいう問題ではなくてよ。下へ手たをしたら、あの男は秘ひ密みつ裡りに処しよ刑けいされてしまうかもしれないわ。それでもよくって？」

「そんなの嫌だ！」

　冗じよう談だんじゃない、と顔色を変えると、クラリッサが「任せておきなさい」とにっこり微び笑しようした。七星城には一年中咲き乱れる見事な薔ば薇ら園えんがあるが、そこの薔薇もかくやという艶あでやかさだ。淑女というのはクラリッサのような女性に向けられる言葉だな、とレティシアは思い、キリアンの花嫁となった暁あかつきにはさぞ美しい王妃になるだろうと溜め息が出た。

「なぁに、わたくしの顔を見て溜め息なんてついて。失礼な人ね」

「あ、ううん。ごめん、なんでもない」

　早速見み咎とがめられて、慌てて首を振る。クラリッサのことは好きだが、彼女がキリアンと結婚するという未来はどうしようもなくレティシアの胸を憂うれいで塞ふさいだ。以前はこんな気持ちにはならなかったのに、ひとたびキリアンを「愛いとしい」と意識してしまったら自分でも戸と惑まどうくらい知らなかった感情が溢れてくる。

　でも……と、惑いの中でレティシアは呟つぶやいた。

　この想いが成じよう就じゆすることはないし、叶えようなどと願ってもいけない。

　キリアンは第一王位継けい承しよう者しやだ。黒の王子と忌いみ嫌きらわれていても、国王から権利をはく奪だつされてはいない。時期がくれば即位し、国を治めていく人間なのだ。レティシアとは身分違いだし、そもそも向こうがこちらを女とは思っていないだろう。大体、自分を殺そうとした相手を好きになる男などいるわけがない。せいぜい盾として使い、鬱うつ憤ぷんを晴らすのが関の山だ。

（私が、自分で決めたんだ。それでもいいと。キリアンの命を守り、彼を王位に就つける。それさえ達成できたなら、後は黙って城を去ればいい）

　何度もそう自身へ言い聞かせ、無理やりキリアンへの想いを抑えようとしてきた。普段はそれでごまかせるのに、こうしてふとした弾みにレティシアをさんざん困らせる。

「あら、ずいぶん歩いたのね。お城を半周してしまったわ」

　いつの間にか、ノクスの檻おりが見えてきた。漂う獣けものの臭においにクラリッサは顔をしかめ、けれども足を止めようとはしない。どうした風の吹き回しだろうと訝いぶかしんでいたら、不意に振り向いてこちらを見た。

「レティシア、わたくし愛あい玩がん犬けんでいるのをやめようと思うの。どうかしら？」

「え？　愛玩犬って……クラリッサは、どこから見ても人間のお姫様だけど……」

「そうではないわ。貴女、相変わらずおとぼけさんだこと。わたくしね、バルディ家の娘として生まれて、それはもう大切に育てられましたの。わたくしを産んだ母が早くに病やまいで亡くなったこともあって、お父様が特に不ふ憫びんがってくださって」

「グレウス公爵が……」

　クラリッサの口からその名前を聞くと、何とも言えない思いが胸に迫る。

　彼女は、まだ知らないのだ。自分の父が、婚約者を暗殺しようと企たくらんでいることを。それどころか、レオンの件でもグレウス公爵が関わっている可能性は高い。何といっても、彼はユーシスの背後で全てを操っている張本人だ。

「わたくし自身、これまでの生き方に疑問を持ったことなどないわ。キリアン様との婚約も、生まれてすぐ決められたことだったし。わたくしは王妃になるため、幼おさない頃から教育を受けてきたのよ。未来の国母だとちやほやされながらね。人がわたくしに求めるのは、愛らしさと行ぎよう儀ぎの良さ。綺麗な声で歌って、可愛く座っていることだけ」

「それが、愛玩犬みたいだって思うの？」

「ええ、そう」

　こくりと頷き、長い睫まつ毛げを花か弁べんのように震わせる。

　けれど、クラリッサは可憐な外見とは裏うら腹はらに、強固な意志を声こわ音ねに乗せて言った。

「わたくし、キリアン様のことを好き嫌いで考えたことなどないわ」

「…………」

「でも、いずれは夫となる人なのだし、せめて自分の目でどんな殿方か確かめたいと思ったの。だから、皆の怖れる七星城へも通い続けたのよ」

「クラリッサ……」

　レティシアは困こん惑わくした。

　一体、クラリッサはどういうつもりでこんな話を始めたのだろうか。もしや自分の押し殺した想いに勘かん付づかれたのかと狼ろう狽ばいしたが、彼女の様子からそれを窺わせるものは何も感じられない。

　二人が近づくと、檻の奥で居眠りをしていたノクスがぴくりと顔を上げた。しかし、見慣れぬ来客がいると見て取るや否いなや、再び昼寝に戻ってしまう。『呪』が解除されていないので檻暮らしが続いているが、幸い不機嫌になることはないようだった。

「まぁ、この獣けものったらわたくしを無視したわ。生意気ね」

「あまり近づかない方がいいよ。躾しつけてあるけど、ノクスには『呪』もかかっているし」

「『呪』ですって？　嫌ね、恐ろしいこと。一体どんな？」

「千せん里り眼がん。見たものや聞いたものが、そのまま『呪』をかけた魔導士へ筒つつ抜ぬけになる。だから、クラリッサ。こみいった話なら別の場所で……」

「別に構わなくてよ。誰に聞かれようが、わたくしの気持ちは恥はじるものではないし」

　檻を背にくるりと向き直り、クラリッサは真まっ直すぐ見つめてくる。まるで、沈ちん黙もくから何かを察さつしろと言われている気だ。だが、キリアンの話題となれば冷静でいられる自信がなく、レティシアはぎこちなく視線を外そうとした。

「貴女は正直な人ね、レティシア」

　戸惑いを隠しきれない様子を見て、クラリッサが表情を崩くずす。

「わたくしに、何か負おい目めがあるのね？　だから、目を見返せないのだわ」

「…………」

「さっきまでは、そんなことはなかったのに。つまり、わたくしが話そうとしている内容が貴女を動揺させているのね。……キリアン様のことだから」

「そ、そんなことはないよ。私はただ……」

　慌てて言い訳をしようとして、墓ぼ穴けつを掘ったことにレティシアは気づく。上うわずった声は明らかに動揺を含ふくみ、クラリッサの言葉を見事に肯こう定ていしていた。

「わたくし、可愛がられるだけではもう退たい屈くつなの」

「クラリッサ……」

「だから、チヤホヤしないキリアン様の元へ通うのは新鮮でしたわ。もちろんあの方の暴ぼう言げんには腹を立てたし、悔くやしい思いもたくさんさせられたけれど。でも、少なくとも退屈はしなかったわね。皆はわたくしが意地になっていると思っていたようだけど、それは少し違うのよ。わたくし自身、七星城へ来るのが楽しかったんだわ」

「…………」

「けれど、それとキリアン様への想いは別よ。わたくしも貴族の娘です、恋した殿方と結ばれるなんて夢はみません。大人たちはアバンチュールとして火遊びを楽しんでいるけれど、そういうことも軽けい蔑べつします。わたくしは……」

　一度言葉を切って、クラリッサは短く息を吸いこんだ。そうすることで、新しい勇気を得ようとしているようにレティシアの目には映った。

「わたくしは、キリアン様との婚約を破は棄きしようと思います」

「え……」

「本気よ。相手は黒の王子だもの、わたくしが死んでも嫌だと言えば宮中でわたくしを悪く言う者はいないでしょう。お父様がお許しになるかどうか、そこだけは心配だけれど。お父様は、わたくしを王妃にするために育ててきたのですもの」

「待って、クラリッサ！」

　あまりの衝しよう撃げきに、思わず声が出る。

　クラリッサの表情は清すが々すがしいが、言うほど簡単な決意でないことはレティシアにだって容よう易いに想像がつく。恐らく、彼女一人の問題では済まないだろう。下へ手たをすれば、バルディ家と王家の間に軋あつ轢れきを生むかもしれないのだ。

「それはよく考えて出した結論なの？　キリアンと結婚しないことが、本当に貴女にとって愛玩犬でいることをやめる意味を持つの？」

「その通りよ、レティシア」

　凜りんと通る声で答え、クラリッサは手入れの行き届いた指をゆっくりとこちらへ伸ばす。

「他の誰よりも、貴女には理解していただきたいわ」

「クラリッサ……」

　指先がレティシアの頰ほおに触れ、やがて彼女の手のひらにすっぽりと包まれた。突然の行為に驚いて、レティシアは緊きん張ちように身を固くする。そんな様子を楽しそうに見つめ、クラリッサは更に顔を近づけてきた。

「あの男……レオンのことは、わたくしが探ってみます。だから、心配しないで待っていらっしゃいな。その代わり、キリアン様のことをお願いするわ。何があっても、あの方を守り通してちょうだい。貴女には、それができる。そう信じているわ」

「クラ……リッサ……」

「ついでに、エミール国一の美び姫きに振られた王子を慰なぐさめてさしあげて。もっともあの天あまの邪じや鬼くな性格では、淋さみしいも辛いも素直にお出しにはならないだろうけど」

「…………」

　いっそ、訊いてみようかと一瞬迷いが浮かんだ。

　彼女が婚約破棄なんて突然言い出したのは、自分がキリアンを特別だと思ってしまったせいだろうか。それなら、せめてちゃんと話がしたい。クラリッサほど完かん璧ぺきな令嬢が一いつ介かいの従じゆう者しやである自分に遠慮するなんて思えないが、きっと不ふ愉ゆ快かいには感じただろう。

　けれど。

　レティシアの唇くちびるは、そのまま動けなかった。

　決断したクラリッサの瞳があまりに綺麗だったので、無ぶ粋すいな言葉で曇くもらせたくなかったのだ。それに、彼女の表情から負の感情は読み取れなかった。精せい巧こうなビスクドールさながらの美貌は今まで見た中で一番生せい気きに溢れ、うっかり見み惚とれてしまいそうなほどだった。

「レオンのこと、よろしく頼みます」

　ようやく言えたのは、その一言だけ。でも、それで充分だった。クラリッサは頷き、優ゆう雅がに添えた手を引くと「わたくしも、あの野蛮人には用があるのよ」と言った。

「彼にはもう一度会わなくてはならないの。わたくしのことを世間知らずのお嬢じよう様さまだとからかい、バカにしたんですもの。このわたくしが、はたしてそれだけの女だったのかどうか、あの野蛮人には見届ける義ぎ務むがあるわ。そうでなくて？」

「うん……そうだね、その通りだ」

「だから、絶対に死なれては困るのよ」

　さすがに不安はあるのか、クラリッサは整った眉まゆをひそめて呟く。けれど、レティシアは心強かった。自分以外にも、レオンの身を案じている人間がいる。その事実は、たった二人きりで生きてきた孤こ独どくを凌りよう駕がして余る感動だった。

「あ！　レディ！　クラリッサ様！　こんなところにいらしたのですか」

　城の裏口から、ジュールが急いで駆け寄ってきた。城内のあちこちを探し回っていたのか、気の毒なくらい息があがっている。

「お出迎えが、遅くなり、申し訳、ありませんでした。その、急なお越しだったので」

「いきなり伺ってごめんなさいね、ジュールちゃん。時に、キリアン様はどうなさっているかしら。今日も刺とげ々とげしい目をして、偉そうに威い張ばりくさっているのかしら？」

「は？　え、あの、その」

「早く取り次いでちょうだいな。クラリッサから大事なお話があります、とね」

「は……」

　侵おかしがたい威い厳げんを漂わせた佇たたずまいに、彼女が苦手なはずのジュールも思わず息を吞のむ。

　さながら自分のことのように、レティシアは彼女が誇ほこらしかった。
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　水晶に映った三人分の人ひと影かげが、仲なか睦むつまじげに城の中へと消えていく。やがて画像は乱れ始め、輪りん郭かくをぐにゃりと曲げながら徐じよ々じよに薄れていった。後は、水晶からこちらを見返す自分の顔があるばかりだ。

「これはまた……バルディ家の令嬢も、なかなかのじゃじゃ馬ですな」

「ああ。正直驚いた。あの女、まさかキリアンとの婚約破棄を言い出すとはなぁ」

「本人の決意は固いようですが、そうすんなりとはいきますまい。王子が存ぞん命めい中の破は談だんなど、前ぜん代だい未み聞もんの醜しゆう聞ぶんです。王家の威い信しんにかけても、認めはしないでしょう」

「…………」

「もっとも、亡くなった後ならば別ですが」

　背後から同じく水晶を覗のぞいていた男が、レオンの右肩に手を置いて不気味な含み笑いを漏もらした。だが、その声にはほとんど感情がなく、実際のところキリアンの生死になどさして興味を抱いている風にも思えない。

　目ま深ぶかにフードを被かぶり、全身を黒のマントで包んだ東の国の魔導士。

〝月ユエ〟と名乗る男と会ったのは、一週間前の夜が初めてではなかった。暗殺組織の上層部と直接やり取りをした時、〝月〟も二、三回は同席していたと記き憶おくしている。その際もフードを被っていたので顔を確認したわけではないが、体温を感じさせない怪あやしさや抑よく揚ようのない声は間違いなく同一人物のものだと思われた。

『私は、雇やとわれの魔導士です。お呼びがかかれば参上しますが、普段は故こ郷きようの屋敷でひっそりと暮らしておりますよ』

　おまえは何者なんだ、と尋ねたら、〝月〟は曖あい昧まいな返事しかしなかった。だが、この男はレオンの幼少時から組織を裏切るまでの様子をよく知っており、キリアンの暗殺と貴方あなたを引き戻すこと、この二つが命題だったのだ、と言葉少なに語った。

「さて、レオン殿。いかがいたします？　ユーシス王子に狼ろう藉ぜきを働いたかどで衛えい兵へいに捕まり、宮中にて秘密裡に処しよ刑けいされた──とでも噂うわさを流しておきますか？」

「それはダメだ。裏を取ろうと、逆にレティシアたちを煽あおることになる」

「ほう？」

「あいつは、俺がくたばったなんてデマ、鵜う吞のみにしねぇよ。それに、あの気位の高いお姫様にウロウロ嗅かぎ回られるのも迷惑だ。あれは、グレウス公爵の掌しよう中ちゆうの珠たまなんだろ。下へ手たに手を出せない分、厄やつ介かいだ」

「成なる程ほど。貴方の言い分にも一いち理りある。では……」

「少し待ってくれ。俺にも考えがある」
















　結論を急せかす月を押し留め、レオンは腕組みをして思案する。よもや、レティシアは自分が暗殺組織へ戻ったなどとは夢にも思っていないだろう。だが、このまま生死不明でやり過ごすには、些いささか無理がありすぎる。

「どうしたもんかな……」

　一週間ぶりに目にしたレティシアの姿を、ひどく懐かしい気分で思い返す。

　裏切りも謀ぼう略りやくも、暗あん殺さつ者しやには日常だ。けれど、唯ゆい一いつの家族として共に生きてきた人間となれば話は別だった。彼女に対してだけ、レオンは己へ感かん傷しようを許している。

　だが、自分は前へ進まなくてはならなかった。

「〝この子に、幸せを与えてあげて〟──か」

　それは、乳ち飲のみ子の彼女と出会った時から決められていた誓いだから。
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　クラリッサが婚約破棄を口にしたことは、レティシアにとって大きな衝しよう撃げきだった。

　彼女が自身を「愛玩犬」だと自じ嘲ちようしたのも驚いたし、与えられた道を従じゆう順じゆんに歩むのではなく、自ら切り開いていこうという気き概がいを見せた姿にも圧あつ倒とうされていた。

「クラリッサは凄すごいな。綺麗なうえに自分の意志もちゃんと貫つらぬこうとして。私がユーシスに連れられて出会った貴族のお姫様は皆ただニコニコ笑って、ユーシスが何を言っても大おお袈げ裟さに感心するか、褒ほめ称たたえるかしかしなかったよ」

　キリアンとの間でどんな話し合いがもたれたか、そもそもきちんと話し合ったかどうかさえレティシアにはわからない。だが、少なくとも帰り際のクラリッサはイキイキと足取りも軽やかだった。対してキリアンは数日たった今でも、何一つ言動に変化はない。クラリッサの予言通りに表へ感情を出さないだけなのか、本当に何も感じていないのか──色恋に疎うといレティシアには、残念ながら判別できなかった。

「クラリッサ様も、以前はあんな風ではありませんでしたよ」

「え？」

　食堂で一緒に銀食器を磨みがいていたジュールが、手を休めずに澄すまし顔で呟く。

「レディやレオンさんが七星城へいらして、いろいろお話ししている間に感化されたんじゃないんですか？　僕だって、今のクラリッサ様の方が何倍も好きです」

「私とレオンが……？」

　レティシアは大いに面めん食くらったが、自分はともかくレオンに関しては一いち理りあるかもしれない。キリアンも大たい概がいクラリッサには無礼な態度だったが、あれは彼女にまるきり興味がない故ゆえだ。だが、レオンはクラリッサという少女を一人の人間として認識していた。その上で、「気取っていて気に食わない」と甚はなはだ勝手な理り屈くつで憎にくまれ口を叩たたいたり揶や揄ゆしたりしていたのだ。

「レオンも大人げなかったし、良い方向で影響を与えたとは思えないんだけど」

「でも、僕にはレオンさんが口で言うほどクラリッサ様を嫌っていたようには見えませんでしたよ。あの人、やたら保護者気き質しつじゃないですか。だから、クラリッサ様がムッとして言い返したりされるのを面白がっていたんじゃないでしょうか」

「ああ、確かに。それはあるかも。クラリッサ怒るともっと可愛いよね」

「……レオンさん、どうして帰ってこないんでしょうね」

　ふと、会話の途中でジュールの口調が頼りなくなった。レティシアはハッとして、どう答えるべきかと困こん惑わくする。彼は「保護者気質」とレオンを評したが、その愛情の矛ほこ先さきはかなりジュールへ向けられていたからだ。一見、構われるのを迷惑そうにしながらも、七星城での日々の中でジュールはレオンとの間に独どく特とくの絆きずなを生みつつあった。

「レディ、僕は貴女たちに何があって、これからどこへ向かおうとしているのか……そんなことを詮せん索さくするつもりはありません。でも、何も言わずいきなり消えられるのは困ります。迷惑です。人にさんざん心配させておいて、ある日ふいといなくなる。そういう輩やからとは絶対に関わりあいにならないと、心に決めているんですから」

「ジュール……」

「僕の生まれた家は、貧しいけれど家いえ柄がらだけは立派でした。僕は、遡さかのぼれば王家に縁ゆかりのある、貧びん乏ぼう貴族の末っ子だったんです」

　突然、ジュールが今まで触れなかった自身の出しゆつ自じについて語り始めた。銀食器を磨いていた手は仕事を止め、感情の高ぶりを表すように布を強く握にぎり締しめる。

「まぁ、王家と言っても末席もいいところなんですけどね。父はそれだけを誇りにしているような人で、母も口くち癖ぐせのように言っていましたよ。でも、現実には日々の食事さえ満足に調達できないような有あり様さまで、ある冬の朝、とうとう出て行ってしまったんです。書き置きも、それらしい素振りも一切ありませんでした」

「そんな……子どもたちを置いて？」

「幸いなことに、兄三人はすでに奉ほう公こうへ出ていました。実質、置いていかれたのは僕と父の二人です。それまで可愛がっていた犬も、餌えさ代だいが払えないので番犬を欲しがっていた父の知り合いに譲ってしまった直後だったし」

　そうだった、とレティシアはノクスのことを思い出す。

　キリアンにノクスの命いのち乞ごいをした際、味方をしてくれたのがジュールだった。犬を飼っていたことがある、きっと危険のない犬に躾け直してみせると言って、彼はキリアンを懸けん命めいに説得してくれたのだ。

「せめて、一言なりと書き残してくれれば良かったんですよ。〝もう帰らない〟って。そうすれば、無む駄だな希望を抱かずに済みます。もし、このままレオンさんが戻ってこなかったら、僕はあの人を待ち続けなくちゃならない。そんなのはご免めんです。レディ、僕の言っていることわかりますか？」

「……うん」

　思いを込めて頷くと、ジュールは安あん堵どしたように息をついた。

「もともと、レディのために七星城へ留とどまった人です。貴女をおいて、どこかへ消えるなんてことはないと思うんですが。それとも、何か危険な目に遭あっているのでしょうか」

「それは私にもわからないんだ。でも、クラリッサが調べてくれると言っていた。だから、しばらくは彼女からの連絡を待ってみようと思う。ねぇ、ジュール。レオンは、とてもジュールのことを可愛がっていたよ。まるで本当の弟みたいに。だから、私だけじゃない、ジュールのことだって勝手に置いて消えるなんて絶対にしないよ。断言する」

「そう……でしょうか」

「もちろん」

　普ふ段だんは大人びた眼まな差ざしが、レティシアの言葉で少し幼くなる。表には出さなかったが、内心ではレオンの不在に不安を募つのらせていたのだろう。レティシアはしっかりと彼へ笑いかけ、自分自身にも言い聞かせるように言った。

「レオンは大丈夫。彼は、誰より強くて頼れる男だもの」

「誰より強くて、だと？　それは聞き捨てならないな」

「え……」

　無ぶ愛あい想そうな声に割り込まれ、慌てて両開きの扉へ視線を移す。

　使用人の作業中は扉を開放しておく決まりだが、そこに黒づくめの人ひと影かげが立っていた。

「あ、キリアン様……！」

　レティシアより先にジュールが気づき、急いでテーブルに布を置いて畏かしこまった。黒のブラウスに王家の紋もん章しようである百ゆ合りを銀ぎん糸しであしらったロングジャケット、そしてほっそりとした黒のパンツに身を包んだキリアンが、ブーツの踵かかとを鳴らして近づいてくる。相変わらずの美貌だが、口元に刻まれた意地の悪い笑みが嫌でも警けい戒かい心しんをかきたてた。

「訂正しろ、レティシア。あの男が誰より強いなど笑しよう止し千せん万ばんだ。事実、あいつは俺と剣を交えて一度も勝利したことはない」

「でも、負けてもいない。キリアンが魔力を使わなければ、互角に戦っていた」

　屈かがんで挑ちよう発はつ的てきに顔を覗のぞき込まれ、言い返す声こわ音ねに力がこもる。しかし、キリアンは見目良い眉を嫌けん悪おも露あらわにひそめ、「抜かせ」と尊そん大だいな言葉で応じた。

「おまえは、まだわからないようだな。冷静になって、もう一度よく考え直してみろ。あいつが、どうして連絡さえ寄よ越こさないのか。いっそ、降こう霊れい術じゆつでも試してみるか。黄よ泉みから会いに来てくれるかもしれないぞ？」

「キリアン！」

　あまりの言い草にカッとなり、思わず声が荒くなる。だが、キリアンへ突っかかろうとした直前、テーブルから磨いたばかりの銀食器が落ちて派は手でな音をたてた。驚いてそちらを見ると、ジュールが強こわ張ばった表情でキリアンを見返している。

「ジュール……」

　未だかつて、キリアンの前では見せたことのない顔がそこにあった。

　さすがのキリアンもすぐには二にの句くが継つげず、怒りと惑いのないまぜになった瞳でただ呆ぼう然ぜんと見つめている。ジュールもまた言葉を探しあぐねているのか、何度も口を開きかけては閉じるのくり返しだった。

　やがて。

「あの……申し訳……ありません……」

「…………」

「し、失礼します！」

　言うが早いか踵きびすを返し、走って食堂から飛び出していく。落とした銀食器を拾いもせず、キリアンの許しも得ずに出て行くなんて有能な従者らしからぬ振る舞いだ。だが、キリアンは特に咎とがめることはなく、黙って彼が消えるのを見送っていた。

「今のは……わざとだよね……」

　代わりにレティシアが床に屈かがみ、銀食器を拾いながら呟く。

「あの子、キリアンにあれ以上ひどいことを言ってほしくなかったんだ。キリアンのこともレオンのことも、両方大好きだから」

「…………」

「貴方を嫌いになりたくないから、銀食器をわざと落として黙らせたんだよ」

　わざわざ言葉にしなくても、恐おそらくキリアンも察さつしているだろう。そう思っても、言わずにはいられなかった。それは、レティシアも同じ気持ちだったからだ。キリアンが天邪鬼な皮ひ肉にく屋やだということは知っているし、口にした言葉が全て本心とは思わない。でも、だからといって聞き流してしまうにはあまりに辛い悪あく態たいだった。

「……キリアン、貴方も悲しい思いをしたばかりだ。八つ当たりしたくなる気持ちはわかるけど、ジュールのことは叱しからないであげて。彼、本当にレオンを心配していて……」

「悲しい思い？　何の話だ？」

「え？　だって……」

　真顔で問い返され、銀食器を戻したレティシアは困惑する。どうやら本気でわからないらしく、キリアンの黒い瞳は訝いぶかしげに細められていた。

「あの、それは……クラリッサが……」

「おまえ、まさか婚約破棄のことを言っているんじゃないだろうな。この俺が、許嫁から振られて落ち込んでいると本気で思っているのか？」

「や、えっと……」

「呆れた女だ」

　愛想が尽つきた、とでも言うように特大の溜め息が返される。強がりでも何でもなく、キリアンはまったく気に病んでいないらしい。彼は面倒そうに口を開き、冷ややかにこちらを見ながら話し始めた。

「俺の妃は、将来国こく母ぼとなる女だ。恋愛感情で選べるわけがない。それは、クラリッサも承しよう知ちしていたことだ。従って、俺も彼女も互いのことは何とも思っていない」

「そんな……それはそうかもしれないけど……」

「クラリッサは、俺と同じ話をおまえにしていたはずだ。違うか？」

「…………」

「まぁ、彼女の決断には正直驚いた。グレウス公爵としては、俺を亡なき者にした後でユーシスへ嫁とつがせる腹づもりだったんだろうがな。内心、慌てているに違いない」

　想像したらおかしくなったのか、キリアンは喉のどの奥でくっくと笑った。滅めつ多たに聞かない、素直な笑い声だ。レティシアはようやく肩から力を抜き、複雑な思いを抱いてその横顔を見つめた。

　魔導士の急きゆう襲しゆうによりつけられた左ひだり頰ほおの傷は、もうずいぶん薄くなっている。あれから一週間近くたつのだと、嚙かみ締しめるように心の中で呟いた。その間、レオンの帰りを待ちながら自分は何をしただろう。改めて振り返り、レティシアは自己嫌悪に陥おちいる。

（ノクスの『呪』も、まだ解とけないままだし）

　キリアンならと一度頼んでみたのだが、『呪』をかけるのは簡単でも解除するのは非常に難しいと素そっ気けなく言われてしまった。一番簡単なのは『呪』をかけた魔導士を殺すことなのだが、相手の正体どころか居場所さえわからない。

（せめて、私自身の力がちゃんと見極められればいいんだけど）

　イヴァによると、レティシアの耳を飾かざる両親の血──真しん紅くの耳飾りが封ふう印いんの役目をしていて、『白』の魔族としての力を制限しているらしい。それは、普通の娘として成長してほしいという両親の願いからだと思うと、無理に外そうとするのも憚はばかられた。

「おい、どうした？　いきなり黙り込むな」

「あ、ううん……何でもない」

「おかしな奴やつだ。俺が婚約破棄したのが、そんなに気になるのか？　心配しなくても、クラリッサはおまえに会いに七星城へまた来ると言っていた。それでいいだろう。どういうわけか、彼女はおまえを気に入っているからな」

「私もクラリッサは好きだよ。同年代の女の子と話すなんて、初めてだもの」

「…………」

「どうかした？」

　また変なことでも言ってしまったんだろうか、と鼻はな白じらんだような顔を見つめ返す。物心ついた頃から組織で暗あん殺さつに関する訓練を受けていたので、レティシアには親しい友人が一人もいなかった。そういう意味では自分は『普通の娘』とは言えず、不ふ可か抗こう力りよくではあるが両親の望みを叶えていないことになる。

「おまえと話していると、いつも調子が狂くるう」

　憮ぶ然ぜんとして、キリアンが嘆たん息そくした。

「だが、気にするな。同年代の友人がいないのは、俺も同じだ。友人どころか、実の親でさえ忌み子の俺を疎うとんじた。レオンという家族がいるだけ、おまえの方がマシだ」

「そんな……」

「俺がもし王位を継ぎ、国を束たばねる立場になっても、誰も俺のために命を投げ出したりはしないだろう。その点、ユーシスなら問題ない。あいつは、昔から宮きゆう廷ていで誰よりも愛されていた。美姫と謳うたわれた母上譲りの美貌、王族の証あかしたる金の髪。人ひと懐なつこく天てん真しん爛らん漫まんで、どこへ行っても人気者だ。皆が、俺ではなくユーシスの即位を願っている」

「キリアン……」

　珍しく弱よわ音ねめいた言葉を吐はく彼に、レティシアはどう答えたらいいのか狼狽する。しかし、一方でキリアンの語るユーシス像には大きな違い和わ感かんを拭ぬぐえなかった。

　確かに、ユーシスは宮中の人気者だ。貴族の姫君はこぞって彼に熱を上げている風だったし、人前での完かん璧ぺきなエスコートぶりは皆の溜め息を誘うほど優ゆう美びだった。

　だが、内に秘めたキリアンへの鬱うつ屈くつした劣れつ等とう感かんは明らかに彼の心を蝕むしばんでいる。レティシアと二人きりになるとユーシスはたちまち笑みを消し、始し終じゆう何かに苛いら立だっているような態度を取った。見せかけの自信は崩くずれ、猜さい疑ぎ心しんが強くなり、天真爛漫とはお世せ辞じにも言えなくなる。実の兄の暗殺計画に加か担たんしている罪ざい悪あく感かんと、己おのれを正当化しようとする心とで、常に不安定な精神状態でいるせいだ。

「レティシア、おまえはどう思う？」

　うっかり思案に耽ふけっていたら、ぶっきら棒に話を振られた。慌てて目線を上げた先でまともに視線が合い、ひどく気まずくなる。思いの外ほかキリアンの顔は近くにあり、こちらの心の内を見み透すかそうとでもするようにジッと眼差しを注いでいた。

「あの、どう思うって……ユーシスのこと？　彼が、次期国王に相応ふさわしいかどうか？」

「そうだ」

「私は、キリアンが国王になるべきだと思う」

「…………」

　その点だけは、彼の側にいると決意した瞬しゆん間かんから欠片かけらも揺らいではいない。だから、レティシアははっきりと彼の瞳を見み据すえて言い切った。

「キリアンはずっと七星城で隔かく離りされて育ったんだし、宮中に人脈がないのは仕方がないよ。そのために、即位の前に城へ戻って帝王学を学ぶんでしょう？　それに、ユーシスの誕生を祝う舞ぶ踏とう会かいでキリアンの人気が上がったって、クラリッサが言っていたんだ。皆、噂うわさを鵜吞みにして黒の王子を敬遠していただけで、成長したキリアンを知らないからだって」

「ふん。いくら浮かれた貴族の娘どもに騒がれても、治ち世せいには役立たない」

「私が言いたいのは、そんなことじゃないよ。つまり、生身のキリアンを知る機会さえあれば、これから先の宮中でいくらでも味方を作れるってこと。現に……」

「現に？」

　言っていいものかどうか迷いつつ、思い切って口を開く。

「この前、私にはひどいことを言ったくせに、ちゃんとクラリッサを呼んでくれた。お陰で、レオンのことを彼女に頼めたよ。……ありがとう」

「ふん」

「だからね、今はユーシスの方が人気かもしれないけど、未来は誰にもわからないでしょう？　ただ……」

「……何だ？」

　語ご尾びを濁にごして言い澱よどむレティシアに、焦じれたようにキリアンが命令する。

「言いたことがあるなら、言え。気になるだろう」

「うん……あの……」

「…………」

「もうちょっとだけ、捻ひねくれた物言いを抑えれば……」

　思い切って口にしながら、途中でやはり唇が止まった。

　言って直るようなら苦労はしないし、まして元暗殺者の使用人に言われて彼が素直に聞くはずがないからだ。そもそも、キリアンと知り合ってこの方、その言動に『素直』さなど一度として感じた試しはなかった。

「──おまえ、本気で言っているのか」

　案じた通り、キリアンの口調は冷ややかだった。無駄に神経を逆さか撫なでしてしまったと、後こう悔かいでいっぱいになりながらレティシアは頷く。すると彼は大おお仰ぎように肩をすくめ、互いの鼻先がくっつきそうなほど更さらに顔を近づけてきた。

「へぇ。陰であれこれ中ちゆう傷しようはされたが、真正面からそんなふざけたことを言ってきたのはおまえが初めてだ。それで？　おまえの忠ちゆう告こくを聞くと何かいいことでもあるのか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　息がかかるほどの距きよ離りに戸惑い、レティシアの声が無意識に上ずる。

　これまでも、何度かこうして唇の触れるぎりぎりまで接近したことはあった。けれど、いずれもキリアンの気まぐれでいいように狼狽うろたえさせられただけだ。思い返すと顔から火が出るほど恥はずかしいし、もう騙だまされるものかと思う。

　けれど……。

「す、少し離れて。近すぎる」

「ふん？」

「こんな至し近きん距離じゃ話しずらい。キリアン、頼むから離れ……」

「愚おろかだな、レティシア」

　笑みを含ふくんだ意地悪い呟きの後、素早くキリアンの右手が腰に回された。そのまま軽く引き寄せられ、あっと思う間もなく顔が彼の胸に押し付けられる。

「キリアン……何……」

「おまえは、自分の発言をちっともわかっていない」

「え？」

「そっちが言ったんだろう、〝捻くれた物言い〟だと。成る程、その通りだ。だから、おまえが〝離れて〟と言えば俺は逆のことをする。自じ明めいの理りだ」

「そんなムチャクチャな……」

　なんて屁へ理り屈くつだと文もん句くを言いたいが、話すことさえ儘ままならなかった。抱き締める力はますます強く、少し黙ればキリアンの鼓こ動どうが聞こえてきそうだ。意外に逞たくましい胸の感かん触しよくに、レティシアは顔だけでなく全身が熱くなるのを止められなかった。

「……俺は、俺だ」

　ポツリと囁ささやくような声が、頭上から落ちてきた。

　羞しゆう恥ちに捕とらわれていたレティシアは、場違いなほど静かな言葉にふと耳を傾かたむける。

「どんな言葉を操あやつろうが、どんな色の髪や瞳に生まれつこうが関係ない。俺は俺でしかないし、『呪』をかけられた忌み子であっても決して己を見失ったりはしない」

「『呪』をかけられた……？　キリアン、それはどういうこと？」

「おまえが、真しんの『白』の姫君なら」

「…………」

「いずれは、誰より先にきっとわかる。今の俺が言った言葉の意味を」

　謎なぞに満ちた呟きを漏もらし、キリアンが改めて腕に力を込めてきた。それはひっそりと、まるで祈るような優しい抱ほう擁ようで、レティシアは思わず目を閉じる。ただの自惚うぬぼれかもしれないが、もし自分がいることで僅わずかな慰なぐさめになっているのなら、いつまでだって彼の腕に抱かれていたかった。

「……レティシア」

　無む造ぞう作さにまとめた金の長い髪に指を絡からませ、キリアンが名前を呼ぶ。孤こ児じのレティシアにとって名前は便べん宜ぎ上じようのものでしかなかったのに、彼の声で発音されると何か特別な宝物のような錯さつ覚かくを覚えた。

「レティシア、来きたるべき日のために早く目覚めろ」

「え……？」

　意味がわからず、そっと顔を上げて問い返す。

　漆しつ黒こくの瞳に浮かぶのは、答えではなく更なる秘密の色だった。

「おまえは、『白』の最後の姫君。イヴァが仕つかえる唯ただ一人の主あるじ──そうだろう？」

　キリアンは薄く微笑み、皮肉とも本音ともつかぬ口調で言う。

「ならば、一日も早く本当の自分自身に戻れ。おまえの力が目覚めれば、ノクスの『呪』など容易に解ける。おまえは暗あん殺さつ姫ひめではなくなり、俺は……」

「キリアン……？」

「……何でもない。どうせ、時間の問題だ。このところ平和な日が続いたからな。そろそろ、新たな刺し客かくがきてもいい頃だろう。何しろ、俺の二は十た歳ちの誕生日はもう数か月後だ。宮中に俺が戻れば、さすがに敵も派手には暴あばれられまい」

「私が暗殺姫でなくなったら、どうなるの？　私は貴方の剣となり盾となって、一緒に城へ上がってもいいんだよね？　〝俺を守れ〟と、そう言ったよね？」

　離れたくない一心で、レティシアは熱心に言い募った。けれど、キリアンは曖あい昧まいな笑みで明言を避さけ、そのまま抱ほう擁ようを解いてしまう。ひどく心細い気持ちになったが、自分から彼に抱きつく勇気はさすがに持てなかった。

「ジュールの様子を見てくる」

　かろうじてそれだけ言うと、まるで何もなかったような顔で「ああ」と言われる。

　戻らないレオンの消しよう息そく、クラリッサの婚約破棄、解除できないノクスの『呪』。

　次から次へと気にかかることばかりが増え、レティシアは暗あん澹たんたる思いで息をつく。

　けれど、そんな中でも自分の心の在あり処かだけははっきりしていた。キリアンの側にいたい、ただそれだけだ。自分が何者でも、彼に『呪』がかけられていたとしても、そんなことは障しよう害がいにはならない。この気持ちだけが、レティシアにとって守るべきものだった。

　キリアンを残して食堂を後にし、ようやく弾む鼓動を意識する。

　この想いは、どこへ行きつくのだろう。

　想像もできない未来を前に、一歩を踏ふみ出すのが少しだけ怖かった。
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「第一王子の廃はい嫡ちやく？　ユーシス様、それは少々難しい問題ですな」

　秘密の相談事をするには最適の、広大な屋敷の最奥に位置する陰いん気きな小部屋。元は書庫だったそうで、エミール国の四大貴族の一つ、バルディ家が誇る古今東西のあらゆる書籍が収められていたが、蔵書があまりに膨ぼう大だいになったため他の部屋へ移された。以来、これといった使い道もなく、また古書の保存を意識して陽ひ当たりも悪いため、長く打ち捨てられていた空間だ。

　よもや、その場所で第一王子暗殺の計画を練ねることになるとは、と現当主のグレウス公爵は冗談めかして笑うが、訪れたユーシスはとてもそんな気分にはなれなかった。

「何な故ぜ、難しいのです。むしろ、私はもっと早くこの提案をすべきだったと思っているのです、グレウス公爵。兄上が黒の王子であるという事実は、立派に廃嫡を迫せまる理由になるではありませんか。誰が見ても、彼は正せい統とうな王家の一員ではない」

「髪と目の色……ですかな」

「それもありますが、一番問題なのは兄上の持つ魔力です」

「…………」

　昼下がりだというのに、部屋は薄暗い。だが、紙が湿し気けないように換かん気きは充分になされていた。それでも、ユーシスは妙みような息苦しさを感じる。ほとんど空とはいえ壁は作り付けの本棚で占められていて圧あつ迫ぱく感かんがあるし、心を癒す風景画の一枚も飾られていないのだ。おまけに、秘密の会談に同席しているのが黒のずるりとしたマントに身を包んだ東の魔導士とくれば、気分が良くないのは当然だった。

「我が国の歴史上、ごく稀まれに魔族でもないのに魔力を備えた者はいたようです。でも、兄上ほど強大な力ではなかった。彼は雷を操り、攻こう撃げきと破は壊かいのみに威い力りよくを発する『黒』に属ぞくする魔力の持ち主です。何ともおぞましいではありませんか。グレウス公爵、貴方には以前からお訊きしたかった。そんな男の元へ、クラリッサ嬢を嫁とつがせて良いのですか」

「よくはありませんな、もちろん」

　畳たたみ掛けるような勢いで詰め寄ると、再びグレウスは苦笑いをする。目深なフードで隠れていて表情は見えないが、隣の魔導士も笑ったようだ。何だかバカにされた気がして、ユーシスはますます憤ふん慨がいした。

「しかし、ユーシス殿下。どうか、落ち着いて聞いてください。私は娘をキリアン様に嫁がせる気はありません。そうでなくて、どうして暗殺計画などたてますか」

「だったら、何故初めから婚約などさせたのです。兄上とクラリッサ嬢は二歳違い、彼女が生まれた時、すでに兄上は忌み子として城中で噂になっていました」

「…………」

「父上も、兄上のことは疎んじておいでです。母上の手前、あからさまにしないだけで、本当は次期国王に相応しくないとお考えなのではないかと思います。私も今までは表だって兄上の王位継承権に異いを唱となえるのは、国の乱れの元だと控ひかえてきましたが……」

　でも、と更に語気を強めてユーシスは続ける。

「兄上の暗殺は、ことごとく失敗に終わっている。しかも、最近はあのおかしな娘が周りをウロチョロして何かにつけて邪じや魔まをします。あの娘、兄上にいいように使われているのが気の毒で城へ召し抱えてやったのに、まさか私の恩おん情じようを仇あだで返すとは」

「ああ、レティシアとかいう小娘ですな。元はキリアン様を暗殺する役目だったはず。やはり、女はダメですな。いくら黒の王子と忌み嫌われていようと、外見だけなら若い娘にとってキリアン様は非常に魅み力りよく的てきでしょうからな」

「…………」

「おや、これは失言でした。お許しください、ユーシス殿下」

　グレウスは恭うやうやしく頭を下げるが、わざと口を滑すべらせたのは明めい白はくだ。ユーシスはなかなか成功しないキリアン暗殺計画に見切りをつけ、第一王位継承権のはく奪を国王に求めてはどうかと訴うつたえにきたのだが、どうもグレウスにその気はないらしい。

　確かに、彼が気乗りしないのも理解はできた。先ほどユーシス自身が口にしていたが、第二王位継承者の自分が兄の廃嫡を願い出るということは、見方を変えれば謀む反ほんとも取られかねない。まして、いくら大貴族とはいえ後ろ盾にバルディ公爵家がいるとなると、敵対する貴族たちの反発も大いに招く結果となる。

　そうなれば、宮中はキリアン派とユーシス派に分かれて一いつ触しよく即そく発はつ状態になるのは目に見えていた。キリアンは黒の王子と呼ばれ、忌み子として扱あつかわれてはいるが、問題は彼自身ではないのだ。王位継承権をもって生まれたというだけで、否いや応おうなく様々な思おも惑わくや政治の歯車に巻き込まれていく。だからこそ、七星城へ追い払われながら今日まで彼は第一王位継承者として生きてこられたのだ。

「ご理解いただけたのなら、私から申し上げることは何もございません」

　私も早そう計けいだったかもしれない、とユーシスが嘆息するのを聞き、虫も殺さぬ微笑でグレウスは厳おごそかにそう言った。内心諦あきらめきれなかったが、今は引き下がるしかなさそうだ。そんな気持ちまで見抜いたかのように、彼は続けてこう言った。

「無む論ろん、現国王がキリアン様を廃嫡されるというのであれば、誰も逆らえはしません。しかし、それはあくまで国王が自発的に決断されること。万が一にもユーシス殿下や私の存在が囁ささやかれるようであれば面倒な事じ態たいを引き起こします。そうだろう、月ユエ？」

「グレウス公爵の仰おつしやる通り。無用な争いの種は、撒まかずにおくがよろしいでしょう」

「…………」

　沈ちん黙もくを守っていた魔導士〝月〟が、抑よく揚ようのない低い声こわ音ねでゆっくりと同意する。ユーシスは背筋がぞくりと寒くなり、彼の言葉の裏側で進行中の企みがあることを察した。

「一体……何をお考えなのですか、グレウス公爵」

「これはまた、心外なことを。私は昔も今も、ただユーシス殿下を王位に就つけることのみを願っておりますのに。そのために、こうして名のある魔導士を東の国から呼び寄せたのです。この忠ちゆう義ぎの心を、よもやお疑いではありますまいな？」

「あ、貴方の忠ちゆう誠せい心しんはよくわかっている。有あり難がたいとも思っているよ。報むくわれぬ野心を抱いた私が曲がりなりにも希望を持つことができたのは、貴方がずっと力になると励はげまし続けてくれたお陰だ。そうでなければ、私は兄上の影を意識しながら鬱うつ屈くつした日々を送っていたことだろう。だが……」

「身に余るお言葉、光栄に存じます」

　半なかば強引にユーシスの言葉を遮さえぎり、グレウスは再び微笑んだ。暗に「それ以上は詮索をするな」と釘くぎを刺さされたようで、ユーシスは続く言葉を無理やり吞み込む。もはや暗殺計画の主導権はすっかり彼の手に渡り、自分は単なる傀かい儡らいに過ぎないのではないかという疑念がちらりと脳のう裏りを掠かすめた。

　しかし、だからと言ってもう後戻りはできない。

　血を分けた兄を亡き者にすると決心した時、絶対に後悔はしないと誓ちかったのだ。

　兄が忌み子として生まれたせいで、母であるジゼル王妃は悲しみと憂うれいの淵ふちで日々を過ごしている。一時は国王から不ふ貞ていを疑われ、魔力を持った王子を産んだと周囲から白い目で見られ、それでも手離した我が子──キリアンを案じて止やまないのも知っていた。

（私や国王の手前、兄上に母親らしい愛情を示されることは滅多にない。でも、母上が一番に気にかけているのは兄上だ。常に側で支えてきた私ではなく、遠く七星城で暮らす黒の王子なのだ。私は、それが許せない。私の家族、私の大切な母上を不幸にしたくせに、ただ長男だというだけで王位を継ぐと言うのか。そんなこと……させるものか）

　少しでも迷いが生じるたびに、くり返し自分へそう言い聞かせてきた。兄弟として愛いとおしむべき思い出もないし、先日は成長してからは初めてと言ってもいい長い時間を七星城で彼との会話に費ついやしたが、憤いきどおりを覚えるばかりで何も得られはしなかった。

　だから、自分は兄が嫌いなのだ。憎んでいる。あんな男より、自分の方が数十倍は王位に相応しい。彼がエミール国の頂点に立てば、きっと国は衰すい退たいしていくだろう。

（殺してしまった方が、皆のためなんだ。兄上は、生まれてきてはいけなかったんだ）

　一体、いつからこんな風に運命はねじ曲がってしまったのだろう。

　ユーシスは、ふと憎むことに疲れ始めている自分に気がついた。

（そういえば、あの少女は奇き妙みようなことを言っていたな。私と兄上を歪ゆがんだ方向へ進むように仕向けたのは誰なのか、とか何とか……）

　急に気持ちが脆もろくなったのは、レティシアの言葉が耳の奥に残っているせいだろうか。七星城から強引に王宮へ連れていき、どんなに綺麗なドレスを着せて贅ぜい沢たくをさせても彼女は少しも喜ばなかった。

『誰にも心を許さず、世の全てを憎み、嫌悪する──それは、貴方自身のことを言っているのではないの？　キリアンも貴方も本当はそんなんじゃない。歪んだ方向へ進むよう二人を仕向けたのは、一体誰なの？』

　バカな、と思う。

　あんなつまらない暗殺者崩れに、王家に生まれた悲ひ哀あいの何がわかると言うのか。おまけに、誰かに操られているかのような発言は非常に不ふ愉ゆ快かいだ。

「おや、ユーシス殿下。難しい顔をされてどうなさいましたか？　ご気分でも？」

「え……ああ、いえ……何でもありません。では、私はそろそろ失礼します」

「そのようにお急ぎにならずとも、サロンでお茶はいかがです。今日はクラリッサもおりますし、よろしければお相手をさせましょう。畏おそれ多いことですが、我が娘とユーシス殿下は幼おさな馴な染じみの間柄。私のような年寄りより、お話も弾はずみましょう」

「いえ、せっかくですが……」

「どうも、最近になってクラリッサがとんでもないことを言い出しましてな。男親だけで甘やかしたせいか、ずいぶんと生意気になって困っておるのですよ。ぜひ、ユーシス殿下から厳しく言ってやってはくださいませんか」

「とんでもないこと？」

　クラリッサの物もの怖おじしない性格をよく知っているユーシスは、さして驚きもしないで問い返した。彼女は非の打ちどころのない姫君だが、箱入り育ちの割には好き嫌いがはっきりしていて己の意見もしっかりと主張する。従順で控えめを美び徳とくとする貴族の令嬢たちの中では、とりわけ珍しい部類の少女だ。

「実は……キリアン様との婚約を解消したいと」

「え……」

　一瞬、耳を疑った。

　グレウスの言葉はあまりに予想外だったので、聞き間違いかと思ったのだ。

「婚約解消？　それは本当ですか、グレウス公爵？　でも……」

「確かに、キリアン様のお命はそう長くはありません。そのために、我々はこうして人目を忍しのんで集まっているのですからな」

　皮肉めいた口調で、グレウスは嘆なげかわしいと言わんばかりに首を振る。

「しかし、それとこれとは話が別です。王家との婚約を花嫁側から破棄するなど、あってはならない大事件だ。こんなことが世間に知られたら、クラリッサの評判に傷がつきます。まったく、何を血迷ったのだか……。キリアン様亡き後は然しかるべき名門へ嫁がせようと心づもりをしていた、父である私の愛情に泥どろを塗ぬりおって」

「彼女は、どうして急にそんなことを……」

「わかりません。まったくの謎です。だが、私の目の黒いうちは、断固としてそんな我わが儘ままを許しはしません。ユーシス殿下、どうぞ貴方の口からも一言意見してやってください」

「…………」

　はたして、これは何の予よ兆ちようだろう。今までとは、明らかに違う風が吹き始めている。

　ユーシスはやや緊きん張ちようした面おも持もちで頷き、それでは、とグレウスと月に背を向けた。キリアンの命は奪うばわずに、代わりに王位継承権をはく奪しようという意見は通らなかったが、このタイミングでクラリッサが婚約破棄を言い出したことには何か意味があるように思えてならない。

（あの少女……なのか？　ここでも、やはりあの少女が……？）

　まさか、とすぐに打ち消した。確かに、宮中でもクラリッサはレティシアと親しくしていたようだ。以前は「少女の暗殺者なんて！」と嫌悪も露わにしていたのに、いつしか二人は友人と呼んでも差し支えない仲になっている。そうして、比例するようにクラリッサの選ぶドレスや宝石にも徐じよ々じよに変化が現れていたことをユーシスは知っていた。

（少し前までは、私たち男性の目を惹くようなドレスを好んで着ていた。甘い色味、流行の帽子。宝石はできるだけ大きく、腰はできるだけ細く。十歩も続けて歩けないような繻しゆ子すの靴くつに、籠かごには愛玩犬をいれて侍じ女じよに持たせて）

　ところが、レティシアを連れ回した先で出会う彼女は微び妙みように変化していた。より自分に似合う色、可か憐れんだが媚こびのないドレス、小ぶりでも純度の高い宝石を自然に身に纏まとっていたのだ。自意識のヴェールが一枚剝はがれたように、ユーシスの目には眩まぶしく映った。

（その先に、婚約破棄という決断があるのなら……きっと気まぐれではないだろう）

　長い廊ろう下かを渡り、吹き抜けの大広間へと出る。バルディ家の財を象しよう徴ちようする、至いたるところに金きん箔ぱくの装そう飾しよくが目立つ華か美びな空間だ。今、ここにクラリッサを立たせても負けはしないだろうが、あまり似合っているとは言えない気がした。

「ユーシス様、こちらへ。お茶の支し度たくをしてございます」

　侍女がすぐにやってきて、サロンへと案内をする。クラリッサは、と尋ねると、ユーシス様がお越しと聞いて、もうお待ちでいらっしゃいますと言われた。

「珍しいこともあるものだ。いつも、屋敷で顔を合わせても私には冷たいのに」

「大事なお話があると、仰っておいででした」

「大事な話……」

　よもや、婚約破棄についての相談だろうか。だとすれば少々厄介だな、と憂ゆう鬱うつになりかけていた時、ようやくサロンへ到着した。

「ごきげんよう、ユーシス様。お父様とのお話は済みまして？」

　胸元のすぐ下で細いリボンを結び、そこから幾いく重えにも薄い生地が花か弁べんのように重なって優美に揺れている。クラリッサは、シンプルだが手の込んだティータイム用のドレスを着てにっこりと微笑んだ。こんな風に愛想の良い彼女も久しぶりだ。

「ごきげんよう、クラリッサ殿」

「どうぞ、お座りになって。美お味いしいビスケットがありますの。焼きたてよ」

「ええ、いい匂いがします」

　当たり障さわりのない会話をしながら、白で統一された部屋へ足を踏み入れる。先せん刻こくの煌きらびやかな広間より、こちらの方が心が落ち着いた。ユーシスは勧められた席へ腰を下ろし、大きな窓の向こうに広がる見事な庭園へ目を留とめる。

「あれは……百合の花か壇だんですね」

「まだ葉だけなのに、おわかりになったの？　ええ、わたくしのお気に入りですの。この冬を越えれば、来年にはむせ返るほど百合の香りでいっぱいになってよ。七星城の薔ば薇ら園えんには及ばないけれど、いずれバルディ家の百合も評判を取ってみせるわ」

「貴女は次期王妃となられる方だ。王家縁の百合が、誰よりも似合うことでしょう」

「…………」

　試しにわざと話題を振ってみたが、クラリッサは微笑むだけで答えなかった。つまり、彼女の「大事な話」とは婚約についてではないのだ。

　一体なんだろう、と訝いぶかしんでいると、侍女がワゴンを押して入ってきた。バルディ家の家紋が描かれた茶ちや器き一式と、蜂はち蜜みつを添そえられた熱そうなビスケット。きゅうりを挟んだサンドイッチなどなどが、秘密の会談で緊張していた胃袋を優しく刺し激げきする。

「まぁ、本当に美味しそうだわ。今度、七星城へも持っていこうかしら」

「相変わらず、マメにお通いになっていらっしゃるんですね」

「ええ。お友達がいるの」

　澄すまし顔でそう言うと、クラリッサは正面の席に座った。そうして、侍女がお茶を注いで下がるのを待ち、おもむろに表情を引き締める。

「わたくしが、大事なお話があると言ったのを侍女から聞きまして？」

「はい。珍しいこともあるな、と驚きました。ですが、クラリッサ殿から頼りにされるのは光栄です。私にできることでしたら、何でも……」

「良かったわ、そう言っていただけて」

　ユーシスに皆まで言わせず、クラリッサは再び笑った。

「では、単たん刀とう直ちよく入にゆうに伺います。レオンという暗殺者を、どこへお連れになったの？」
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　エミール国の首都ガディエラ。海と山に囲まれ、貿ぼう易えきの盛んなエミール国の象しよう徴ちようとも言うべき陽よう気きさと華はなやかさを兼ね備えたこの街は、風ふう光こう明めい媚びな環境ともあいまって住民たちに笑顔と希望を約束してくれていた。

　だが、光が強ければ強いほど影かげが濃こくなる、という喩たとえもある。

　賑にぎやかな表の顔とは打って変わり、裏側では怪あやしげな人種が入り乱れ、秘ひ密みつ裡りに行われる呪じゆ術じゆつの取り引きや胡う散さん臭くさい品々の売買、あるいは暗あん殺さつの請うけ負おいなどといった商売が盛んに行われているのもまた事実だった。

　今、レオンは懐なつかしい下町の一角、かつて兄きよう妹だいと偽いつわってレティシアと住んでいた場末の宿屋へ足を向けている。暗殺組織から独ひとり立ちを認められた後、レティシアが一通りの訓練を終える十六歳を機に借りた部屋だ。実際、暮らしたのはさほど長い期間ではなかったが、狭せまいながらも全てが物珍しく、毎日が新しん鮮せんな感動で満ちていた。

「思えば、あの頃が一番幸せだったかもなぁ」

　市のたつ大通りから一本路地を入り、たちまち陽ひ当あたりの悪くなった空間でレオンは苦笑する。ゴミの臭においや野の良ら猫ねこの喧けん嘩か、空を覆おおうほどの洗せん濯たく物ものの山、それらを懐かしく思い返す日がくるなんて、当時は夢にも思っていなかった。

　──そう、全ては黒の王子、キリアンの暗殺命令が下った瞬しゆん間かんに変わったのだ。

「……ったく、あの跳はねっ返り。人の仕事を横からかっさらいやがって」

　そんな風に毒どくづく一方で、レティシアの暴走には自分にも一いち因いんがあったと嘆たん息そくする。まだ多少危なっかしいところはあるが、暗殺者としてレティシアは充分な才能を持っていた。それなのに、彼女に人を殺させなかったのはレオンの独断だ。その分も余計にレオンは働き、結果的に組織内でも腕うで利ききとして名を馳はせることになった。

「まさか、そのまんま七しち星せい城じように居ついちまうとはなぁ。女ってのは思い切りがいいね」

　レティシア本人よりも先に、レオンは彼女の気持ちに気づいていた。己おのれの命を賭として守ろうなんて、誰にでも持てる感情ではない。レティシアは初め、何も知らずに命を奪おうとした罪つみ滅ほろぼしと、不ふ遇ぐうだったキリアンへの同情だと思い込んでいたようだが、同情で他人のために死ねる奴やつはまずいないだろう。

『この子に、幸せを与えてあげて』

　ふと、忘れていた声が耳の奥で蘇よみがえった。まだ幼おさなかった自分が、初めて人を殺あやめよと命令されて出向いた相手。その腕に抱かれていた赤子の笑顔。

「八歳のガキに、無む体たいなこと言いやがって」

　思えば、ずいぶん無む茶ちやな仕事だった。しかし、あれは組織の洗せん礼れいというやつだったのかもしれない。孤こ児じとなって下町をうろついていたレオンは、かびていないパン一個と引き換えに「森で出会った女を殺せ」と見知らぬ男から耳打ちをされた。後で知ったがそいつは暗殺組織の人間で、飢うえたレオンの目が気に入ったと言っていた。

「……と、回想もほどほどにしとかねぇと」

　指示された場所は、いくつも路地を曲がった突き当たりにある広場だった。

　もっとも広場というのは名ばかりで、石いし畳だたみの上に野の良ら猫ねこのたまり場となっている小さな水飲み場があるだけだ。周囲を囲む古い建物は陰いん気き臭く、どんな連中が住んでいるのか皆かい目もく見当がつかない。要するに、それだけ人の気配がない場所というわけだ。

「〝月ユエ〟の野郎、何でまたこんなところへ呼びだしたんだか……」

　普段はバルディ家の元書庫からほとんど外へ出ないくせに、どういう風の吹き回しだろう。現在レオンが身を隠しているのは勝手知ったる暗殺組織の所有する屋敷だが、一時間ほど前に魔導士〝月〟の使い魔から伝言がきたのだ。彼の使い魔は赤い目をした不気味なカラスで、その鋭えい利りな嘴くちばしから〝月〟の声が発せられた時はさすがに驚きよう嘆たんした。

「さて……と」

　水飲み場の前まで来て、レオンはゆっくり足を止めた。

　蛇じや口ぐちから漏もれ滴したたる水滴を、足元で一匹の三毛猫が熱心に舐なめている。

「お、おまえの毛並、なかなかだな」

　気さくに声をかけてしゃがみ込むと、小さな頭を撫なでようと右手を伸ばし──そのまま素通りしてブーツに触ふれた。

　刹せつ那な。

「ギャッ！」

　苦く悶もんの叫び声が、建物の陰かげから響ひびく。次いで、ドサリと人の倒れる音がした。だが、すでにレオンの右手は二本目のナイフを飛ばしている。煌きらめく刃先が別の人物の右足に突き刺さり、その手に構えていた短たん弓きゆうから弾はずみで弓が放たれた。

「──ッ！」

　寸すんでのところで矢をかわし、石畳に左手を突いてくるりと一回転する。着地と同時に構え直した時には、腰の鞘さやから短剣を抜いていた。

「ふざけんな、〝月〟。何の真ま似ねだ」

　続く攻こう撃げきを警けい戒かいしながら、注意深く口を開く。まだ夕刻には間があるというのに、俄にわかに空が暗くなった。視界を徐じよ々じよに薄うす闇やみが染め、レオンは眉まゆを軽くひそめる。曇くもり空は周囲の音を通常より響かせるが、生あい憎にくと溜ため息一つ聞こえてはこなかった。

　くそ、と思わず胸で毒づく。

　広場で待ち伏ぶせしていた不ふ穏おんな気配は、少なくとも四、五人はいたはずだ。それが、どういうわけか綺き麗れいに失せている。倒したのは二人なのに、残りはどこへ消えたのか。

「〝月〟！　出てこい！　出てきて、俺に釈しやく明めいしろ！」

　返事がないのを承しよう知ちで、尚も呼びかける。苛いら立だちが声に交まじり、落ち着け、と自身へ言い聞かせた。こんな騙だまし討うちのような真似をされたのには、必ず理由がある。組織へ戻ったレオンの真しん意いを、今一度確かめようという魂こん胆たんかもしれない。

「〝月〟！」

「そう怒ど鳴ならずとも聞こえております、レオン殿」

「…………」

「なかなかに見事な動きでした。〝何としても連れ戻せ〟と、組織から厳げん命めいされただけのことはあります。しかし、武器が投げナイフと短剣だけでは些いささか不安ですな」

　ゆらり、と目の前で闇やみが揺らぎ、やがて背の高い人物のシルエットを作る。剣けん吞のんな瞳ひとみで眺ながめていたら、影は数秒とたたずに黒のマントを纏まとった男となった。

「無礼な振る舞い、どうぞお許しください。貴方あなたを襲おそったのは私の影です。何しろ、貴方がどれほどの腕前なのか私には計はかりかねましたので」

「自分の目で確かめたかった、ってところか」

「はい。我々の敵は、人間でありながら魔力を駆く使しする黒の王子です。並なみ大たい抵ていの腕では、返り討うちに遭あうのが関の山。現に、今も申し上げた通り、このままではいくらレオン殿が暗殺術に長たけていようと仕し留とめるのは難なん儀ぎでしょう」

「……雷いかずちか」

「左さ様よう」

　苦々しい問いかけに、我が意を得たりとばかりに〝月〟が笑う。フードのせいで顔立ちもわからず、年ねん齢れい不ふ詳しようの薄気味悪い男だが、レオンの前では僅わずかに感情を見せる時があった。ただし、もっぱらそれは愉ゆ悦えつを帯おびた笑みで、親しみを持つには到とう底てい至らない。ますます不ふ機き嫌げんになるレオンへ、彼はマントの袖そでから青白い腕をスッと掲かかげた。

「〝我は黒。我は雷の主あるじ〟」

「え……おい……」

「〝我はその名と契約する。雷は我が手となりて、仇あだ為なす者を全て──〟」

「ちょ、ちょっと待てッ！　おいっ！」

「〝焼しよう却きやくせよ〟」

　ドンッ！

　凄すさまじい光の矢が、一瞬前までレオンの立っていた場所を直ちよく撃げきする。召しよう喚かんされた雷は石畳を砕くだき、水飲み場まで一直線に亀き裂れつを走らせた。

「あ……ぶねぇ……」

　右手の短剣を捨て、間かん一いつ髪ぱつで避よけられたものの数センチずれていたら即そく死しだった。地面を転がったレオンは冷や汗を拭ぬぐって立ち上がると、怒りを込めて〝月〟を睨にらみつける。覚かく悟ごを促うながすためとはいえ、何もキリアンと同じ『呪じゆ』を使うことはないだろう。

「てめぇ、俺のこと殺す気かよ」

「とんでもありません。ただ、貴方は一度キリアン様と対たい峙じなさっている。その時の感覚を、思い出していただきたかったのです」

「は？　忘れるかよ、あんな強きよう烈れつなの」

「はたして、そうでしょうか。成り行きとは言え、貴方はレティシア嬢のために組織を裏切り、七星城で下げ男なんとして働き始めました。その間に、心に緩ゆるみが生まれなかったとは断言できますまい。キリアン様を始め、七星城で同じ時間を過ごした者たちを全て葬ほうむり去る覚悟がなければ……雷で焼かれるのは貴方なのです、レオン殿」

「…………」

　その瞬間、レオンの脳のう裏りを七星城の面々が掠かすめていった。

　レティシアは言うに及ばず、弟のように可か愛わいがっていたジュール、懐なつき始めたノクス、絶品料理を生み出す二人の料理人、薔ば薇ら園えんの庭にわ師し……他にも、まだ数名いる。皆、癖くせのある城主によく仕つかえ、誇りを抱いて己の仕事に励はげんでいた。だから、あそこの連中に嫌な気分にさせられたことは一度もない。そう──唯ただ一人の例外を除のぞいては。

「雷で攻撃されても大丈夫なように、策さくを講じていれば問題ないだろ」

　天敵である『例外』の憎にくたらしい顔を思い浮かべ、レオンはますます不機嫌になる。しかし、〝月〟にはこちらの機嫌などどうでもいいらしい。ひとまず目的は果たしたと言わんばかりに、パチリと鋭するどく指を鳴らした。

「お……？」

　その音を合図に、曇り空がみるみる晴れていく。気がつけば、倒れていた男たちも跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていた。やれやれと息をつき、レオンは〝月〟へ話しかける。

「あのさ、あんたは何をするんだ？」

「質問の意図がわかりません」

「俺とキリアンを戦わせて、あんたは高みの見物かって訊きいてるんだよ」

「私ですか」

　ふふ、と含み笑いをして、彼は珍しく挑ちよう発はつ的てきな声こわ音ねで言った。

「それならば、レオン殿にも問いたいですね。何故、組織へ戻る気になられたのです？」

「…………」

「レティシア嬢が『白』の魔族として目覚め、魔ま剣けんを振るい結けつ界かいを解といた──貴方が私の迎えに素す直なおに頷うなずいたのは、その光景を見た時です。彼女が本来の力を取り戻したことは、どうやら望む展開ではなかったようですな？」

「……うるせぇよ」

「本当は、知られたくなかったのではありませんか。彼女が『白』の魔族だと。できることなら、普通の娘として生しよう涯がいを終えて欲しかったのでは？　まぁ、暗殺者として育てられた時点で、普通の娘というのも難しいでしょうが」

　黙れ、と怒鳴りつけたい衝しよう動どうを、かろうじてレオンは堪こらえる。何故なら、〝月〟の指し摘てきはほぼ当たっていたからだ。逆ギレすれば肯こう定ていするようなものだし、今更しらばっくれたところで彼には通用しないだろう。

「俺は、レティシアに負おい目めがある」

　仕方なく、レオンは自分の罪を認めた。

　レティシアの元を去ってから、ずっと心の中でくり返していた言葉だった。

「あいつの出しゆつ自じを知っていながら、わざと黙っていた。理由は、あんたの言った通りだ。だが、まだ俺も幼かった。生きていくためには、何でもしなきゃならなかった。一番手っ取り早かったのが暗殺者になることで、レティシアを巻き込んだのは一人でも生きていける強さを身に着けさせたかったからだ」

「ほう。それで、実際の仕事には行かせなかったと？」

「当たり前だ。あいつは『白』の魔族なんだぞ。その手を、人の血で染めさせることはできない。それくらいは、俺にも良心の呵か責しやくがあった」

「…………」

「俺と一緒にいなければ、もっとまともな暮らしを送れたかもしれない。年頃の娘らしく着飾って、気の好いい奴と恋愛していたかもしれない。俺には、あいつに幸せを与えることができなかった。だから、レティシアが本来の力に目覚めた以上、俺は側そばにいるべきじゃないんだ。俺だけじゃない、『黒』の魔力を有するキリアンも同様だ」

　堰せきを切ったように言葉が溢あふれ、もう自分では止められない。

　レティシアが『白』の魔族として目覚めた今、キリアンとは決定的に相あい容いれない立場となった。『白』と『黒』、一緒にいても不幸になるだけならキリアンの存在は排はい除じよしなくてはならない。だが、自分が彼を手にかければ、どのみちレティシアには憎まれるだろう。それならば、あらかじめ離れてしまった方がいい。

「組織に戻れば……〝月〟、あんたのような強力な魔導士の協力を得られる。悔くやしいが、あんたの生み出す結界がないとキリアンの雷は封じられない」

「成なる程ほど。では、私の力を利用するためにお戻りになられたと？」

「キリアンを確実に殺すには、それしかない」

　きっぱりと断言すると、どういうわけか〝月〟はしばし沈ちん黙もくした。表情は相変わらず窺うかがえないが、こちらの真意を見定めようとしているのは何となくわかる。居い心地ごこちの悪さにレオンは耐たえ、彼が再び口を開くのを根気よく待った。

「──わかりました」

　やがて、〝月〟は厳おごそかな口調でそう言った。

「私は、グレウス公こう爵しやくに雇やとわれた一いつ介かいの魔導士に過ぎません。ですが、こう見えてキリアン様とは浅からぬ因いん縁ねんがございます。レオン殿の手を借りて彼の人生に幕を下ろすという大たい役やくは、それこそ願ってもないことです」

「浅からぬ……因縁……？」

「はい」

　どういう意味だろう、と訝いぶかしんだが、詮せん索さくしても再び不ふ審しんの種を植え付けるだけだ。そう思ったレオンは、それ以上踏み込まずにおいた。だが、却かえってその態度が功こうを奏そうしたのか、意外にも〝月〟はさらさらと答えを口にする。

「私なのです、レオン殿」

「え？」

「私が、王子に『呪』をかけたのです。あの方が、王妃様の腹におられる時に」

「なん……だって……」

　予想だにしなかった告白に、それきりレオンは絶ぜつ句くする。

　フードの下で〝月〟が微笑ほほえんだが、そこから感じたのは底冷えのする悪意の塊かたまりだった。
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　私も、自分にできることから始めなくては。

　「早く目覚めろ」というキリアンの謎なぞの言葉や消しよう息そくを絶ったレオンなど、気にかかることが山積みでなかなか手が回らなかったが、ようやくレティシアも自身を見つめ直す心持ちとなった。そうして、真っ先に抱いたのは「変わり始めた運命に、ただ流されるのは嫌だ」という強烈な感情だ。それは一時的にせよ心から一切の憂うれいを押し流し、レティシアに新しい目標を与えてくれた。

　新しい目標。

　すなわち、『白』の魔族についての勉強だ。これまでも、キリアンが暇ひまな時に片手間に教えてもらったりはしてきたが、今回は歴史や種族に関する考こう察さつだけではない。学ぶべきは『白』に属ぞくする魔力の一番大きな特とく徴ちよう──浄じよう化かだ。

「そう、できるだけ実践の勉強がしたいんだ。今の私には、自分に何ができるのかもよくわからないから。一日も早く魔力を使いこなせるようになって、ノクスの『呪』を解いてあげなくちゃ」

「う～ん、確かに姫君の言うことは正しいです。でもねぇ……」

「でも、何？　イヴァ、はっきり言って」

「またまた〝イヴァ〟だなんて、お願いだからやめてくださいよぅ。それは、キリアン様のつけた偽りの名前です。姫君には、私の真ま名なで呼んでいただきたいです！」

「そ、そんなことを言われても……」

　北ほく翼よくの図書室で、レティシアとイヴァは教師と生徒よろしく樫かし材ざいの机を挟んで向き合っている。普段はキリアンが使っている場所だが、最近の彼は読書どころの心しん境きようではないのか図書室へ足を向けることもなくなっていた。

「いいですか、姫君。『白』の魔族について学ぶなら、まずご自身の自覚を促さないと。キリアン様は貴女あなたの権利を奪い、魔剣の私を謀たばかって契約させた不届き者なんですよ？」

「そうかも……しれないけど……」

「だったら、どうして私を〝イヴァ〟などと！　この名前のせいで、私がキリアン様からどんなに非ひ道どうな目に遭あってきたか。ここで話し始めたら、一週間じゃききませんよ？　いいんですか、話しちゃっても？　本当に後こう悔かいしませんか？」

「わかったってば。えっと……モルギアナ」

　半ば脅きよう迫はくされ、渋しぶ々しぶと真名を口にする。現金なもので、その途と端たんイヴァはピタリと大人おとなしくなり、椅い子すの上で居住まいを正してから優ゆう美びな笑顔を作った。

「はい、何でしょうか。姫君」

「その……そうだ、さっきは何を言いかけたの？」

「言いかけた？　私がですかぁ？」

「そうだよ。私が〝一日も早く魔力を使いこなせるように〟って言ったら、おまえは渋い顔をして〝でもねぇ〟と言葉を濁にごしたじゃないか。あれは、私には無理だという意味？」

「とっ、とんでもないです！　姫君が姫君である以上、姫君としての力はすでに姫君の中でずっと目覚めの時を待っていて……」

　少しきつめに問い詰めたせいか、イヴァは慌あわてて言い訳に努つとめる。だが、「姫君」の連発で内容は意味不明だし、あまりの狼ろう狽ばいぶりに何だか気の毒になってきてしまった。

「もういいよ、イヴァ」

「でも～……」

「その代わり、私が慣れるまでもう少し〝イヴァ〟と呼ばせて。おまえは嫌いだと言っていたけれど、私はその名前が好きだよ。親しみやすくて可か愛わいいし」

　ね、と笑いかけると、イヴァは満まん更ざらでもない顔になる。口では「でも」だの「そんな」だのブツブツ愚ぐ痴ちっていたが、それ以上ははっきり拒きよ否ひしなかった。

「あのですね、先ほど私が言いたかったのは姫君の封ふう印いんについてです」

「ああ、耳飾りの……」

「そうです。ご両親の血の結けつ晶しようです」

　急に真ま面じ目めな顔つきになり、イヴァは深々と頷く。

「以前もお話ししましたが、姫君の耳飾りは封印であると同時に守しゆ護ごでもあります。それを身に付けている間は、いかなる『呪』も姫君を傷つけることはできません。ですが、残念ながら『白』の魔力を百パーセント使うのも難しいでしょう」

「そうなの？」

「はい。それだけ、強い守護を受けている代だい償しようでしょうね。でも、私を発動させたのですからまったく無理ではないはずです。それと……これは一番大事なことですが」

「え？」

　澱よどみなく語っていたイヴァが、そこで僅かなためらいを見せた。今まで空気を読まずに何でも好き勝手に発言してきた彼が、一体どうしたことだろう。レティシアも俄わずかに緊きん張ちようし、無意識に椅い子すの背を引いて姿勢を伸ばした。

「いいよ、気にしないで言って。私は、自分について何でも受け止めるつもりだから」

「……そうですか。では、姫君に大事なことをお訊きします」

「うん」

「貴女は、この先を『白』の魔族として生きたいですか？　それとも、ただの娘として生きていきたいですか？」

「…………」

　紫水晶アメジストの瞳が、貫つらぬくようにこちらを見る。

　少しの迷いや濁りも見み逃のがすまいと、透すき通った眼まな差ざしは瞬まばたきすらせずに一心にレティシアへ向けられていた。

「いかがですか、姫君。もし本格的に魔力の勉強をされるなら、一番初めに決めておかねばならないことです」

「私は……」

　その先を、すぐには言葉で返せない。戸と惑まどうばかりの自分へもどかしさを覚え、レティシアはイヴァから目を逸そらした。ノクスの『呪』を解除したいと、そればかりに気を取られていたが、確かに彼の意見はもっともだ。生なま半はん可かな気持ちで魔力に手を出せば、自分は人間とも魔族とも呼べない中途半端な存在になってしまう。

「イヴァ、私は……」

「おまえは魔族だ、レティシア。たとえ魔力を使わずに生涯を終えようと、運命の定めた真実は変えられない。『白』の末まつ裔えいとして、潔いさぎよく生きるんだな」

　レティシアの迷いを断ち切るように、凜りんと涼すずやかな声が室内を満たした。

　漆しつ黒こくのキリアンがロングジャケットの裾すそをなびかせ、早足でこちらに近づいてくる。偉そうな口調も無ぶ愛あい想そうな表情もすっかり見慣れたが、人生に関わる一大事なだけにレティシアはムッとして彼を睨み返した。

「余計なお世話だ、キリアン。私は、自分のことは自分で決める」

「ふん。わかったような口を利くな。おまえに、魔力を持つが故ゆえの葛かつ藤とうなど想像もできまい。ほんの数日前まで、ただ剣を振り回すだけの二流の暗殺者だったくせに笑わせるな」

「魔力を持つが故の葛藤……？　キリアン、それは貴方のこと？」

「そーんなの、カッコつけてるだけですよぉ。騙されちゃいけません、姫君。キリアン様は、それはもう楽しそうに魔力を駆く使ししておいででした。何か気に入らないことがあれば雷を呼び、それを見て怯おびえる輩やからを面白がっていたんですから！」

　ダメダメ、と二人の間に割り込んで、イヴァがしたり顔でまくしたてる。キリアンとの契約が弱まって多少なりとも反抗できるようになったせいか、彼への積年の恨うらみが相当あるようだ。呆あつ気けに取られるレティシアの横でキリアンが溜め息をつき、意地悪そうな目つきで口を開いた。

「それ以上おしゃべりを続ける気なら、また指輪に閉じ込めてやるぞ？」

「う……そ、そんな手にはもう……第一、指輪なら姫君が……」

「甘いな、イヴァ。俺との契約は、完全に解除されていない。つまり、おまえは二重の契約により主人が二人いる状態だ。誰が持っていようが、指輪への封印くらい造ぞう作さもない」

「で、できるものなら」

「やってみるか？」

　ニヤリ、と唇くちびるの右端を上げ、悪あく魔まのようにキリアンが笑む。これでは、どちらが魔の種族だかわかったものではなかった。レティシアが呆れて椅子から立ち上がり、キリアンの視界からイヴァを遮さえぎるように顔をひょいと傾かたむける。

「おい、退どけ。邪じや魔まだ」

「私は私だよ、キリアン」

「は？」

「この前、貴方が言ったじゃないか。『呪』をかけられようが、何色の髪に生まれようが関係ない、俺は俺でしかないって。私も同じだ。『白』の末裔と言われようが、耳飾りで守護されていようが、私は私でしかないよ」

「…………」

　ね、とニッコリ微笑みかけると、信じられないことが起きた。

　あろうことか、キリアンの顔にうっすらと朱しゆが差したのだ。

「え……」

「……能天気なことを」

　目にした光景が理解できず啞あ然ぜんとするレティシアに、キリアンがよそよそしく悪あく態たいを吐つく。フイと避さけられた顔はすでに赤みを失っていたが、ひどく気まずげな表情が錯さつ覚かくではなかったことを物語っていた。

「姫君は姫君……ですか」

　またもや一人空気を読まず、感心しきった様子でイヴァがしみじみ反はん芻すうする。

「成る程。とても深い言葉ですね。確かに、私は姫君を一目見た時からピンときていました。まだ姫君がご自身の出自を何もご存ぞん知じなく、キリアン様を殺そうと躍やつ起きになって無む駄だな足あ搔がきをしていた頃から、すでにもう……」

「それ以上はいいから」

「え～、何故ですかぁ。全部言わせてくださいよ、姫君！　運命の出会いなんですよ！」

「そういえば、おまえが私を『白』の魔族だと気づいたのは、この耳飾りのお陰かげなんだっけ。でも、これが封印となると付けている間はいくら頑がん張ばっても魔力は自由に使えないということ？　それは、ちょっと困るんだけれど」

「いえ、そう悲ひ観かんしたものでもありませんよ」

　レティシアが目に見えて落らく胆たんしたので、イヴァは取り成すように殊こと更さら元気な声を張り上げた。キリアンはうるさそうに眉をひそめ、しかし立ち去らずに話を聞いている。どうやら、彼も『白』の魔族については興味があるらしい。

「えーとですね」

　注目されているのが嬉うれしいのか、イヴァは誇ほこらしげに説明を始めた。

「姫君が『白』の魔族であるということ、その事実に関しては封印の影響を受けないものと思われます。事実、何度も言いますが魔剣の私を召喚できました」

「あれは無む我が夢む中ちゆうで……だって、キリアンが危なかったから……」

「俺は恩おんに着ないぞ、暗あん殺さつ姫ひめ」

「誰も、そんなことは言ってない！　どうして、いちいち捻ひねくれた物言いをするの！」

「……あの」

　また始まった、と言いたげな溜め息をつかれ、レティシアはハッとして気き恥はずかしくなる。キリアンの憎まれ口など無視すればいいのに、つい真に受けて反応してしまうのだ。そうすると相手はますます面白がって、毒どく舌ぜつにどんどん拍車がかかる。今日は、そうなる前にイヴァが割り込んでくれて助かった。

「ごめん、続けて」

「お二人とも、真面目に聞いてくださいね」

　コホンと咳せき払ばらいをし、イヴァは喉のどの調子を整える。

「つまり、浄じよう化か等の魔力については封印を解く必要がありますが、姫君自身が鍵かぎとなる力に関しては問題ないということです」

「私自身が……鍵？」

「はい。たとえば、私は『白』の魔族のために鍛きたえられた魔剣です。ですから、姫君には私を扱あつかうことができます。ちょっぴり時間がかかったのは、姫君が心の底から魔剣を必要としなかったからでしょう。あと、偽にせ契約が邪魔もしていたし」

「おまえ、いい加減しつこいぞ」

　さすがに苛ついたのか、キリアンの声が一ひと際きわ険しくなった。だが、レティシアがいるせいかイヴァはいつになく強気で、負けるもんかとばかりに頰ほおを膨ふくらませる。誰もが見み惚とれる絶世の美び貌ぼうも、こうなると草食動物が威い嚇かくしているようにしか見えなかった。

「わかった、二人とも睨み合うのはやめて。イヴァ、それじゃ私がノクスの『呪』を解除するには耳飾りを取る必要があるんだよね？」

「そうですが……絶対無理ですよ。姫君も、以前仰おつしやっていたでしょう？　どんなことをしても取れないんだって。恐らく、ご両親が最さい期ごの力を振り絞しぼって作り上げた品です」

「でも……」

　それでは、ノクスは死ぬまで自由を奪われたままだ。彼の世話をしているジュールも、どんなに悲しむだろう。それでなくてもレオンがいなくなり、城内は火が消えたように淋さみしくなっている。レオンは陽気で明るく、街の情報や噂うわさ話ばなしまで何でも知っていたので、城の皆はこぞって彼の話を聞きたがった。

「でも、それじゃどうすれば……」

「──倒せばいいだろう」

　当てが外れて落ち込むレティシアに、キリアンが事も無げに呟つぶやいた。え、と思わず顔を上げ、素っ気ない横顔に視線を向ける。彼は煩わずらわしそうに短く息を吐はき、もう一度はっきりと唇を動かした。

「ノクスに『呪』をかけた魔導士を、俺たちが倒してしまえばいい。使い手が死ねば、必然的に『呪』も消える。それが、一番手っ取り早い方法だ」

「手っ取り早い……」

　ずいぶん乱暴な意見だが、大きな説得力がある。確かに、封印の耳飾りを取る取らないで揉もめるよりはずっと現実的だった。急に突とつ破ぱ口こうが開けた気がして、レティシアはホッと肩から力を抜く。すると、まるでその機を待っていたかのように、キリアンの指先が流れる金きん髪ぱつを無む造ぞう作さに掬すくい上げた。

「な、何……」

「…………」

「キリアン様！　姫君に無礼じゃないですかぁ！」

　面めん食くらって身動きの取れないレティシアの代わりに、イヴァが猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。だが、キリアンは彼のことを頭から無視して、ボソリと低く口の中で呟いた。

「両親の想いの結晶だ。どんな宝石にも勝る、おまえの宝だろう」

「え……」

「無理やり外す必要はない。それは、おまえを守護するものだ。『呪』をかけた魔導士は、俺が必ず倒す。もともと、奴の目的は俺を殺すことだ」

「私……私も一緒に戦う……」

　懸けん命めいに訴うつたえると、露あらわになった左の首筋に微かすかなくすぐったさを覚える。レティシアの言葉に、キリアンが微わ笑らったのだ。それは普段の小バカにした笑みではなく、どこか優しく柔やわらかな気配だった。

「おまえが？　またイヴァを振るう気か？　加減をしないと、七星城が崩くずれるぞ」

「気をつける。絶対に、貴方を一人で戦わせはしない」

「…………」

「キリアンは、さっき〝俺たちが〟って言った。ちゃんと、私やイヴァも数に入れていたんでしょう？　だったら、私は迷わない。貴方がダメと言っても、付いていく」

　空気を揺らすのが怖くて、髪をキリアンに預けたままレティシアは宣言する。彼の表情は見えないが、不思議な安あん堵ど感かんが胸を満たしていた。常にピリピリと気を張って、近づくものは容よう赦しやなく斬きり捨てるような緊張感はなく、キリアンから伝わるのはひたすら凪ないだ水みな面ものような温かさだ。

　ふと、彼は変わったかもしれない、と思った。

　人を見下し、魔力を誇こ示じし、退たい屈くつを飼い慣らしていた──初めて出会ったキリアンは、間違いなくそういう人間だったのだ。相手を痛めつけ、嬲なぶることを面白がっていた。

　けれど、髪に触れる指からは慈いつくしみの温度が染みてくる。

　彼自身が意識していないのか、それは取り繕つくろわれることもなく素直に感じられる。

「キリアン……」

　意味もなく、名前を呼びたくなった。胸が苦しくなって、知らず鼓こ動どうが速まっていく。

「キリアン、あの……」

「付いてくるな」

「え……あ」

　一瞬、息が止まった。

　囁ささやきにも似た優しい拒きよ絶ぜつの直後、首筋へ柔らかくて温かな感かん触しよくが押し付けられる。それがキリアンの唇だと気づくよりも先に、触れられた場所から肌が熱くなった。痺しびれるような感覚が全身を包み込み、レティシアは生まれて初めて甘やかな震ふるえを経験する。

「キ……リアン……」
















　声を出した途端、どうしようもなく恥はずかしくなった。やめて、と言いたいのに、もう息を吸うことさえ儘ままならない。不ふ埒らちな唇が深く埋うめ込まれ、無む垢くな肌に誘ゆう惑わくの吐と息いきを刻きざみつけていく。まるで自分のものだと主張するように、突然の口づけは力強かった。

「わああああっ。キリアン様、何てことを！」

　永遠にも思えた数秒の後、イヴァが血けつ相そうを変えて喚わめき散らした。瞬しゆん時じに現実へ引き戻され、レティシアは激しく身を捩よじってキリアンの手を振り切る。そのまま逃げるように走り出したが、どこへ行くつもりなのか全然わかっていなかった。頭の中は真っ白で、ただ一いつ刻こくも早くキリアンの前から消えてしまいたいと、それしか考えられなかった。




「あああ……姫君……」

　レティシアが図書室を飛び出して行くのを、イヴァは涙目で見送っていた。しかし、そうさせた張本人は平へい然ぜんとして、追いかける素振りさえ見せようとしない。腹を立てて「どういうつもりです」と咎とがめると、キリアンは冷ややかな眼差しで見返してきた。

「それは、俺のセリフだ。おまえ、何を考えている？」

「は？　どうして、私が怒られなきゃならないんです。姫君にあんな無体をして、キリアン様は野や獣じゆうです！　乙女おとめの敵です！　変へん態たいです！」

「おまえな……」

　あたかも乙女の代だい弁べん者しやであるが如ごとく糾きゆう弾だんされ、さすがのキリアンも絶句する。だが、ここでウヤムヤにするわけにはいかなかった。興奮して罵ば倒とうし続けるイヴァへ、まだ拘こう束そく力りよくのある契約を使って『黙れ』と声で命令する。その途端、イヴァの口が閉じたきり開かなくなった。ようやく場が静かになり、キリアンはやれやれと長い溜め息を漏らす。

「大騒ぎするな。唇にキスしなければ、他のどこにしようと問題ないだろう」

「むむむむ、むむむ、むーむむむーっ」

「〝そういう次元の問題じゃありませんー〟か？　じゃあ、俺からも質問させてもらう。何故、封印についてレティシアに噓うそをついた？」

「むむ？」

「とぼけても無駄だ。おまえは、それ故に俺にキスを禁じたんだぞ。あいつの封印は耳飾りじゃない、唇だ。だからこそ、口づけた瞬間に俺の『呪』は解かれ、一切の魔力を失うんだろう？」

「……むむむ、むーむむ」

「言い訳はいい。何故、そのことを黙っていたんだ？」

　真意を測はかるように顔を近づけ、指を鳴らして戒いましめを解く。イヴァは「ぷはーっ」と大きく息を吐き出し、恨みがましい目で「ひどいですぅ」と文もん句くを言った。

「封印の噓？　そんなの答えは簡単です。キスで封印が解けると知ったら、姫君はノクスの『呪』を解くために誰かとキスしなくちゃいけません。でも、そんなのはお気の毒です。だって、姫君にとってはファーストキスなんですよ！」

「…………」

「姫君が未だ『白』の魔力に目覚めていないのは、ずっと唇の貞てい操そうを守ってきた証あかしです。それを犬なんかのために犠ぎ牲せいにするなんて、私には許せません」

　そうだ、と半ば呆れつつキリアンは思い出した。実にバカバカしい理由だが、イヴァは大の犬嫌いなのだ。ノクスが七星城で飼われ始めた当初は、匂いを嫌って指輪から出てこなかったほどだ。言わば天敵にも等しい相手のために、崇すう拝はいするレティシアの唇を汚けがすなんて耐えられなかったのだろう。

「それに、やっぱりキリアン様の言う通りですよ」

「え？」

「貴方が魔導士を倒すのが、一番手っ取り早い方法です。姫君の封印を解くのは、それからでも遅くはありません。いずれにせよ、今のままでも姫君は私の主です。私はあの方の手に抱かれ、〝薙なぎ払え〟とか〝破は壊かいし尽つくせ〟とか命令されれば満足ですから」

「気の毒だが、あいつはそんな物ぶつ騒そうな命令はしそうにないぞ」

「えええ～……」

　露ろ骨こつにがっかりするイヴァに、キリアンもドッと疲れを感じる。だが、一応の納なつ得とくはしたのでそれ以上は苛いじめないでおくことにした。それより、今の自分にはもっと考えなくてはいけないことがある。

（魔が差したな……）

　瞼まぶたには、レティシアのほっそりした白い首筋が焼き付いていた。唇にはきめ細やかな肌の弾力が、鼓こ膜まくには微かに身じろいだ時の呼吸が、全て鮮あざやかに残っている。

　両親が遺のこしたという、真しん紅くの耳飾り。親に愛された記憶のないキリアンには、たとえ他人のものであっても疎おろそかにはできなかった。封印を解く名目で外したら、十六年間彼女を見守ってきた想いはどこへ行けばいいのだろう。

（まして、封印の話はイヴァのでっち上げだし）

　何か考えがあるのだろうと黙っていたが、柄がらにもない気配りがとんだ仇あだになった。キリアンは苦笑し、駆け去って行ったレティシアの背中を思い浮かべる。

　次に彼女に触れたら、今度は自制が利かなくなりそうだ。

　キリアンは身勝手な唇を嚙かみ、自分が自分でなくなったような錯覚を覚える。

　抑えてもこみ上げる衝動が何なのか、もう誰に訊かずともわかっていた。
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　ランドルフ二世は、エミール国の十二代目国王になる。

　建国の歴史を紐ひも解とけば、エルランド家の先せん祖ぞがいく度となく荒れた領土を統治し、その勢力を広げてついには一国を築き上げた──とある。そこから、王家としての歩みも始まった。本家の第一子は第一王位継けい承しよう権けんを持ち、何なん人ぴとたりともその権けん限げんを奪うばえない。存命中にはく奪だつされるのはごく稀まれで、その者の健康状態に著しい問題が発覚した場合、その者が犯はん罪ざいを犯すか加か担たんした場合など、非常事態に限られていた。

　だが、唯ただ一つ例外がある。現国王が、第一王位継承者に別の者を指名した場合だ。

　無む論ろん、政治の中ちゆう枢すうとなる議会で承しよう認にんを得なくてはならないが、長い国の歴史に於おいて国王が継承権のはく奪を検討した事例はそう多くはなかった。

「その理由は、バルディ家の当主である貴公ならおわかりだろう、グレウス公こう爵しやく？」

　謁えつ見けんの間で恭うやうやしく頭こうべを垂たれるグレウスに、玉ぎよく座ざからランドルフが声をかける。隣の女王の席には、「歴代の王妃の中でもっとも美しい」と評されるジゼル王妃がいた。王家の人間は皆が見事な金きん髪ぱつを有しているが、彼女の豊かな髪はとりわけ見事な黄おう金ごん色だ。まばゆく輝き、光の粒を含む様さまは、国の繁はん栄えいを象しよう徴ちようするとかつてはよく謳うたわれていた。

「国王の独断による継承権はく奪は、無む駄だな諍いさかいの種になる。これまでにも例がなかったわけではないが、宮きゆう廷ていを混乱させるばかりか内乱にまで発展した事例もある」

「よく心得ております、国王陛下」

「だが、キリアンの場合は状況が特とく殊しゆだ。もし私が議会にあやつの王位継承権はく奪を申し出たとして、それを咎とがめる者がいるだろうか。キリアンの禍まが々まがしい髪の色、悪あく魔まのような瞳ひとみの色。加えて、あの強大で恐おそろしい魔力。私も王妃も……そして弟王子のユーシスも、あやつが十歳で七しち星せい城じようへ移るまで気の休まる日は一日としてなかった」

　苦にが々にがしい声の響ひびきに、王妃がそっと顔を曇くもらせる。キリアンを産んだ後、何とか不ふ貞ていの疑いは晴れたもののランドルフとの溝みぞは埋うまらず、ユーシスという非の打ちどころのない王子を得てもそれは変わらなかった。

　だが、苦しんでいるのはランドルフも同じだったのだ。

「キリアンは、冬生まれだ。あと二ヶ月もすれば二は十た歳ちとなる。王家のしきたり通り、王宮へ戻って帝王学を学び、ゆくゆくはエミール国の国王となるだろう。だからこそ……考えるのなら今だ、と私へ囁ささやく輩やからもいる」

「ほう……？」

　興味をそそられたグレウスが、控ひかえめに顔を上げた。ユーシスの暴走は食い止めたが、あれは彼の独断ではなく余計な策を吹き込んだ者がいたのかもしれない。

「それはまた、憂うれうべき事態ですな。キリアン様の即位に、異いを唱となえる者がいると？」

「表だって騒がぬだけで、似たような考えの人間は多い。あれが幼い頃などは、周囲がこぞって出家させろと喧やかましかった」

「わたくしが、それだけはお許しくださいと陛下へお願いしたのです」

　それまで沈ちん黙もくを守っていた王妃がやにわに口を開き、少なからずグレウスを驚おどろかせる。彼女は国王の咎とがめる視線も無視して、切々と当時の気持ちを訴うつたえた。

「出家させたら、その子は神の子。母子の縁は切れてしまいます。それに、忌いみ子ごとして産まれたあの子が教会でどんな目に遭あうか、想像しただけで身体からだが震ふるえます」

「ジゼル王妃……」

「ですから、わたくしは絶対に」

「余計な口出しをするな」

　ランドルフが邪じや険けんに話を遮さえぎり、ようやく王妃はおとなしくなる。だが、気まずい空気はそのまま三人の間を流れ、しばし誰も口を動かそうとはしなかった。

　美しいジゼル、と憂い顔の王妃に向けて、グレウスは心の中で囁きかける。

　この十歳年下の従い姉と妹こを、彼は幼い頃よりずっと愛し続けてきた。初めは妹のように慈いつくしみ、成長した後は何物にも代えがたい宝として接してきたのだ。彼女を喜ばせるためなら何でもしたし、笑顔が見たくてどんな無む茶ちやでもした。

　だが……──。

「グレウス公爵？　どうした？」

「は……こ、これはとんだ不作法を。申し訳ございません」

「人前でボンヤリするとは、宮廷一の紳しん士しと敬うやまわれる貴方あなたらしくもないな」

「畏おそれ多いことでございます」

　そう言うランドルフこそが、若い頃は美び貌ぼうの王子として今のユーシスに勝るとも劣おとらぬ人気を誇ほこっていた。だから、グレウスにとって彼の言葉は嫌みでしかない。昔も今も、心の奥底で真に憎にくみ続けているのはランドルフ二世だ。

　しかし、グレウスの抱える闇やみを知る者はこの世で唯一人──〝月ユエ〟だけだ。よもや彼らの第一王子を殺あやめようと画かく策さくしているとは夢にも思うまい。まして、全ての元げん凶きようである黒の王子の誕生までもが己おのが企たくらみだ。いずれ何もかもが終わったら、国王と王妃はどれほど愚ぐ鈍どんな我が身を呪のろうだろう。

　そんな日も、間もなくやってくる。

　忌み子の『呪じゆ』をかけられたキリアンが暗あん殺さつされ、第二王子のユーシスが王位を継つぐ。その瞬しゆん間かん、王宮には永遠に解けない呪いがかかるのだ。それは魔力でも術じゆつでもない、『憎しみ』という名の人間が作り出せる唯ゆい一いつの呪いだ。

「それで、国王陛下。本日私をお呼びになったのは、キリアン様廃はい嫡ちやくを囁く不届き者の存在をお教えくださるためでしょうか。陛下がお命じになれば、すぐにでも……」

「いや、そうではない。良からぬ連中も増えてきたので、四大貴族の一つ、バルディ家当主の貴公には、私の考えを今一度はっきりさせておこうと思ったのだ」

「陛下の……お考え……」

　ランドルフの言葉は、王妃にとっても寝ね耳みみに水であったようだ。彼女は不安そうにちらりと夫を盗ぬすみ見、次いで縋すがるような眼まな差ざしをグレウスへ向けた。

「それでは、心してお聞きいたしましょう。陛下は、キリアン様をどのように遇ぐうするおつもりでいらっしゃるのですか」

「今まで通りだ」

「……と、言いますと……」

「王位継承権のはく奪など、世よ迷まい言ごとに耳を貸す気はない。キリアンは我が国の第一王子であり、エミール国の第十三代国王になる人物だ。二か月後に宮中へ戻ったら、皆にもその心づもりで接するよう厳しく申し伝える」

「陛下……」

　王妃が宝石のような瞳ひとみを潤うるませ、感極まった声を漏もらす。これまでランドルフがキリアンへ取ってきた態度を思えば、少しの迷いもなく言い切ったことにむしろグレウスの方が驚いていた。

「グレウス公爵、いずれ貴公はキリアンの義ち父ちとなる。末永く力になってやってくれ」

「は……ははっ」

　慌あわてて深々と一礼し、そうだった、と重要な案件を思い出す。婚約破は棄きを言い出したクラリッサとは、何日も冷戦状態が続いていた。とにかく頭から説得に耳を貸さず、無視を決め込むのだから始し末まつが悪い。つい先日、屋敷を訪ねて来たユーシスとは話をしたようだが、それ以降も翻ほん意いしないところを見ると彼の説得も失敗したのだろう。

　何とかせねば、と焦あせりが生まれる。

　今ここでクラリッサに騒ぎを起こされては、何かと動き難づらくなる。宮中に集つどう貴族たちの目は父である自分へも注がれるだろうし、どこで綻ほころびを見つけられるかわからない。計画は万全だが、来きたるべき日までは一番の王家の味方であると印象付けておきたかった。

　クラリッサには、キリアンが死ぬ日まで許いいな嫁ずけでいてもらわねば。

　謁見の間を後にし、帰途を急ぐグレウスの頭にはすでにそのことしかなかった。
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「おや、あれは……」

　人目を避さけた王宮の回かい廊ろう、その一番奥の柱に姿を潜ひそめた〝月ユエ〟が低く呟つぶやく。何か面白いものでも見つけたのか、その響きは微かすかな笑みを含んでいた。

「ユーシス様のようですね。急いで、どこへ行かれるおつもりか」

「おい、何だか様子がおかしくねぇか？　顔色も真っ青だし」

　さして興味もなかったが、つられて視線を移したレオンも少々訝いぶかしむ。

　供も連れずに足早に立ち去っていくユーシスは、ひどく思い詰めた顔をしていた。唇くちびるをきつく嚙かみ締しめ、俯うつむき加減の横顔は血の気を失って陶とう器きのようだ。

「呼び止めるのは、無ぶ粋すいと言うもの」

　黒のマントの下から細い腕を出し、〝月〟は右の手のひらを広げて唇を近づける。そこへふっと息を吹きかけると、何もなかったはずの空間に指の爪ほどの花か弁べんが一枚ひらひらと舞った。

「さぁ、お行き」

　白い花弁は風に乗り、そのままユーシスを追っていく。

　やがて彼も花弁も視界から消え、後には再び〝月〟とレオンだけが残った。

「ユーシス様が出てこられた方向は、謁見の間です。察さつするところ、グレウス公爵と国王陛下の会話でも盗ぬすみ聞きしていたのでしょう」

「何な故ぜ、そこまでわかる？」

「ユーシス様にとって不ふ本ほん意いな内容であったからこそ、あのように傷ついておられるのです。恐らくは、キリアン様を次期国王にと陛下が明言されたのではないかと」

「本当かよ。現国王、ランドルフ二世はキリアンを疎うとんじて七星城へ追いやった張本人じゃねぇか。廃嫡を考えこそすれ、自分の跡あと継つぎに、なんて思うもんか？」

「ええ、ユーシス様もきっと同じようにお考えだったのでしょうね」

　くっく、と〝月〟が喉のどを震わせた。珍しく彼は上じよう機き嫌げんで、まるで己おのれが描いた通りに運命が転がっていると言わんばかりだ。何だか不気味なものを感じ、レオンは揶や揄ゆするように口を開いた。

「満足そうだな、あんた。王家の人間が不幸になるのは、そんなに愉ゆ快かいか？」

「私は他国の人間です。この国の王家など、どうでもよい。興味があるのは、己の運命も知らず無駄な足あ搔がきをくり返す、愚おろかな人間の悲ひ喜きこもごもです。その点、グレウス公爵は良い盤ばん上じようを私へ用意してくださいました」

「盤上……成なる程ほどね。あんたにとっちゃ、俺たちは双すご六ろくの駒こまってわけだ」

「おや、ご自分もまた駒であるとお認めか、レオン殿どの」

　冷めた顔つきで腕を組むレオンに、些いささか感心したように〝月〟は言った。

「確かに、貴方は手離すには惜おしい人材だ。いかがです。キリアン様を殺めれば、貴方の目的は果たされる。その後は、共に私の国へ来ませんか。組織の上層部には、私が何とでも話をつけましょう。無論、お望みでしたらレティシア嬢も一緒に」

「は？　冗じよう談だんだろ。俺に、魔導士の修行でもしろってのか」

「レティシア嬢は『白』の魔族です。貴方が『呪』を使いこなせるようになっても、別に不都合はないのでは？」

「…………」

　一いつ笑しように付ふすつもりだったレオンは、思わず顔を強こわ張ばらせる。どういう意味だと詰きつ問もんしてやろうかと思ったが、どうせ〝月〟は曖あい昧まいにはぐらかすだけだろう。

　まったく、と代わりに溜ため息いきが出た。

　国王に呼びつけられたグレウスは万が一のためにと〝月〟に控えているよう命じ、便びん乗じようしてレオンも城へ来たのだが、まさか魔導士に勧かん誘ゆうされるとは夢にも思わなかった。

　確かに、『呪』が使えるのは便利に違いない。しかし、望めば誰もが会え得とくできるわけではないし、何よりレティシアを引き合いに出されたのが不ふ愉ゆ快かいだ。

「せっかくの申し出だが、お断りするよ。あいつは、たとえ封ふう印いんが解けたとしても魔族としてではなく、普通の暮らしを望むだろうしな」

「はて、理解しかねますな。普通の暮らしとは、一体何です？」

「それは……七星城での日常みたいに、仲間としゃべったり働いたりとか……」

「…………」

「何だよ、くだらないって言いたいのか？　けどな、あいつは今まで普通ってもんを知らずに育ってきたんだ。今、それを満まん喫きつしている時なんだよ。たとえ『白』の魔族として目覚めたとしても、好んでそっちの道へ行くわけねぇだろ」

　ムキになって話しながら、レオンは決定的な矛む盾じゆんに気がついた。〝月〟はもとより承しよう知ちなのか、口元には意味深な微び笑しようが刻きざまれている。彼は気まずく黙るレオンへ、そっと耳打ちするように囁いた。

「では、レオン殿はわざわざレティシア嬢の望んだ暮らしを壊こわそうというわけだ。貴方がキリアン様を倒せば、彼に仕つかえていた七星城の使用人は散り散りになる。当然、レティシア嬢も追い出されるでしょう」

「それは……」

「普通などというものは簡単に壊れるのですよ、レオン殿」

　嘲あざけるような一言に、カッとなって睨にらみ返す。すると、意外なことに〝月〟が狼ろう狽ばいしたように数歩後ずさった。まさか怯ひるんだわけでもあるまいと、逆にレオンが面めん食くらう。

「おい、あんた……」

「グレウス公爵は、まだ話がお済みにならないようですね。こんな場所にいつまでも待たされるのは、あまり気分の良い扱あつかいではありません」

「あ？　ああ……まぁ……」

　急に口調を変えて踵きびすを返し、〝月〟は柱の向こう側へ移動していった。何なんだ、と首を捻ひねりながら、レオンはふと外から差し込む陽光に目を細める。回廊は西向きに位置していたので、いつの間にか陽ひがずれてきていたらしい。先せん刻こくまでは日ひ陰かげだった場所に、今はゆっくりと陰いん影えいができ始めていた。

（何だ、こいつ。もしかして日光が苦手なのか？）

　陽光を避けるように物陰へ移動する〝月〟に、そんな疑問を抱いてみる。彼は『黒』に属ぞくする魔導士で、普段はバルディ家の元書庫に閉じこもりきりだ。太陽が苦手と言われればもっともらしいが、しかし日中は絶対に出かけないというわけでもない。

（だよなぁ。この間だって、俺を下町の路地まで呼び出したんだし）

　あの場所も陽当たりが良いとは言い難がたいし、加えて〝月〟と対たい峙じしている最中は曇り空だった。しかし、単純に日光が苦手とは判断つきかねる気がする。

（そう……違い和わ感かんだ。こいつの立ち位置に、何となく違和感が……）

　あからさまな視線を抑えて、さりげなくレオンは観察をしてみた。

　柱の影かげが伸びる中、紛まぎれるようにして潜ひそむ〝月〟。僅わずかにはみだした黒の部分は、フードの影が床に映っているのだろうか。

「あ、そうだ。なぁ、グレウスは……」

　いかにも何か思いついた素振りで、一歩彼の方へ踏ふみ出した。その爪先が影に触ふれた瞬間、ビクリと〝月〟の全身が硬こう直ちよくする。急いで身体からだを柱に寄せる様は、いつもの余よ裕ゆうある佇たたずまいとはまるきり別人だった。

「西日は苦手です」

　言い訳するように、〝月〟は呟く。忌いま々いましげな声こわ音ねは、レオンに芽生えた疑惑を遠回しに否定しているようにも聞こえた。

「ここには、使い魔を置いてまいりましょう。私の人型を写させれば、グレウス公爵も気づきはしますまい。万一気づいたところで、国王陛下の話は彼へ危険を及ぼすものではありません。護衛など、いらぬ気遣い」

「帰るのか？」

「それより、面白いものを見物しにまいりましょうか」

　そう言って、懐ふところから手のひらに載るくらいの水晶玉を取り出す。以前、ノクスを通じて千せん里り眼がんの『呪』を用いた際さい、七星城の様子を覗のぞいた物だ。

　今、そこには馬車を走らせるユーシスの青白い顔が映し出されていた。

「先ほど花弁に、ユーシス様の後をつけさせました。どうやら、彼はバルディ家へ先回りしてグレウス公爵の帰りを待つ気のようですな。今更、何のお話があると言うのか」

「バルディ家に……？」

「クラリッサ嬢に、取り乱す余りいらぬ話を吹き込まねば良いのですが」

「…………」

　ありうるかもしれない、とレオンは懸け念ねんする。

　どれほど衝しよう撃げきを受けたのか知らないが、ユーシスの様子は普通ではなかった。あのままバルディ家へ行き、クラリッサと顔を合わせたら、彼女に何を言うかわからない。最悪、キリアン暗殺の黒幕が父親であると口を滑すべらせるかもしれない。

「ヤバいだろ、それは。いずれは知らなきゃならない事実だとしても、伝え方次第じゃあのお嬢じようさんだって正気じゃいられねぇぞ」

「それは私にはどうでも良いことですが、令れい嬢じように何かあればグレウス公爵も平常心ではいられないでしょう。それでは、計画に支し障しようが出ます」

「追えるか？」

「造ぞう作さもありません。私はどこぞの魔ま剣けんのように飛行はできませんが、人の足で移動するよりは早く転てん移いすることができます。ユーシス様は、もうバルディ家へ着く頃です。多少の遅れはありますが、まずは我々も向かいましょう」

　相変わらず陰に身を潜め、〝月〟がマントの袖そでから小こ瓶びんを出してきた。そのまま床へ屈かがみ、瓶から零こぼした水に指先を濡らして陣じんを描く。口の中ではブツブツと、得え体たいのしれない呪じゆ文もんを呟くのがレオンにも聞こえた。

（影を作りたがらない……か……）

　思い過ごしかもしれないが、爪先で影を踏まれただけで様子は一変したのだ。心に留とどめておいても損そんはない情報だろう。

「準備が整いました、レオン殿」

「お、どうも」

　ゆっくりと手招きをされ、ひとまず思考は中断させる。

　突き詰めて結論を出すにしても、〝月〟には決して悟さとられてはならなかった。
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　バルディ家には、二つの自じ慢まんがある。

　一つは、言わずと知れた一人娘のクラリッサ・カルンスト・バルディだ。幼い頃に母親を病気で亡なくしはしたが、十七歳の今日まで何不自由なく蝶ちようよ花よと育てられた。

　もう一つの自慢は、広大な敷しき地ちに造られた庭園だ。もともと美しい庭だったが、当主のグレウスは国外から著ちよ名めいな庭にわ師しを呼び寄せ、季節ごとの花が咲き乱れる新たな楽園を建設した。小さな滝や池、趣しゆ向こうを凝こらした東あずま屋やなど、植物以外にも贅ぜいを尽つくした様はそのままバルディ家の威い光こうを物語っていた。

「……まぁ」

　その庭の一角に、造りたての花か壇だんがある。規模はかなり小さいが、クラリッサが自分で世話ができるようにと注文したので、狭せまいながら愛らしい造りになっていた。長方形の花壇の周囲を煉れん瓦が敷じきの小道が囲み、すぐ近くには水が汲くめるように井戸もある。日よけの傘かさがついたベンチ、天使の彫ちよう像ぞう、どれもが童話の挿さし絵えにそっくりだ。

「驚いたわ。彫像が動き出したのかと思ってよ」

　まだ蕾つぼみもつけない百ゆ合りの集団を、花壇の縁ふちに立った青年がボンヤリ眺ながめていた。陽に透すける金髪や完かん璧ぺきな曲線を描く横顔など、冗談でなく天使と見み紛まがうばかりに美しい。

「どうなさいましたの、ユーシス様。庭から現れて、屋敷の者を驚かすおつもり？」

　クラリッサは侍じ女じよに手入れの道具を置かせると、先に屋敷へ戻らせてから改めて彼へ向き直った。

「実は、わたくしもこの間同じ手を七星城で使いましたの。こっそり裏から忍び込んで、皆を驚おどろかそうと思ったのだけれど……」

「…………」

「床が濡れているのに気づかなくて、うっかり転んでしまいましたの。廊ろう下かで」

「転んだ？　貴女あなたが？」

　ようやく、ユーシスが反応を見せる。彼はだるそうに顔を上げると、ほとんど表情を失くした瞳でクラリッサを見た。

「それで、お怪け我がはなかったのですか。床を濡れたまま放置するなんて、やはりあの城の使用人は能のう無なしばかりだ。兄上も城主らしく、きちんと教育すれば良いものを」

「レティシアでしたのよ」

「え……」

「能無しの使用人。あの子がモップ拭ふきをしていて、どういうわけかモップ部分だけを忘れていったようですの。相変わらず、まともな掃そう除じ一つできないのだわ。話を聞くと、料理も洗せん濯たくも裁さい縫ほうも、何一つ満足にできないのですって」

「…………」

　おかしそうに説明すると、ユーシスはたちまち居い心地ごこちが悪そうになる。彼にとって、レティシアはキリアンから引き離そうとしてできなかった少女だ。やり方は強引だったが、動どう機きが善意だっただけに複雑な思いなのだろう。

「勝手に入り込んで、申し訳ありません。不ぶ躾しつけな振る舞い。幾いく重えにもお詫わびします」

　力なく詫びる声音は、何だか覇は気きがなくて今にも消えてしまいそうだ。何があったのだろうとクラリッサは首を傾かしげ、けれど自分から尋たずねる真ま似ねはしなかった。

「ユーシス様、寒くはありませんの？　屋敷で、温かな飲み物でもいかがかしら」

「いえ、もう帰ります。本当に申し訳ありませんでした」

　ユーシスは何とか微笑を作ろうとするが、青ざめた顔にはあまりに不ふ釣つり合あいだ。このまま帰してはいけないと咄とつ嗟さに思い、「父が……」と急いで口を開いた。

「あの、そうでした、父に用事があったんじゃありません？　生あい憎にくと国王陛下に呼びだされて、今は留る守すにしておりますの。よろしかったら、戻るまでお待ちに……」

「いいえ！」

「ユーシス様……」

　悲痛な叫びに遮さえぎられ、クラリッサはびくりと黙る。

　舞ぶ踏とう会かいやサロンでの取り澄すました笑顔は上うわ辺べだけ、本当のユーシスは喜き怒ど哀あい楽らくの激しい性質だということを、幼おさな馴な染じみのクラリッサはよく知っていた。けれど、互いに成長してからは自分の前でもついぞ感情的になどなったことがない。さすがに無視できず、ついにクラリッサは「どうなさったの……？」と問いかけてみた。

「わたくし、何のお役にもたてないとは思いますけれど……でも、父でなければわたくしに会いにいらしたのでしょう？　でしたら、どうぞお話しになって」

「…………」

「ユーシス様」

「誰も……私のことなど、本当は必要じゃない……」

「え……？」

　絞しぼり出すような言葉は、怒りと悲しみを含んで震えている。どういうことかと怪け訝げんな目を向けると、ユーシスはいきなり感情を爆発させた。

「父上も母上も！　もちろん、貴女の父上のグレウス公爵もだ！　皆、本当は私などどうでもいい存在だと思っている！　彼らが気にかけているのは、兄上のことだけだッ！」

「ユーシス様……」

「私は……私という人間は……一体、何だったんだ……」

　がっくりと地面に膝ひざを突き、彼は慟どう哭こくの中でくり返す。

　しかし、何がそこまでユーシスを深く打ちのめしたのか、クラリッサにはまるきり見当がつかなかった。傍はたから見る分にはまったく逆で、王家の人間も貴族たちも美しい第二王子を溺でき愛あいしているように思える。特に王妃のジゼルはキリアンを手離したこともあり、その分の愛情もユーシスへ注いでいた。

「あの……ユーシス様……」

「父上は、兄上を廃嫡する気はないと断言された」

「え？」

　俯いた横顔に前髪がかかり、すっかり表情がわからなくなる。乾いた唇から漏れる言葉に戸と惑まどいながら、気き丈じようなクラリッサは「本当ですの？」と訊き返した。

「何度か、宮中でそのような噂を耳にしたことがありますわ。でも、皆の意見はいずれキリアン様を廃嫡し、王位継承権をはく奪した後にユーシス様を……というものでした。わたくしがキリアン様の許嫁なので、お節せつ介かいな方々はそのたびにご注ちゆう進しんにいらしたわ」

「ご注進？」

「ええ。わたくしの父上がユーシス様と懇こん意いなのは、そのための布ふ石せきではないかって。キリアン様がダメなら、ユーシス様に嫁とつがせようという魂こん胆たんなのだって言われました。わたくしとっても腹が立ったので、その方の綺き麗れいに結い上げた髪からこっそりピンを一本拝はい借しやくしましたの。そうしたら、もう大変。その方が歩くたびにパラパラ髪がほつれて、しまいには頭に載っけた造花がキャンディみたいにポンと四方へ飛んだんですのよ。わたくし、あんなに愉快だったことはないわ」

　話しながらその時の光景を思い出し、クラリッサはころころと笑い出す。初めは呆あつ気けに取られていたユーシスも途中から惹き込まれ、最後には弱々しく微笑ほほえんだ。

「貴女は強い女性だね、クラリッサ」

「そうかしら。でも、それを言うならユーシス様も同じですわ」

「私が？」

「ええ。先ほど、ユーシス様は〝誰も自分を必要としない〟と嘆なげいていらしたでしょう？　そんな環境にあって、よく今まで理想的な王子を演じていらしたと思うわ。本当言うと、わたくしユーシス様は充分周りから愛されているのを知っていますけど、それでも」

「それは違うよ、クラリッサ。残念だけどね」

「あら、信じてくださらないのね。これでも、わたくし王妃様のお気に入りですのよ。女同士の気の置けない会話を、それはもうくり返してきましたわ」

　少し誇らしげにクラリッサは言い、簡単には信じようとしないユーシスの目を悪いた戯ずらっぽく覗き込む。それから勝手に納なつ得とくした様子で、小鳥のようにこくんと頷うなずいた。

「……ユーシス様のお顔って」

「な、何です？　私の顔が何か……」

「貴方は、本当に王妃様に生き写しですわ。輝く金髪や灰はい褐かつ色しよくの瞳もそうですけれど、とにかく表情がそっくり。もちろん、ユーシス様は男性ですからもっと力強い印象はありますけれど、優しげなのに意志がはっきりした眼差しとか理知的な唇の辺りなんかは、王妃様の特に美しいところを受け継がれたように思いますわ」

「表情……ですか」

「ええ。王妃様も、以前に言っていらしたの。〝ユーシスのお陰かげで救われた〟って」

「え……」

　思いもよらぬ一言が、ユーシスを激しく動どう揺ようさせる。彼は土の上に座り込んだまま、まるで迷子の子どものような頼りなさで傍かたわらのクラリッサを見上げて言った。

「私は……母上から、そのような言葉をいただいたことはありません。クラリッサ殿、私を慰なぐさめようとして仰っているなら気遣いは無用です」

「まぁ、わたくしがそんな優しい女に見えまして？」

「…………」

　謙けん遜そんではなく、クラリッサは本気で呆あきれている。これにはさすがに絶ぜつ句くし、毒どく気けを抜かれたユーシスはおとなしく続きの言葉を待った。

「王妃様は、もちろんキリアン様を常に案じていらっしゃいます。ですから、わたくしをお呼びになっては七星城での暮らしぶりをあれこれお尋ねになっておられました」

「やっぱり……」

「でも、お話の最後はいつもユーシス様の話題でしたのよ。それはもう優しいお顔になって、〝キリアンを産んでからは辛つらい日々だったけれど、ユーシスが宮廷に明るさを取り戻してくれたの〟〝周囲の皆に笑顔をもたらしてくれた〟〝ユーシスが、わたくしを救ってくれたのよ〟と何度もくり返していらっしゃいました。もしユーシス様がお生まれにならなかったら、と思うとゾッとする、とも」

「母上が……」

「幼いユーシス様が慕したってくる姿を見て、キリアン様の母だという自覚も同時に育った……とも仰っておいででしたわ。それに、ユーシス様をお産みになったのを機に国王陛下の態度も僅かですが和やわらいだのだそうです。わたくしから言わせれば、今でも充分に冷たい気がしますから、ユーシス様のご誕生前はもっとひどかったのかもしれませんわ」

　同情を禁じ得ず、話し終えるなり深々と嘆たん息そくする。

　国王は統治者としては申し分なく、優すぐれた外交手腕を発揮してエミール国を潤うるおし、大国へと押し上げてきた。だが、一人の男としてはどうだろう。美しい妻を愛するあまり、忌み子の誕生がどうしても許せなかったのに違いない。たとえ彼女に非ひがなくとも、他に傷ついた気持ちの持って行き場がなかったのだ。

「王妃様も、国王陛下のご心情がおわかりになるからこそ、耐たえていらっしゃるんでしょうけれど。それでも、何とも切ないお話ですわ……」

「母上が……そんなことを……」

　クラリッサの話は、何もかもユーシスにとって初耳だったようだ。

いくら仲なか睦むつまじい母子おやこであっても、面と向かって口には出せない思いはある。それは、彼自身がよくわかっていることだった。だから、今度は疑わずに素す直なおに信じられる。いくぶん表情に落ち着きの戻ったユーシスからは、そんな言葉が聞こえてきそうだった。

「ありがとう、クラリッサ……クラリッサ、でいいだろうか。昔の、幼い頃に帰った呼び方で。今、私の心を長く曇らせていたものが、少しだけ晴れていくようなんだ」

「光栄ですわ」

　当たり障りなく流し、クラリッサは姉のような気持ちで言った。

「でも、できたらそろそろお立ちになってね。わたくしが第二王子を傅かしずかせていると侍女たちに誤ご解かいされたら、二度と宮廷に出入りできませんもの」

「貴女のような美女になら、身分など関係なく男は皆跪ひざまずきますよ」

「ふふ、お上手ね」

　ゆっくりと立ち上がりながら、いつもの調子でユーシスが軽かる口くちを叩たたく。その手も膝も泥どろだらけだったが、クラリッサの目には今までで一番感じが良く魅み力りよく的てきに映った。

「ユーシス様。良い機会ですから、そろそろ王妃様にこだわるのは大たい概がいにあそばせ。十七にもなって乳ちち離ばなれができないと、周囲の者にからかわれましてよ」

「ずいぶん手厳しいことを言いますね」
















「幼馴染みからの忠告と、解かい釈しやくしていただきたいですわ」

「……クラリッサ」

　不ふ意いに、ユーシスの声から笑いが消える。

　端たん整せいな顔には再び翳かげりが差し、彼は少しずつ言葉を選ぶようにして言った。

「貴女のお話は、私を絶ぜつ望ぼうから引き上げてくれました。感謝します」

「ユーシス様……？」

「何か報むくいたいが、生憎と今の貴女は宝石や菓子ではごまかせそうにない」

　一体、ユーシスは何が言いたいのだろう。意図がわからず困こん惑わくし、クラリッサは仕方なく沈黙を守り続けた。しかし向こうも逡しゆん巡じゆんしているのか、なかなか話が進まない。顔つきから深刻な内容なのは察せられたが、まるきり見当がつかなかった。

「あの、ユーシス様。お話は、できたら屋敷で……」

「クラリッサ、私は貴女に噓うそをついた」

「え？」

「先日、貴女が私にお尋ねになった、暗殺者の男の方です。髪を後ろで縛しばった……」

「もしかして、何かわかりましたの？」

　一瞬前までの余裕が跡あと形かたもなく飛び、クラリッサは気き負おい込んでユーシスに迫せまる。彼が言う「先日」とは、レオンの消しよう息そくが知りたくてお茶に誘った時のことだ。あの日、父のグレウスと何やら話し込んでいたようだが、陰いん気きな元書庫から出てきたユーシスは憂いと疲ひ労ろうを顔に浮かべていた。

「わたくし、レティシアと約束していますの。あの男が無事かどうか、必ず調べてさしあげるって。でも、何も摑つかめなくてまだ連絡ができなくて……きっと、毎日ヤキモキしながら待っているに違いないわ」

「ああ、そういえば二人はずいぶん親しそうでしたからね。兄上を狙ねらう刺し客かくが城へ忍び込んできた時も、どこからか姿を現してレティシアたちの加か勢せいをしていた。クラリッサ、私がお詫びしたいのは彼についてです」

「噓を……ついたと、さっき仰っていたわよね……」

「…………」

　どういうことかと詰きつ問もんしたい気持ちを何とか抑え、クラリッサは毅き然ぜんとユーシスに問い返す。お茶の席では、レティシアを追ってすぐ部屋を出て行ったので何も知らないと、何食わぬ顔で言い切られたのだ。

　だが、それは噓だったと彼は言う。

　それならば、レオンはどこへ消えたのだろう。

「お願いですから、早く仰って。まさか、もう死んでいるなんてことは……」

「いえ、彼は生きています。城の衛えい兵へいにも、捕とらえられてはいません」

「でしたら！」

　不本意に焦じらされて、つい声が大きくなる。いけない、と恥はずかしくなり、クラリッサは懸けん命めいに平常心を取り繕つくろった。しかし、レオンが生きているというのは大きな収穫だ。レティシアが聞いたら、どんなに安心することかと気持ちが逸はやる。

「ユーシス様、彼は今どこにいますの？　貴方はご存ぞん知じなのでしょう？」

「──ここだよ」

　突然、予期せぬ声が聞こえてクラリッサは息を止めた。

　間違いなくユーシスと二人だけのはずだったのに、『彼』はいつ近づいたのか。

「……野や蛮ばん人じん」

　震える声で毒どくづくと、目の前の空間がぱくりと裂さけ、ゆらりと黒い影が流れ出した。本能的な恐怖を堪こらえ、クラリッサは大きな瞳で瞬まばたきもせずに影を見つめ続ける。

　やがて、数秒もたたないうちに輪りん郭かくがはっきりし、黒い影は二人の人間の形となった。背の高い優やさ男おとこ風ふうの青年と、もう一人はぞろりとしたマント姿の不気味な男だ。

「これは意外でしたな。ユーシス様は、てっきりグレウス公爵にお会いになりたいのかとばかり思っておりました。よもや、ご令嬢がお目当てとは」

「俺を探していたんだって、お嬢様？」

　青年の方がひょいと肩をすくめ、先ほどの悪あく態たいに嫌みを返してくる。だが、クラリッサは何も答えられなかった。禍々しく現実離れした光景に、唇が小さく震え出す。ふと気づけばユーシスも自分と同様、いきなり乱入してきた彼らを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　レティシア、と心の中で呼びかける。

　でも、言葉にして紡つむぐことはできなかった。

　魔導士と一緒に現れたことがレオンの裏切りを意味するのだと、いくら箱入りの自分でも察しがついたからだ。





[image: ]






「イヴァ、ごめん。私は行くよ」

　男物の従じゆう者しや服ふくを脱ぬぎ捨て、ブラウスの上から長めのジャケットを羽は織おる。その下に穿はいた短いズボンからは、健康的な脚あしがすらりと伸びていた。ベッドに腰かけたレティシアは編み上げのロングブーツに右足を突っ込み、きつく紐を結んで顔を上げる。傍らに立つイヴァは、先ほどから捨てられた仔犬のような目で「姫君～」とくり返していた。

「どうしても行かれるんですか？　じゃあ、私も連れていってくださいよぅ～」

「それはダメ」

「何故ですかぁ！」

「おまえがいなくなったら、誰がキリアンを守るの？　彼との契約は、完全には解除されていないんだよね？　だったら、まだキリアンにもおまえが扱えるはずだし」

「理り屈くつではそうですが、以前のようにはいきませんよ。下へ手たしたら、キリアン様は命を落とすかもしれません。私は責任取れませんからね」

「そうなの？」

　残った左足もブーツに押し込み、すっかり支度の整ったレティシアは機き敏びんに立ち上がる。しかし、思いもよらない事実をイヴァに聞かされ、瞬しゆん時じに表情が強張った。

「イヴァ、今の話は本当？　だから、キリアンはあっさりおまえを私へ譲ゆずったの？」

「キリアン様は、ちゃんとわかってるんですよ。ご自分が魔族ではなく、紛れもない人間だって。普通、魔剣は人間には触れることさえできません。迂う闊かつに手にしようものなら、魂たましいまで焼き尽くされてしまいます。まして武器として使用するなんて、とんでもない」

「でも、キリアンは……」

「あの方は、異例中の異例ですからね～。ですが、契約が不安定な今、仮に触れられたとしても私を武器に敵と戦うのは無茶というものです。キリアン様、きっと死にます」

「…………」

　縁えん起ぎでもないことを言うな、と叱しかりつけたかったが、恐らくイヴァの話は本当だ。それがわかるだけに、レティシアは何も言えなかった。

　クラリッサにレオンの行方ゆくえを探すよう頼んでから、間もなく一週間になる。だが、その間に彼女からの連絡はなく、レティシア自身も曖昧な状態で日々を過ごしていた。『白』の魔族として力を使いたいなら耳飾りの封印を外すしかなく、容よう易いにそれが叶わないとなると自分にできるのは従者としての労働だけだ。しかし、頑がん張ばってはみるものの絶望的に不器用なのか、まだまだ一人前に働けるとは言い難かった。

　そんな中、最悪なことにキリアンとの仲もぎくしゃくし始めた。

　決定打は、図書室で彼から首筋にキスをされたことだ。あの時は羞しゆう恥ちのあまり逃げ出してしまったが、どうやらキリアンにとっても予定外の行動だったらしく、それ以来あからさまに距離を置かれている。今までも決して打ち解けていたとは言えないが、軽い憎まれ口の応おう酬しゆうや罪つみのない揶揄など、レティシアには満まん更ざらでもなかったやり取りさえ無くなってしまった。

「とにかく、私はレオンを探しに城へ行く。キリアンには上手く言っておいて」

「でも、どうして急に決心なさったんです？　この前は、キリアン様に止められて諦あきらめたはずじゃないですかぁ」

「あの時は、キリアンが緊きん縛ばくの『呪』を使うと脅おどしたんだ。だけど、彼は今私を避さけているようだし、この機を逃したら七星城から出られないかもしれないじゃない？」

「知りませんよぉ。内ない緒しよでレオンさんを探しに行ったのがバレたら、今度こそタダじゃ済まないかもしれませんからね。あ、そうなったら私と一緒に逃げましょうか！」

「……どうして、そこで楽しそうな顔になるの」

　イヴァの軽いノリに苦笑いをし、さて、とレティシアは気を引き締める。

　前回は勢いで出ていこうとしたが、思い返せば武器の一つも持たずに無む謀ぼうだった。けれど、今日は違う。身支度もしっかり整えたし、愛用の剣も携えている。魔導士が敵となると厄やつ介かいだが、少なくとも戦う準備だけは万ばん端たんだ。

「姫君お一人では、危ないですよぅ。私がいなければ、封印された貴女はただの暗殺者です。敵は強力な魔導士を雇やとっているのに、敵かないっこありませんってばぁ」

　出鼻を挫くじくイヴァの一言に、レティシアは優しく言い返した。

「わかって、イヴァ。仮にキリアンがおまえを扱えなくても、私だって力の制せい御ぎよもできないのに城内でおまえを振り回すわけにはいかないよ。以前、城のバルコニーで刺し客かくと戦った時は、キリアンだったからおまえを暴ぼう走そうさせずに使えたんだもの」

「それは……そうですけど……」

「あとね、私にはわかっているよ。おまえ、口で言うほどキリアンを嫌いじゃないよね。ううん、むしろ好きでしょう？」

「……何で、姫君にそんなことがわかるんですか」

「だって、私もキリアンが好きだもの」

　何のてらいもなく、素直に言葉が溢あふれ出る。

　イヴァは何度か瞬まばたきをし、遅れて意味を理解したのかほんのり顔を赤らめた。

「す、好きって、あんな不ふ埒らちな真ま似ねをされたのにですか！」

「あれは……その、ああいうのは困るけど」

「何でですか。好きならいいじゃないですか」

「だって、キリアンは悪ふざけのつもりかもしれないし」

　思わぬ質問攻めに遭あい、どぎまぎしつつレティシアは答える。すると、何を思ったのかイヴァは急に真顔になり、真剣な眼まな差ざしで訊きいてきた。

「悪ふざけじゃなかったら？」

「え……」

「悪ふざけじゃなくて、キリアン様が本当は唇にキスしたくて、でもできないからって我が慢まんもできなくて、代わりに姫君の首筋にキスしたんだったらどうするんです？」

「…………」

　そこまで考えていなかったレティシアは、怒ど濤とうの如ごとくまくしたてられて狼狽する。

　とにかくキリアンは人の嫌がることをするのが大好きなので、真しん意いがよくわからないのだ。嫌がらせであんなことをしたのか、それとも別の気持ちからなのか、彼が正直に白はく状じようしない限り永遠に謎のままだろう。

「と、とにかく、その話ならまた今度にして。そろそろ行かなくちゃ」

「本気だったと思いますよ」

「え？」

「キリアン様です。あれ、悪ふざけじゃありませんでした。断言します」

「イヴァ……」

　大おお真ま面じ目めに断言され、顔だけでなく全身が熱くなる。もしその言葉が本当だったら、と思うだけで心臓が早はや鐘がねのようになり、先せん刻こくの「キリアンが好き」という自分の発言までもがたまらなく恥ずかしくなってきた。

「ああもう、こんな時に混乱させないで。じゃあ、私は……」

「む。姫君が腰に差しているのは、私のライバルじゃないですか」

「ライバル？」

「私は連れていかないのに、そいつらはいいんですか」

「ああ、この短剣のこと？　これはね、レオンが私のために腕利きの刀かたな鍛か冶じに作らせたものなんだ。細さい工くが綺き麗れいだろう？」

「綺麗？　ご冗じよう談だんを。正直に申し上げますが、私の方が百万倍は綺麗です」

　ツンと澄すまして言い切られると逆らい難がたいが、二本の短剣はレティシアの宝物だ。柄つかと刃やいばに繊せん細さいな飾り細工の入った優ゆう美びな品は、両刀使いのレティシアが初めて得た自分だけの武器だった。レオンの意向で実際に人を殺めたことがなく、従って未いまだ血で穢けがれてはいないが、この先はどうなるかわからない。レオンを救うためには、この短剣で誰かを倒さねばならないからだ。

「……どうしたの、イヴァ？」

　いよいよ部屋から出て行こうとしたレティシアは、急におとなしくなったイヴァを訝しむ。その視線は窓の向こうへ鋭するどく据すえられ、彫刻めいた横顔は取りつく島がないほど緊張が張り詰めていた。

「──来ましたね」

「え……」

　誰が、と問いかけようとして唇を止める。

　窓は閉めてあるのに、凍こおりつくような風が頰ほおを撫なでていったせいだ。覚えのある不気味な気配は、対たい峙じこそしていないがキリアンを結けつ界かいに封じ込めた魔導士のものだった。

「こんな時に……」

　間の悪さに思わず臍ほぞを嚙むレティシアに、ようやく表情を緩ゆるめたイヴァが「そうでもありませんよ」とおかしなことを言う。

「姫君が探しに行くまでもなく、レオンさんも一緒に来ていますから」
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　レティシアが両手に短剣を握にぎり、七星城から東とう翼よくの庭へ飛び出した時、すでに魔導士の生み出した結界は広大な薔ば薇ら園えんを侵しん食しよくしつつあった。

「どういうこと……」

　ドーム状の結界は空気の色が明らかに変化し、不ふ吉きつな灰色の光を帯おびている。だが、先日の夜とは様子が違い、ところどころで間断なく火花が弾けていた。眩まぶしさに目を細め、レティシアは中で何が起きているのか必死で見定めようとする。もし、キリアンがまた閉じ込められていたらイヴァの力を借りなくてはならない。そのため、彼を契約の指輪に封印して右手の中指と薬指に嵌はめてきた。

　──だが。

「そちらへ近づくな、レティシア」

「キリアン……良かった、無事だったんだね！」

　ホッとして駆け寄ろうとしたが、思わずレティシアは足を止める。

　先に外へ出ていたキリアンは、長剣を右手に苦々しげな瞳で結界を睨んでいた。左手は真まっ直すぐ結界へ向けられ、手のひらで風を押し返しているように見える。その唇が微かに動き、何か複雑な『呪』を唱となえているのが耳に入ってきた。

「──……──」

　それは人語とは思えず、不ふ協きよう和わ音おんの羅ら列れつにしかレティシアには聞こえなかった。だが、彼が自身の『呪』によって姿を見せない魔導士に対たい抗こうしているのは明らかだ。結界の侵しん食しよくをギリギリで食い止め、七星城全体が吞のみ込まれないように撥はね付つけているのだ。

「あれは一体……」

「へぇ、これは驚いたな。あいつが操れるのは雷いかずちだけかと思っていたが」

「……レオン……」

　まさか、と反射的に声の方へ向き直る。

　視線の先に、イヴァが予言した通りの人物──レオンが立っていた。

「レオン、これはどういうこと……？」

　よもや彼が関係しているとは思いたくないが、レオンの表情は捕らわれていた者のそれではない。むしろ飄ひよう々ひようと自信に満ち、凱がい旋せんとでも呼びたくなる表情をしていた。

「答えてよ、レオン。あの結界は何なの？　どうして、今まで帰ってこなかったの？　私はずっと心配していたのに、連絡もくれないでどこにいたの？」

「レティシア……」

「あの結界は、この間の魔導士が生み出したものでしょう？　レオンは、そいつと一緒にいたの？　それとも、自由を奪われて今まで逃げられなかったの？」

「…………」

「答えてよ！」

　もう、どんな返事がこようと驚かない。それよりも、一刻も早く真実が欲しい。

　そんな気持ちで叫ぶレティシアに、ようやくレオンが口を開いた。

「レティシア、俺は組織に戻った」

「え……？」

「おまえが、魔ま剣けんを召しよう喚かんするのを見たんだ。それで、決心がついた。俺は、もうお役やくご免めんなんだってな。レティシア、俺はもうおまえに幸せを与えてはやれない。俺はただの人間で、魔族のおまえとは一緒にいるべきじゃないんだ」

「な……にを……言ってるの……？」

　耳に流れ込む言葉は、とっくに理解の範はん疇ちゆうを越えている。ほんの少し前まで、キリアンに憎まれ口を叩きながら七星城で楽しげに暮らしていたレオンはどこへ消えたのだろう。今、目の前にいる青年はまるで知らない相手のようだ。人を食った笑顔も、意外に柔らかな光を宿す瞳も、何より声から温もりが無くなっている。

　こんな男は知らない──思わずそう呟きかけ、レティシアは慌てて唇を引き結んだ。どんな顔かたちであったとしても、レオンには変わりがない。

「ねぇ、レオン。どうしたの？　何かおかしいよ？　ひょっとして、魔導士に『呪』をかけられてしまったの？　それで……」

「無駄だ、レティシア。その男は、『呪』になどかかっていない。正気だ」

「そんなはずない！」

　キリアンの冷静な一言に、思わず強く反発した。レティシアは激しく首を振り、レオンにも否定してほしくて詰め寄ろうとする。だが、踏み出そうとした足はどうしても動いてはくれなかった。本能が、恐怖を感じているせいだ。

「どうして……私がレオンを怖れるなんて……ありえない……」

「怖れて当然だろ、レティシア。俺は、刺客として舞い戻ってきたんだから」

「刺客……？」

「グレウスが、とうとう痺しびれを切らせたか」

　薔薇園へ視線を留めたまま、キリアンが不ふ敵てきに笑んで見せた。こめかみにうっすら汗が滲にじみ、結界へかざした左の手のひらが小刻みに震えている。それでも声こわ音ねだけはふてぶてしさを保ったまま、相変わらずの調子でレオンへ言った。

「大方、これ以上はクラリッサを黙らせておけないと思ったんだろう。あいつが婚約破棄を発表すれば、バルディ家は第一王子を見捨てたと噂がたつ。これまで築いてきた王家との信頼関係に関わるからな。あの男の計画は、あくまで俺の死による婚約破棄だ」

「洞どう察さつはお見事だが、俺が組織へ戻ったのはその前からだ。もともと、機を見て戻るつもりだったしな。キリアン、おまえは初めから俺の標的なんだから」

「…………」

「結界の侵しん食しよくを食い止めながら、俺と刃を交わせることはできない。俺と戦えば、魔導士の結界が七星城を吞み込んで二度と外界へは出られなくなる。どうする、黒の王子？」

「やめて、レオン！」

　キリアンを庇かばうように、レティシアが前へ飛び出した。今度は、自由に足が動く。キリアンを守るためなら、どんな恐怖にも打ち勝てると心が叫んでいた。

「レティシア、俺と戦う気か？　まさか、俺を斬きるつもりか？」

　冷ややかに瞳を細めて、レオンが問いかけてくる。

「一緒に生きてきた俺より、傲ごう慢まんで呪われた黒の王子を選ぶのかよ？」

「どっちを選ぶか、なんてどうでもいい！」

　左右に短剣を握り締め、凜りんと言い返した。同時に、おかしな既き視し感かんを覚える。

　そうだ、レオンを探しに行こうとした時に、キリアンから同じような選択を迫られたのだ。二人のうち、どちらを選ぶか。それぞれが自分にとっては大切な相手なのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　だが……──。

「キリアンを、殺させはしない」

　喉のどから振り絞るように声を押し出し、レティシアは両手の剣を構えた。

「レオン、貴方と戦う気なんかない。でも、キリアンを殺すと言うのなら阻そ止しする」

「へぇ、腹を決めたな、レテシィア」

　感心したようにレオンが呟き、歪ゆがんだ笑みを浮かべる。だが、一方ではキリアンが真意を確かめるように問いかけてきた。

「……レティシア、おまえが兄と慕したった男だ。斬り合えるのか？」

「それは……」

「迷うくらいなら、剣を収めろ。一瞬の隙すきが勝負を決めるぞ」

「…………」

　もっともな意見に、再び心が揺らいだ。キリアンの声も、気のせいか少し苦しそうだ。魔導士の力は強く、防ぼう御ぎよで精一杯なのだろう。これ以上、考えている時間はなかった。

「私は迷わない、キリアン」

　きっぱりと言い切ると、レオンを真っ直ぐに見つめ返す。

「ここには、貴方以外にも守りたい人たちがいる。ジュールやノクス、庭師のおじいさんや使用人の仲間たち……そうでしょう？」

「欲よく張ばりな女だ」

　ふっとキリアンが横顔で笑んた。彼は左手を引いてこちらへ向き直ると、ほんの一瞬だけレティシアへ笑顔を見せる。疲労が色濃く表情を彩いろどっていたが、誇り高い眼差しは漆しつ黒こくの矢となってこちらを鋭く貫つらぬいた。

「では、ここはおまえに任せる」

「待って！　まさか、キリアン……」

「どのみち、結界へ入らねば魔導士は倒せない。あれは、俺が対峙すべき相手だ」

　言うが早いか、彼は踵を返して駆け出した。ロングジャケットの裾すそが、視界に鮮あざやかに翻ひるがえる。次の瞬間、キリアンは肩越しに振り返ると、レティシアへ叫んだ。

「俺を選べ、レティシア！」

「え……」

「俺は、もうおまえを選んだぞ！」

　どういう意味かと問い返す間もなく、キリアンは再び背中を向けた。

　その姿が灰色の結界へ消えていき、たちまち見えなくなってしまう。獲え物ものが飛び込んで歓かん喜きしているのか、一ひと際きわ激しい火花が二度、三度と結界を巡めぐった。

「キリアン……」

「相変わらず、気き障ざな野郎だな」

　やれやれ、とレオンが嘆息する。

　毒気を抜かれたような声音は、束つかの間まかつての彼を彷ほう彿ふつとさせた。

「……レオン、これはどういうこと。私にちゃんと説明して」

「さっきも言っただろうが。俺は、組織に戻ったんだよ。そうなると、殺す標的は自おのずと決まってくる。俺は、もとからキリアンが気に食わなかったしな」

「…………」

「しかもレティシア、おまえはとうとう自分が何者かを知った。この先、おまえが『白』の魔族として生きていくなら、『黒』の属性魔力を持つキリアンとは永遠に平行線だ。側にいたところで幸せになどなれっこない。それなら、俺が躊ちゆう躇ちよする理由は何もない」

「あるよ！」

　無む我が夢む中ちゆうで、レティシアは言い返した。

「私はキリアンを守ると誓ちかったんだ！　レオンがキリアンを殺すというなら、私は貴方を全力で食い止める！　レオン、お願いだから考え直して！」

「止める……？　どうやって？」

　レオンが、片かた眉まゆを器用に上げた。ハナから、レティシアと刃を交えるつもりなどないらしい。まともに戦ったところで勝てる相手ではないし、彼がみくびった態度に出るのも当然だった。

「く……」

　これは悪夢だ。現実なんかじゃない。

　何度も頭にそんな考えが浮かび、そのたびにレティシアは打ち消した。

　もしレオンが本気でキリアンを殺しに来たのなら、自分も覚かく悟ごを決めて現実を見つめなくてはならない。こうしている間にも結界の侵食はじりじりと進み、全てを吞み込もうと殺気を膨ふくらませている。

「キリアンに、勝ち目はない」

　冷たい響きが、レオンの唇から放たれた。

「いくら魔力が使えても、キリアンは所しよ詮せん人間だ。魂たましいの半分を『黒』の魔族へ捧げ、厳しい修行を積んだ魔導士に対抗できるもんか」

「キリアン……」

「諦めろ、レティシア。キリアンには、死があるのみだ」

「…………」

　気のせいか、魔導士の結界は色を濃こくしているようだ。

　非ひ情じようなレオンの言葉に、左右の短剣を持つ手に力が入った。

「魔導士〝月〟は、自分の影を作りたがらない。姿は見えないが、薔薇園でキリアンと対峙しながら、奴の魔力が弱まったところでいっきに片付ける腹づもりだろう。どうする、レティシア？　俺や〝月〟を魔剣で薙なぎ払うか？」

「やめて……」

　短剣の柄を握り直し、レティシアは無意識に剣を構える。

　こんなのはおかしい。どうかしている。

　心が拒否しているのに、レオンへ向けた刃先を下ろせない。

　心と身体がバラバラになりそうな錯さつ覚かくに襲おそわれ、レテシィアは歯を食いしばった。
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　暗く澱よどんだ風が渦巻く中、結界の中心に黒いマントの男が立っていた。キリアンは一度足を止め、腰から愛用の長剣をすらりと抜く。イヴァが使えれば心強かったが、レオンと斬り合うのならレティシアに預ける方が安心だった。魔剣を上手く用もちいれば、相手を殺さずして屈くつ服ぷくさせることも可能だ。

　しかし。

「そうなると、問題はこっちの方か」

　口の中で低く呟き、気を引き締めて相手へ近づく。こちらの存在に気づいているだろうに、黒いマントの男は丸腰のまま、少しも慌てた様子は見せなかった。

　だが、それも道理だろう。何しろ、ここは男が作りだした空間だ。以前、キリアンを閉じ込めたのと同じ結界は、新たな来訪者を歓迎すべく勢いを増していた。

「ようこそ、おいでくださいました。キリアン様」

「貴様、先日の魔導士だな。フードを取って顔を見せろ！」

「怖れながら、それだけはご容よう赦しや願います。見たところで、気持ちの良いものでもございません。何しろ、この身は『黒』の魔族に生きながら食われているも同然。『白』の魔族同様に、彼らも餌えさには始終飢うえておりますからな」

「…………」

　不気味なことを言い、魔導士はにんまりと唇の両端を上げる。目ま深ぶかに被ったフードのせいで顔立ちはわからないが、そんなに老人でもなさそうだ。背がそこそこ高く、瘦やせ細った身体からだはマントから伸びる腕からも容よう易いに知れる。

「しかし、運命とは不思議なもの。黒の王子が、『白』の姫君と暮らしているとは。それにも拘かかわらず貴方様の『呪』が解けないのは、彼女の目覚めが不完全なせいですね？」

「おまえには関係ない。外げ道どうの魔導士が」

「おやおや、これはひどい仰りようだ。まぁ、そうカリカリなさらずに。それにしても、キリアン様には驚かされました。私の結界が増殖するのを、左手だけで抑えるとは」

「妙みような世せ辞じなど不要だ」

「いえ、真実でございますとも。人間でありながら生まれつき『黒』の魔力を備え、しかも桁けた外はずれに強力だ。我々魔導士が数十年かけて会え得とくする術を、キリアン様は難なく使いこなしてしまわれる」

　そう言っている間にも頭上では不ふ穏おんな熱気が音を立て、視界を包む灰色が濃くなっている。キリアンを吞み込んで侵食は止まったようだが、それは結界の力をこちらに集中させているためだろう。何とか動くことはできるが、この中で己の魔力は使えない。つまり、生身で魔導士を倒す方法を見つけなくては勝機はなかった。

「剣などお捨てなさい。無駄なことです」

　キリアンの動揺を煽あおるように、男が余裕たっぷりに忠告する。

「それより、せっかくの再会です。もう少し情じよう緒ちよある会話でもいたしましょう」

「……何の話だ」

「なんと薄情なお言葉だ。まぁ、キリアン様がわからぬのも無理はありませんが」

「…………」

「では、この文もん句くに聞き覚えはありませんか？」

　キリアンの戸惑いをよそに、男は浮かれた調子で口を大きく開いた。そうして吐き出された声はガラリとトーンが高くなり、完全に女性のものになる。まるで彼の口を借りて別人が語りかけてくるかのように、激しい違い和わ感かんを伴ともなって男は言葉を紡つむいだ。

「〝『白』の姫には、決してキスをしてはなりませんよ〟」

「き……さま……」

「おお、顔色が変わられた。してみると、覚えておいでなのですね。そうです、私です。かつて貴方様の乳う母ばを務めていたアンシャムです」

「アンシャム……だと……」

　驚きよう愕がくのあまり、うっかり長剣を取り落とすところだった。キリアンは急いで柄を握り直し、まだ信じられない思いで男を見返す。どこからどう見ても記き憶おくの人物と男に共通点はなく、それどころか性別さえ違っていた。

「私の名前は〝月ユエ〟と申します、キリアン様」

「〝月〟……」

「左さ様よう。キリアン様にかけた『呪』は、貴方様がお小さい頃にはまだ安定しておりませんでした。どんな綻びから真の姿が零れるか、案じられたグレウス公爵の命にて乳母へと姿を変え、しばらくお側にて仕えさせていただいたのです」

　そういえば、とキリアンは遠い記憶を手繰り寄せる。

　グレウス公爵の紹介とあって雇やといはしたものの、どういうわけか父の国王はアンシャムをひどく敬けい遠えんしていた。そのため、僅か一年足らずで解かい雇こしてしまったのだ。だが、寝物語にまで『白』の姫を避さけろとくり返していたのだから、思えばあの頃から全ては〝月〟の手のひらにて始まっていたのだろう。

「くそ……！」

　歯嚙みする思いで毒づいたとき、息が苦しくなってきたことに気づく。視界の灰色はどんどん濃さを深くし、濃のう霧むのようにキリアンを包み始めた。

「おや、苦しそうですね」

　うっとりと〝月〟は呟き、苦く悶もんの表情のキリアンへ笑いかける。ああ、とキリアンはようやく納なつ得とくをした。今の愉悦に満ちた笑い方、アンシャムにそっくりだ。

「私が王子たちにかけた『呪』は、非常に繊せん細さいなものでした。また、王子に魔力をもたせるため、『黒』の魔族との取り引きもせねばならなかった」

「……う……」

「私の『呪』は何重にも重なり、一つの形を成しているのです。こればかりは、浄じよう化かに特化した者──『白』の魔力を用いなければ解呪は難しい。言いかえれば、『白』の魔族と接触しない限り安あん泰たいなのです」

「……待て。おまえ、今〝王子たち〟と言ったな？　それはどういう……意味……」

「あまりしゃべらない方がよろしいですよ。寿じゆ命みようを縮めます」

　勝ち誇ったような響きが、幾いく重えにも割れて非常に耳みみ障ざわりだった。苦しさから今にも地面へ膝ひざを突きそうなキリアンに、〝月〟が様子を窺おうと屈かがみこんでくる。まったく見事に乳母に化けていたものだと、こんな場面なのに笑みが浮かんだ。

「キリアン様、どうかお許しを。黒の王子である貴方様が即そく位い直前に亡なくなり、金の王子のユーシス様が即位する。それが、グレウス公爵の書いた筋書きなのです。その裏に描かれた愛憎の物語は、私にとって実に興味深い。それで、協力することにしたのですから」

「……ごちゃごちゃと」

「キリアン様？」

「しゃべるのを止やめるのは貴様の方だ、〝月〟！」

　叫ぶや否いなや、キリアンは思いきり長剣を天空へ投げつけた。

　鋭い切っ先が頭上の一点を目指し、目に見えぬ結界に刃が突き刺さる。それはほんの一瞬にすぎなかったが、瞬まばたきする間があれば充分だった。

「雷ッ！」

　キリアンの一声に呼こ応おうして、天から一直線に雷光が〝月〟の全身を貫つらぬく。

　結界はすぐ閉じたが、一撃は間違いなく魔導士を焼しよう却きやくした──はずだった。

　ところが。

「何だと……」

　炎ほのおがあがるどころか、肉の焦こげる匂いさえしない。確実に仕留めたと思ったのに、目の前の〝月〟は何もなかったような様子で、結界から弾き返された長剣を踏ふみつけた。

「キリアン様、私の肉体はここにはないのです」

「何を……」

「私は東の国の者。今ここにいるのは、その影です。従って、魔剣ででもない限り私を傷つけることは叶いません」

「く……ッ……」

「さぁ、そろそろ呼吸も儘ままならなくなってきたのではありませんか？」

　まるで眠りへ誘うように、そっと〝月〟が囁ささやいてくる。

　キリアンはついに地面へ両りよう膝ひざを突き、遠のく意識を何とか繫つなぎ止めようと足あ搔がいた。

「まだだ……まだ諦めるわけには……いかない」

　懸けん命めいに息を整え、持てる限りの魔力を指先へ結集させる。雷で結界を破れる自信はないが、もう他に方法がない。どこかに綻ほころびさえ作れれば、そこから光を呼び込める。

　ふと、レティシアの面おも影かげが脳のう裏りを掠かすめた。

　キリアンは苦笑し、再び顔を上げた。
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「俺に剣を向けるのか、レティシア」

　何の感情も含まず、淡たん々たんとレオンが呟いた。

　彼はひとつ息を吐き、腰の鞘さやから剣をすらりと抜き取る。愛用の長剣はジュールが取り上げたままだが、レオンの腕前なら問題なくレティシアと斬り合えるだろう。

「じゃあ、仕方がねぇな。俺よりキリアンを選ぶってことか」

「違う……そういうことじゃ……」

　気がつけば晴天だった頭上は、重たく雲が幾重にもたちこめている。〝月〟の結界と同じ魔の色だ。レティシアは懸命に声を絞り出し、レオンに向かって訴えた。

「レオン、お願いだから剣を引いて。私は、貴方と戦うために剣を覚えたんじゃない」

「だったら、おまえが先に引け。そうして、キリアンのことは諦めろ」

「嫌……」

　一瞬、天から雷光が結界を突き破り、魔導士とキリアンの影が浮かび上がる。熱風が螺ら旋せんを描いて身体に絡からみつき、服や髪が大きくはためいていた。苦しげな横顔が瞼まぶたに焼き付き、次の瞬間には視界が灰色に曇っていく。

　吞み込まれる──そう思った。

　この前は嬲なぶるように時間をかけていたが、魔導士はすぐ決着をつけようとしている。

「嫌……キリアン……」

「レティシア」

「嫌ッ！　諦めるなんてできない！」

　あらんかぎりに絶ぜつ叫きようし、レティシアは地を蹴けった。ハッとしてレオンが剣を構え直し、額へ打ち下ろした右の一いち撃げきを刃で受け止める。だが、同時にレティシアの左の短剣が弧こを描き、レオンの右脇腹から胸にかけて鋭く抉えぐった。

「……く……」

　鮮あざやかな血ち飛しぶ沫きが舞い、レティシアは呆然と我が目を疑う。

　まさか、反はん撃げきしないとは思わなかった。レオンなら攻撃のパターンを読んで、必ずかわすと思っていたのだ。

「レ……オン……？」

　大量に血を流しながら、レオンはゆっくりと地面に倒れていく。返り血に濡れた左手ががくがくと震え、肉を切った感かん触しよくに吐はき気がこみ上げてきた。

「レオン……レオン！」

　赤子のように取り乱し、おろおろと名前を呼び続ける。苦く悶もんの表情を浮かべるレオンに成なす術すべもなく、レティシアは涙を流すことさえできずにいた。

「どうして……一体どうして……」

「バー……カ。勝っておいて、そんな顔……するな……」

「あんなの勝負じゃない！　レオンは避けなかった！　何故なのっ？」

　引き攣つるような声で縋すがりつくと、ふっとレオンが表情を綻ほころばせる。そうして一度深く息をつくと、ゆっくりと右手をこちらへ伸ばしてきた。震える指先が髪に触れ、レティシアは胸が潰つぶれそうになる。

「おまえとは……最初から斬り合うつもりなんか……ねぇよ」

「え……」

「俺が守ると……決めたんだ。レティシア……おまえを拾った時から……」

「…………」

「けど……ここでおまえを足止めしねぇと、〝月〟が隙を見せねぇからな」

　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！

　話の途中で立て続けに雷らい鳴めいが轟とどろき、閃せん光こうが曇り空を引き裂いた。地面が大きく揺れ、衝撃にレオンが顔をしかめる。だが、彼は不敵に唇の端を上げると「キリアンの野郎、けっこうしぶといな」と苦笑いで悪態を吐ついた。

「レティ……シア……急げ……早く……まだ間に合う……〝月〟の影を……作れ……」

「〝月〟の……影……？」

　そういえば、先ほども同じことを言っていた。魔導士〝月〟は、自分の影を作りたがらない。あれは、何かを示し唆さしていたのだろうか。

「どういう意味？　それに、私と斬り合う気なんかなかったって……」

　レティシアはレオンの唇に耳を近づけ、彼の言葉を懸命に聞き取ろうとした。か細い息いき遣づかいの下、彼は強きよう靭じんな精神力で言葉を紡ぐ。掠かすれて響く声音は、聞き慣れた陽気なものとはまるきり別人だった。

「〝月〟は……強力な魔導士だ。あの夜、結界に阻はばまれたキリアンを見た時……真っ向から攻めたんじゃ埒らちが明かない……そう思った……」

「レオン……」

「キリアンなんか、俺にはどうでもいいけどな……けど……あいつが死んだら、おまえ泣くだろ……それは……まずいから……なぁ……」

「まさか……レオンは、〝月〟の弱点を探るためにわざと……？」

　レオンは、笑んだまま答えない。そうだったんだ、とレティシアは悲しみの中で悟り、髪に触れる彼の指を上からそっと手のひらで包んだ。

「レオン、貴方は私の唯一人の家族なの。貴方がいたから、私は生きてこられた」

「……レティシア……」

「ただ生きてきただけじゃないよ。笑うこともできたし、一緒にいるだけで楽しかった。今までもそうだし、これからも変わらない」

「……そうか」

「うん」

　満足そうに微笑む顔に、力強く頷いた。

　そうして「すぐ戻る」と小さく囁いてから、おもむろに立ち上がる。

「〝月〟の影を作る……」

　レオンが、危険を顧かえりみずに摑んでくれた情報だ。

　無駄にはしない、絶対に。

　薔薇園では、結界のほとんどが灰色に染まっていた。キリアンも必死で持ち堪こたえているが、押し切られるのは時間の問題だろう。その前に、何としてもケリをつけてしまわなくては。レティシアは深く息を吐き、薔薇園に向かって駆け出した。

「我が手に宿れ！　モルギアナ！」

　直後に指輪が光輝き、眩まばゆい光が集って魔剣の形を成す。無我夢中でそれを振り上げ、結界の中にいるキリアンへあらん限りの声で呼びかけた。

「キリアン！　今から結界を破る！　だから、貴方は〝月〟の影を雷で撃って！」

「レティシアか？　どういうことだ？」

「結界が破れれば、光が差す！　〝月〟にも必ず影が生まれる！」

　天に突き上げた魔剣の切っ先に、どんどん白光が結集する。キリアンの横顔、レオンの笑顔──そして出会った全ての愛しい人々を胸に思い描き、レティシアは全身全ぜん霊れいを込めて声を逬ほとばしらせた。

「やああああああ──ッ」

「雷ッ！」

　勢いよく振り下ろした魔剣が、灰色の空気を切り裂いていく。同時にキリアンが召喚した雷光が、激しい雷鳴と共に空から放たれた。魔剣によってひび割れた結界は衝撃で霧む散さんし、一瞬だけ〝月〟の姿が白日の下に晒さらされる。

「ぎゃあああああああ！」

　やった、と渦巻く光の波に巻き込まれながら、レティシアは呟いた。

　人間の者とは思えない断だん末まつ魔まが、轟ごう音おんの中でかき消えていく。

　あちこちで散る火花の向こうには、見慣れた黒装束のキリアンが立っていた。

「終わった……の……」

　頭上の暗雲が消え去り、晴れやかな青と初冬の陽光が戻ってくる。

　我に返ったレティシアの目に、色鮮やかな冬咲きの薔薇がそよいでいた。

　けれど、安堵の直後に襲ってきたのはどうしようもない喪そう失しつ感かんだ。〝月〟を倒し、七星城を守った代だい償しようが今ひどく自分を苦しめている。何故なら──。

「──レオン！」

　レティシアは踵きびすを返し、レオンの元へ駆け戻った。横たわる彼の傍かたわらにキリアンも近づいてきたが、暗い翳かげの差した瞳を見ただけで成す術すべもないのは明らかだ。

「レオン、レオン、しっかりして！」

　崩れるように座り込み、必死で彼へ呼びかける。レオンはかろうじてまだ息をしていたが、一呼吸ごとに弱々しくなっていくようだ。消えゆく命の火を守れないもどかしさが、レティシアの全身からみるみる力を奪っていった。

「レオン……」

「……レティシア」

　半ば放心状態でいると、誰かが肩を摑つかんで揺さぶってくる。キリアンだとわかっていたが、顔を上げる気力さえ湧いてこなかった。

「おまえ、『白』の姫君なんだろう。俺が言ったこと、覚えているか？」

「え……？」

　もはや考えるのも億おつ劫くうで、虚うつろな眼差しを彼に向ける。キリアンはこれみよがしな溜め息をつくと、屈んで顔を近づけてきた。

「早く目覚めろ──そう言っただろう」

「あ……うん……」

「おまえが目覚めれば、俺にかけられた『呪』は解ける。それで何が変わるのかは知らないが、おまえの力は浄化だからな。浄化と癒いやし、再生……わかるか？」

「…………」

　こんな時に、キリアンは何を言っているのだろう。最さい期ごの瞬間まで静かにレオンに寄り添っていたいのに、それさえ許さないつもりだろうか。

　レティシアは謎なぞかけのような言葉が煩わずらわしくなり、無表情のままレオンへ視線を戻そうとした──が。

「バカか、おまえは」

　乱暴に二の腕を摑まれ、無理やり彼の方を向かされる。放っておいてほしいのに、とさすがに腹をたて、文もん句くを言おうとした時だった。

「まさか、こんな形で封印を解くとはな」

　自じ嘲ちよう気味な呟きが、キリアンの唇から零こぼれ落ちる。彼は短く溜め息をつき、すぐに何かを決心したように力強い眼差しを向けてきた。

「な……に……」

「目覚めろ、暗あん殺さつ姫ひめ」

　低く囁いた直後、キリアンがゆっくりと唇を重ねてくる。一瞬、何が起きたかわからなかった。だが、柔らかな感触は生まれて初めての口づけを意味している。

「ん……ぅ……」

　喉が鳴り、体温が上昇した。

　拒こばむ間もなく深く重なり合い、呼吸ごと全てを奪われる。擦こすれ、啄ついばまれ、甘く吐と息いきが溶け合う時間、レティシアの思考は完全に止まっていた。

　──刹せつ那な。

「あ……」

　急激に身体の内側が熱くなり、細さい胞ぼうが殻からを脱ぎ捨てるような感覚に捕らわれる。

　心地好い浮ふ遊ゆう感かんと、指先まで漲みなぎる熱量。

　薄く開いた瞳に、膜まくを一枚剝はがしたような鮮やかな光景が広がっていく。

「な……に……」

　身の内に起きた変化に戸惑い、答えを求めてキリアンを見つめ──そうして息を吞んだ。

　目の前にいるのは、間違いなくキリアンだ。

　不ふ遜そんな表情、取りつく島のない雰ふん囲い気き。何もかも以前と同じで……全然違う。

「キリ……アン……？」

　優しい風が、頰や髪をなぶっていった。

　キリアンの髪が揺れ、光の粒が毛先まで流れていく。陽光に煌きらめく金色は、透すけてしまいそうなほど美しい輝きを帯びていた。
















「キリアン、なの……」

「これでわかったか、レティシア」

　口を開けば、よく知った無ぶ愛あい想そうな声音に安堵する。しかし、不ふ遜そんな目つきでこちらを見返しているのはすでに漆黒の闇やみではなかった。

「わからない。どういうこと……？」

「…………」

「おまえの封印は耳飾りじゃない、唇だ。今のおまえなら、浄化と癒いやしの力が使える」

「浄化と……癒し」

　無意識にくり返すと、苛いら立だったように「しっかりしろ」と叱しかり飛ばされる。だが、それは無理というものだ。まだ現実に頭が追いつかず、レティシアの心は喪そう失しつと驚きで混乱を極めていた。

「本当に、キリアンなの……？」

「くどい」

　一言で切り捨てられたが、黒の王子と呼ばれた片へん鱗りんはどこにもない。漆黒の髪は黄金色に、黒こく曜よう石せきの瞳は深い湖の色に変わっていた。レティシアは魔法にかかったような心もちになったが、続くキリアンの言葉ですぐさま我を取り戻した。

「聞こえなかったのか、バカ。おまえには、浄化と癒しの力があるんだ」

「……じゃあ……」

　ようやく、彼の言わんとすることが吞み込めた。新たな希望が胸に生まれ、鼓こ動どうが期待の音を刻み始める。レティシアは急いでレオンを振り返り、血まみれの手をしっかりと自分の両手で握り締めた。

「感かん傷しように浸ひたる前に治ち療りようを急げ。その男の命が尽つきる前に、おまえの力で呼び戻せ」

「……うん！」

「まさか、この男のために切り札を使うとは……やれやれだ」

　苦々しげにそう言い捨て、金の髪の王子は面めん倒どうそうに腕を組む。

　だが、声音とは裏うら腹はらにその表情は晴れやかだった。
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「お、お待ちください！　どこの使いの方かはわかりませぬが、ただいまユーシス様はどなたにもお会いになりたくないと仰おおせです！　決して誰も部屋へ通すなと！」

　一体、この若者はどうやって城の警けい備びを突とつ破ぱしてきたのか。

　頭から目ま深ぶかにフードを被かぶり、全身を長いマントで隠しつつも、その足取りには迷いがない。彼は王宮内をまるで我が家ででもあるかのように歩き、引き止めにかかる衛えい兵へいの言葉にも耳を貸す素振りすら見せなかった。そうして真まっ直すぐ第二王子ユーシスの住む東とう翼よくへと進み、部屋へと通じる扉とびらの取っ手へ手をかける。

「それ以上はなりません！」

　さすがに声を荒あらげ、追ってきた衛兵の一人が剣を抜いた。物もの怖おじしない態度、不ふ遜そんな佇たたずまい、加えて纏まとっているマントには王家の象しよう徴ちよう、百ゆ合りの縫ぬい取りがしてある。名もない一般人が城門をくぐれるわけはないし、さては王家縁ゆかりの者かと遠えん慮りよをしていたが「決して誰も通すな」と言うのはユーシスからの厳げん命めいだ。

「ふん。この俺に剣を向けるとは、不ふ敬けいな奴やつだ」

「何……」

「剣を引け、無礼者」

　フードの下から、冷ややかな眼まな差ざしが衛兵たちを貫つらぬいた。仮にも王族の守りを務つとめる職に就つきながら、不ふ審しん者しやに気け圧おされるなどあってはならない。だが、彼らは本能的に畏い怖ふの念を抱き、その目に逆らうことができなかった。

「そうだ、それでいい」

　満足そうに若者は笑んだ。彼は何もなかったように再び取っ手を摑つかんだが、考えを変えたのか引く前に「ユーシス」と声をかけた。

「ユーシス、いるなら開けろ。俺だ、キリアンだ」

「キ、キリアン様？」

「真まことに……真にキリアン殿下なのですか！」

　衛兵たちが一いつ斉せいにどよめき、真実を知ろうと若者へ詰め寄る。だが、もし彼の言葉が本当ならここまで難なんなく入ってこられたのも当然だった。長らく七しち星せい城じようへ移ってはいたが、先日のユーシス主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいでキリアンは久方ぶりに王宮へ顔を出している。衛兵の中にも姿を見た者は多く、漆しつ黒こくの容姿と美び貌ぼうは強きよう烈れつな印象を残していた。

「怖れながら、キリアン殿下！　もし、それが真ならばぜひフードをお取りください！」

「我らとて、王家一族をお守りする任に命をかけております。仮にも第一王位継けい承しよう者しやの御み名なを名乗られるからには、やはりお顔を確認いたしませんと！」

　衛兵たちは慇いん懃ぎんに頭こうべを垂たれ、若者へ懇こん願がんする。あまりに実直な仕事ぶりにやれやれと嘆たん息そくし、しかし一いち理りあると彼は頷うなずいた。

「貴様らの忠義に報むくいよう。だが、初めに言っておく。俺の姿を見ても、決して騒ぐな」

「は……それはどういう……」

「どうでもこうでもいい。とにかく騒ぐな。良いか？」

「御ぎよ……御ぎよ意い」

　意味がわからず首を傾かしげる一同の前で、ゆっくりとフードが外される。直後に彼らが目にしたのは、黄おう金ごんもかくやという見事な金きん髪ぱつだった。絹きぬの如ごときそれらは金の粒を含んでまばゆく煌きらめき、高貴な獣けものを思わせる鋭するどい瞳ひとみは深い湖のような翠みどり色いろだ。

「お……お……」

　誰もが見たものを信じられず、絶ぜつ句くしたまま口をぱくぱくさせている。騒ぐな、という言いつけはお陰かげで守られたが、キリアンは非常な居心地の悪さに顔をしかめた。

「納なつ得とくしたか。では、もういいな」

　質問攻めに遭あうのを避さけるため、早々に再びフードを被かぶる。同じ手で幾いくつもの検問を突破し、相手が呆ぼう然ぜん自じ失しつの間にここまで来たのだ。これ以上、足止めを食らうわけにはいかなかった。

　レティシアのキスによって『呪じゆ』が解とかれた今、キリアンが真っ先に案じたのはユーシスのことだった。全ての起こりがグレウスの企たくらみであるのは間違いないが、この姿を見れば頑かたくなだった弟の心にも変化があるかもしれない。だから、これは最初で最後の好こう機きなのだ。何としてもユーシスの口からグレウスの悪行を引き出し、その尻尾しつぽを捕まえなくてはならない。暗あん殺さつ計画に加か担たんした彼もグレウスと同罪ではあるが、キリアンはその件を不問にするつもりだった。自分が忌いみ子ごに産まれたことが素す直なおなユーシスを屈くつ折せつさせ、追い詰めたのだ。この上、宮中が引っくり返るような騒動は表おもて沙ざ汰たにしたくなかった。

「ユーシス、返事がないなら開けるぞ」

　何度呼びかけても、部屋からはコソリとも音がしない。不審に思ったキリアンは、意を決して取っ手を引いてみた。予想に反して鍵かぎはかかっておらず、扉は難なく開いていく。

「ユーシス……」

　しかし。

　人払いをして閉じこもっていたはずのユーシスは、部屋のどこにもいなかった。
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　キリアンの『呪』が解けた事件は、七星城の使用人たちにも大きな衝しよう撃げきだったようだ。しかし、騒ぐ間もなく彼は単独で城へ出かけ、残された者はジュールを中心にレオンの看かん病びようで大わらわとなった。

「とりあえず傷は塞ふさいだし、出血も止まってる。ジュール、後は頼んでいい？」

「任せてください。北ほく翼よくに引きこもっている薬くす師しを引っ張って、レオンさんが一番早く回復する薬を調合させます。レディはどちらへ？」

「ノクスのところ。あの子の『呪』が解除されてるか、確かめておかなきゃ」

　皆にレオンを託たくすと、レティシアは踵きびすを返して裏庭へ駆け出す。レオンは眠ったままだが、彼の生命力の強さを今日ほど心強いと感じたことはなかった。

（急にキスされた時は頭が真っ白になったけど、お陰でレオンが助けられたんだ。キリアンが城から帰ってきたら、ちゃんとお礼を言わなくちゃ……）

　いざ彼を目の前にした時、狼ろう狽ばいしておかしな態度を取らないよう頭の中を整理する。直後はレオンを救うことに夢中だったが、ふと冷静になると顔から火が出そうだ。いくら封ふう印いんを解くためとはいえ、自分にとっては生まれて初めてのキスだった。

（い、いけない、いけない。そんなこと考えてる場合じゃない！）

　キリアンの『呪』は解けたが、黒幕のグレウスを捕らえられたわけではない。しかも、彼が暗殺計画の首しゆ謀ぼう者しやだという確たる証しよう拠こは何もないので、最悪全てを〝月ユエ〟のせいにして逃げられてしまう可能性もあった。

（そんなことはさせない、と言ってキリアンは出て行ったけど）

　グレウスの悪事を証明するには、彼にそそのかされて計画に加担していたユーシスの証言が必要だ。だが、それは彼自身の罪つみを世に暴ばく露ろすることでもある。幼い頃から対立してきた兄のために、はたして彼がそこまでしてくれるだろうか。

　ううん、とレティシアは首を振った。

　今は、キリアンとユーシスの兄弟の絆きずなを信じよう。これまで、ユーシスはキリアンへの憎にくしみを隠そうともしなかった。けれど、短い間だったが彼の側そばにいてレティシアは気づいたのだ。ユーシスが口に出して「嫌いだ」と言う時は、自分自身へ言い聞かせているのだと。ともすれば憎む心が揺らぎそうになる、そういう自分を叱しつ咤たしていたのだ。

（キリアンの『呪』が解けて黒い王子ではなくなった以上、ユーシスが「彼は王位に相応ふさわしくない」って嫌う理由はなくなるんだし。まぁ、性格までは変わらないんだから、キリアンも偉そうなことを言ってまた怒らせなきゃいいけど）

　ありえる、と、そこだけは非常に心配だ。やはり、ノクスの状態を確認したら自分も城へ行くべきだろうか、とレティシアは迷った。イヴァに頼んで飛んでもらえば、すぐにも追いつけるかもしれない。

（……いや、信じるって決めたんだ。キリアンなら、きっとちゃんとやる。大丈夫）

　事は、次期国王の人選を左右するのだ。キリアンだって、いつもの尊そん大だいな態度のままで人の心を動かすのは無理だと知っているはずだ。もし彼が王になるべき器なら、それくらいはちゃんと心得ているに違いない。

（あの人は、私が王位に就けたいと願った人だもの。私はキリアンを信じている）

　瀕ひん死しのレオンを救うため、彼は己おのれの魔力を失うのを覚かく悟ごで封印を解いてくれた。あの行動が全てを語っている。傲ごう岸がん不遜な言動の裏に、どれほどの優しさを隠しているか。

　だから、自分も解放された力でキリアンの力になろう。『白』の姫君として生きるのではなく、彼の盾たてとなり剣となってこの先も歩いていく。

　イヴァは文もん句くを言うかもしれないが、これがレティシアの出した結論だった。

（でも、不思議だな。誰に教わったわけでもないのに、自分の力をどうやって指先へ運び、そこから相手へ移せばいいのか何となくわかる。ううん、わかるんじゃなくて……）

　助けたい──その想いを強く抱けば、胸から溢あふれる感情が光となって体内を巡めぐる。

　身体からだの奥から力が漲みなぎり、それはレティシアの全身からとめどなく癒いやしの波動を生み出していった。こそばゆい感覚は満ち足りた幸福感に変わり、触ふれる相手の生命いのちが息を吹き返していくのが伝わってくる。

「お、お止やめください！　正気を失われましたかっ！」

　聞き慣れない男の声に、レティシアの足がびくりと止まった。ノクスの檻おりは、もう見えている。だが、そのすぐ近くで二人の人ひと影かげが争っていた。

「ユーシス殿下！　どうか、お気を確かに！」

「うるさいっ！　私を……いや私たち兄弟を今まで謀たばかり、父上や母上を悲しませてきた罪は万ばん死しに値する！　グレウス公こう爵しやく、貴様だけは私の手で斬きらねば気が済まない！」

「それは、誤ご解かいでございます。あの魔導士が、苦し紛まぎれにでまかせを言ったのです！」

「黙れ。〝月〟が噓うそを言って何になる。見苦しいぞ！」

　腰の長剣を抜き、ユーシスがグレウスに向けて構え直す。見ていたレティシアは驚おどろいて止めに入ろうとしたが、目にした光景が信じられなくてすぐには動けなかった。

　切っ先を鼻先に突きつけられ、蒼そう白はくになっているグレウス公爵。以前、宮中で見かけた余よ裕ゆうある表情はすっかり消え失せ、今は脂あぶら汗あせを浮かべながらユーシスを凝ぎよう視ししている。ほんの一瞬でも隙すきを見せたら、すぐにも殺されると思っているようだ。

　対するユーシスは憤ふん怒どに燃える形ぎよう相そうで、射殺せんとばかりにグレウスを睨にらみ返していた。優ゆう美びな王子の面おも影かげはなく、絶ぜつ望ぼうと復ふく讐しゆうが瞳を染めている。

　しかし、レティシアが釘くぎ付づけになったのは剣けん吞のんな場面だからではなかった。

「ユーシス……その髪は……目は……」

　思わず、呆ぼう然ぜんと声が出る。ユーシスがハッとしてこちらを見たが、剣は油ゆ断だんなくグレウスを狙ねらっていた。その瞳は闇やみ色いろで、母譲ゆずりだった金髪は漆黒に変化している。まるで、キリアンと外見がそっくり入れ替わってしまったかのようだ。

「どういうこと……どうして、貴方あなたが……」

「〝月〟が……」

　黒い瞳のユーシスが、震ふるえる声を絞しぼり出した。

「私とクラリッサが話している時に、〝月〟がおまえの相棒と連れだってやってきた。そうして、私に話したのだ。グレウス公爵から依い頼らいを受け、『呪』をかけた王子は一人ではないと……そう、私こそが『黒』の魔族に捧ささげられた子どもだった……」

「え……」

「〝月〟の『呪』は兄上の髪と瞳の色を奪うばい、黒の王子として忌み嫌われるようにすること。そのために、魔力まで与えられていた。だが、グレウスの目的は別にあったのだ。兄上の見かけを黒の王子に変え、宮中を混乱と悲しみに突き落とす。そうして、充分に年月がたってから……私をそそのかして、兄上を暗殺させる」

「…………」

「何な故ぜだかわかるか？　私こそが、真しんの黒の王子だからだ！　これこそ、私の真の姿。兄上は、私の擬ぎ態たいに人々が気づかぬよう囮おとりにされたにすぎない！　グレウスは、私が兄上を追い落として王位に就いた瞬間、『呪』を解くよう〝月〟に命令していた。その時、王家はおろかエミール国の人間全てが初めて気づく。自分たちが疎うとんじてきた黒の王子、キリアンこそ本当の意味での王だったと。そうして、誰より王位に相応ふさわしいと思われてきた弟王子の私が、長いこと隠されてきた忌み子であったことを！」

　慟どう哭こくの中で叫ばれた真実が、レティシアの胸を残ざん酷こくに抉えぐる。

　それでは、二人の王子は共に外見を真実とまるきり逆にされ、それぞれ黒の王子、金の王子と呼ばれて育ったというのか。それもこれも、本物の黒の王子を王位に就け、金の王子を退しりぞけるために。

「なんのために……そんな……」

「──復ふく讐しゆうだ」

　先せん刻こくの怯おびえた声とは打って変わり、物静かな声こわ音ねが割って入ってきた。グレウスだ。レティシアはハッとして彼を見つめ、ユーシスは新たな憎しみを瞳に宿して彼へ言った。

「ふざけるな、外げ道どう。貴様に復讐される謂いわれが、一体どこに……」

「王子ではない。私が復讐したかった相手は、国王ランドルフ二世だ」

「何……」

「奴は、私が掌しよう中ちゆうの珠たまのように愛してきたジゼルを強引に奪い去った。婚姻を申し込む一日前のことだ。無む垢くなジゼルを、私がどれだけ大事にしてきたか。どれだけ絶望したか」

　グレウスの目は、すでにこちらを見てはいない。その視線の先には王宮が、そして黒の王子が生まれてから笑いの消えた王家の人間が映っていた。

「私は、立場も忘れて国王へ訴うつたえようとした。考え直してほしいと。ジゼルは、幼き頃より私が妻にと心に決めた唯ただ一人の乙おと女めだと。だが、城へ上がった私に奴が言い放った言葉は、私を地じ獄ごくへ突き落とした」

「父上の……言葉……？」

「どうせ、俺のことだろう。グレウス公爵？」

　檻から出されたノクスが軽快に一声吠ほえ、現れたキリアンに向かって尻尾しつぽを振る。いつの間に手なづけたのか、と驚くレティシアへニヤリと笑えんで見せてから、彼はノクスの頭を二、三度撫なでた。

「ユーシス、おまえを説得しに城まで出向いたというのに、何だこの様ざまは。よくも、この俺に無む駄だ足あしを踏ふませたな」

「あ、兄上……そのお姿は……」

「おまえが宮中で髪と目の色に変化が起きた時、俺にも同じことが起きたんだ。互いの『呪』が解けたってことだな。言っておくが、解いたのは俺じゃないぞ。そこにいる、『白』の魔族の姫君だ」

「『白』の……姫君……」

　まさか、と驚きよう愕がくの視線を向けられ、レティシアは居心地が悪くなる。だが、ユーシスのみならずグレウスからも同様の目で見られていると知って、俄が然ぜん腹立たしくなってきた。いつかは目覚める運命だったかもしれないが、自分が『呪』を解いたことでユーシスはこんなにも悩み苦しんでいる。レオンを助けられた代だい償しようにユーシスを不幸にしたのではないかと、先ほどから葛かつ藤とうが生まれていたのだ。

「おまえはバカか、レティシア」

　鋭くレティシアの内面を見抜き、キリアンが呆あきれたように翠色の瞳を細めた。

「どんな姿形になろうと、俺は俺だ。それは、ユーシスも同じだ。髪や目の色が変わろうが、生まれてから培つちかってきたものは壊こわせない。ユーシス、しっかりしろ。おまえは、何のために今まで王子として生きてきたんだ」

「兄上……」

「初めを思い出せ。王になるためじゃない、まして俺を暗殺するためでもない。おまえが理想の王子たらんと努力した理由は何だ？　そこに誇ほこりはなかったのか？」

「…………」

　凜りんと響ひびく声に、王者の風ふう格かくが滲にじんでいる。

　冷ややかな揶や揄ゆと悪意に満ちた言葉を用いていたキリアンが今、黒の王子の殻からを捨て、真っ直ぐに弟王子へ問いかけていた。

「グレウスの恨うらみは、俺に端たんを発ほつしている。奴が母上を取り戻そうとした時、母上のお腹にはすでに俺がいたんだ。婚姻なんて、奴の妄もう想そうだ。父上が母上を見初め、愛を育はぐくんでいたことに奴が気づかなかっただけだ。そのうえ勝手に母上を聖女のように思い込み、父上を蛮ばん族ぞくであるかのように嫌けん悪おした。だから、嫁とつぐ前に母上が身み重おもになられたことは許し難がたい裏切りに思えたんだ。そうだろう、グレウス？」

「そんな……そんなことで、こんな手の込んだ計画を……？　私に兄上を殺させ、王位に黒の王子を就けることが復讐だと？　父上への？」

「黙れぇぇぇ──ッ！」

　空気を切り裂さくような激はげしさで、呪じゆ詛その声が響き渡る。

「貴様らに、私の受けた屈くつ辱じよくの何がわかる！」

　キリアンの容よう赦しやない指し摘てきに、グレウスは完全に取り乱していた。目を背そむけ続けてきた真実を突きつけられ、耐たえ切れなくなった彼は血けつ相そうを変えて喚わめき散らす。その常じよう軌きを逸いつした様子は、四大貴族の中でも最も権けん威いを持ち、王家への影響力も甚じん大だいと称たたえられたバルディ家の当主とはまったくの別人だった。

　だが、彼にも破は滅めつの迫せまる音は聞こえているのだろう。〝月〟が死に、予定外の早さで王子二人の『呪』が解けたのは大いなる計算違いだったはずだ。全てを知り、己が黒の王子であると絶望したユーシスに拉ら致ちも同然に七星城まで連れてこられ、いよいよ命めい運うんが尽つきるのかと察さつしたに違いない。

「ユーシス、おまえどうしてここへ来た」

　静かにユーシスへ歩み寄り、剣を構えたまま硬こう直ちよくした右手へキリアンがそっと触れた。その途と端たん、ユーシスが剣を取り落とす。彼は震える瞳ひとみで兄を見上げ、少年のようにくしゃりと顔を歪ゆがめて泣きそうになった。

「兄上……私を斬ってください……」

「何だと？」

「私は忌み子です。国に災わざわいをもたらす、黒の王子だ。私は、兄上のように強くはありません。この先、周囲からそんな目で見られるなんて耐えられません」

「…………」

「第一、私は犯はん罪ざい者しやです。兄上を殺そうとした、謀む反ほん人にんなのです。どうか、兄上の手で裁きを。それが、今の私にできる唯ゆい一いつの償つぐないです」

　ユーシスにしてみれば、それが精一杯の謝しや罪ざいだったのだろう。今更どんな言葉で詫わびようが、犯した過ちはどうしたって消えない。それならば不必要な言い訳はせず、潔いさぎくキリアンの手にかかるのを望んだのだ。

　いけない、とレティシアは思った。そんな形での償いを、きっと誰も望んではいない。もちろん、キリアンもだ。そうでなくて、わざわざ城までユーシスの説得に出かけたりはしない。彼は、黒の王子だった自身にも誇りを持っていたのだから。

（でも……）

　兄弟の前へ飛び出していきたい気持ちを、レティシアはぐっと堪こらえた。これは、自分が割り込んで良い問題ではない。長年の鬱うつ屈くつとすれ違い、そしてこれからのこと。全ては、兄弟二人で決めていかねばならないことだ。

「うわぁっ！」

「ノクス？」

　見守ろう、と決心した直後、ノクスの唸うなり声と悲鳴が聞こえた。急いで視線を移した先で、ノクスに押し倒され、身動きが取れずにもがいているグレウスが映る。ユーシスの剣が下ろされた隙に、逃げ出そうとしたに違いない。それをいち早くノクスに気づかれ、阻そ止しされてしまったようだ。

「ノクス、偉えらいね」

　駆け寄ったレティシアはまずノクスを褒ほめ、グレウスの上から退どくように命令する。ノクスは素直に従い、グレウスは顔色を失ったまま泥どろだらけの身体をよろよろと起こした。

「グレウス公爵、どこへ行かれるつもりでしたか？」

「…………」

「どうか、罪をお認めになってください。キリアンは、貴方を葬ほうむるのが目的ではありません。真実を明るみに出し、皆の心から憂うれいを取り払いたいだけなんです。それに……貴方にはクラリッサがいるじゃないですか」

「クラリッサ……」

　溺でき愛あいする娘の名前を耳にした瞬しゆん間かん、虚うつろだった瞳に理り性せいの光が戻る。レティシアは神しん妙みように頷き、グレウスへ真しん摯しに訴えた。

「クラリッサは、気け高だかい姫君だ。貴方のしたことは罪深いけれど、彼女のためにも惨みじめな道は選ばないでほしい。クラリッサは、私の大切な友達。彼女の誇りを汚けがすような真ま似ねだけは、私が絶対に許さない」

「…………」

「どうか、己おのれの罪に正々堂々と向き合って」

　グレウスが、がっくりと項うな垂だれる。もはや、言うべきことも尽きたようだ。レティシアはホッと息をついて、兄弟たちを振り返った。

「キリアン……ユーシス……」

　金の髪の兄と、黒の髪の弟。

　二人はこちらに厳しい横顔を向けたまま、何かを熱心に話し合っている。その雰ふん囲い気きは決して穏やかではなかったが、少しずつユーシスから絶望の色は薄くなりつつあった。

（良かった……）

　もうすぐ、キリアンは七星城を去る。

　不意にその事実が胸に迫り、レティシアは彼らから目が離せなくなった。
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　キリアンが二は十た歳ちの誕生日を迎え、城へ戻ってから一年が過ぎた。

　当初は忌み子だったはずの第一王子が金の髪になったと、城内でも蜂はちの巣を突つくような大騒ぎだったそうだが、本人がしらっと無む頓とん着ちやくでいたせいか徐々に周囲の動どう揺ようも収まっていき、一ケ月もしたら受け入れられたようだ。キリアン自身、人から好こう奇きの目で見られることには慣れていたので、逆に肝きもが据すわっていると好評価を得たらしい。

　容姿の件より皆を悩ませたのは、ユーシスの黒髪とグレウスの処しよ遇ぐうだった。

　宮きゆう廷ていの混乱を避けるため、グレウスの行いに関しては国王を始めとする一部の人間のみが討とう議ぎし、表向きは病気療りよう養ようで引退の形を取らせることで一致した。実際は田舎いなかの城へ居住を移しての軟なん禁きん生活になっているが、王子暗殺を企くわだてたにしてはずいぶん温おん情じようある処しよ罰ばつといえよう。だが、バルディ家が率いていた暗殺組織は解体され、上層部の者は捕らえられるか国外へことごとく追放された。加えてグレウスは個人資産をほとんど国に没ぼつ収しゆうされ、これによりバルディ家の権力は事実上、何の影響力も持たなくなる。また跡あと継つぎに関しても、クラリッサが相続を拒否したため、いずれ遠とお縁えんの者が継ぐことでまとまった。

　一方、ユーシスの方はもう少し深刻だった。

　何しろ彼の金の髪は擬ぎ態たいで、真実は彼こそが黒の王子だったのだから。『黒』の魔族に属する魔力を持ち、漆黒の容姿となったユーシスは人前から姿を隠し、城の奥深くで本と訪れる兄だけを頼りに日々を過ごしている。その間、兄弟二人がどんな会話をしているかは誰も知らなかった。

　そうして。

　レティシアは、今もレオンと共に七星城で働いている。




「まぁ、いよいよ即位式ですって。まだ帝王学を学ばれて一年なのに、早すぎなくて？」

　毎日のように七星城へ入り浸びたっているクラリッサが、街で配られていた号外の新聞を手に台所へ入ってくる。以前の彼女からは信じられないが、今は一人で街へも出かけるようになったのだ。表面上は隠いん遁とん生活になっているが、やはりグレウスの処遇には様々な噂うわさが宮中を飛び交い、そこにクラリッサがキリアンとの婚約を正式に破は棄きしたこともあって、バルディ家はすっかり黒い噂に取り巻かれてしまった。そのため、社交界にはほとんど顔を出さなくなったらしい。

「宮廷へ出入りしても、皆さん腫はれ物に触さわるような扱あつかいでしょう。変わらないのはキリアン様だけ。相変わらず口が悪くて意地悪で、貴族の令れい嬢じようは皆さん泣かされておりますわ。その分、余計にユーシス様の人気は高まっているのですけれど、ご本人は髪の色を気にされて晴れやかな場にはお出にならなくなってしまったの。残念ですわ」

「そうなんだ……」

「でも、悪いことばかりではなくてよ」

　何だかしんみりしていたら、クラリッサは茶目っ気たっぷりに声を弾はずませた。

「わたくし、先日ユーシス様にお会いしましたの。ごく内うち輪わのお茶会で、珍しく出ていらしたから。そうしたら、何だか……」

「何だか？」

「大人おとなっぽくおなりでしたわ。毎日こもって、お勉強に励はげまれたせいかしら。以前より物腰が落ち着いて、話す声音も理り知ち的てきで。おまけに、キリアン様には全ぜん幅ぷくの信頼を寄せていらっしゃるみたい。心が満たされて、余裕が出てきたように感じましたわ」

「そうか、それは私も嬉うれしいな。いろいろあったけど、あの兄弟は決して心の底から憎にくみ合っていたわけじゃないもの。助け合って国を治めていくなら、何よりだよね」

　こうして報告を聞いていると、一年前までの日々が夢のような気がしてくる。

　孤こ児じの暗あん殺さつ者しやだった娘がお姫様のように着飾って、王宮の舞ぶ踏とう会かいで王子とダンスを踊ったり、魔ま剣けんを振り回したり。まるで絵物語のような出来事は、きっと誰に話しても信じてはもらえないだろう。

「あら、レティシアだって変わりましたわよ」

　ジャガイモの皮を剝むくレティシアに、クラリッサがウィンクを投げてきた。

「野菜の皮を剝むくのが、上手じようずになりましたもの。味付けだって三回に一度は成功するようになったし、掃そう除じをしてもモップがすっぽ抜けたりはしませんわよね」

「う……まぁね」

「変わらないのは、このお城ですわね。キリアン様が、七星城をそのまま管理してくださるのは正直とても嬉しいわ。わたくし、今ではここが唯一の息抜きの場所ですし」

　七星城については、レティシアも同感だ。前にキリアンへ質問した時、ここの使用人は連れていけないと言っていたが、管理は全て任せてくれていた。お陰で安らかな日々を過ごしていられる。結局レティシアは城へは付いていかなかったが、七星城はようやく見つけた安あん住じゆうの場所と言っても良かった。

「即位式、もうすぐかぁ。キリアンが王様になるなんて、不思議な気持ちがするけど」

「現国王は、まだお若いのに譲じよう位いが早すぎますわ。何でも、早く引退して王妃様とゆっくり諸外国をご旅行なさりたいのですって。長いこと、お二人の間にはわだかまりがあったでしょう。その分を、少しでも取り戻されたいようなの」

「そうか……それは良かったって言っていいんだよね」

「エルランド家は、今が一番幸せそうよ。国王陛下は、魔導士が乳う母ばに化けていた時、不安定な『呪じゆ』のせいで時折キリアン様が金髪に見えたんですって。それもあって、ずっと悩んでいらしたみたい。息子が本当に忌いみ子なのかどうか、違うならその咎とがは誰にあるのかと。ご自分も含め、誰が呪のろい呪われているのか、疑ぎ心しん暗あん鬼きにまでなられたと王妃様から伺うかがったわ。おいたわしいこと」

「クラリッサ……」

　王家のことを痛ましげに語ってはいるが、父のグレウスの犯した罪は少なからず彼女にも影を落としているはずだ。けれど、クラリッサは驚きよう異い的てきな強さでそれを受け止め、一年かけて傷を癒いやしてきた。七星城で過ごす時間が救いになったと彼女は語り、それを作ってくれたレティシアに感謝する、と言ってくれたのだ。

「わたくし、レティシアには申し訳ないと思っていますの」

　ジャガイモを剝き終えたレティシアに、クラリッサが意外なことを言い出す。何のこと、と目で問い返すと、彼女は隣の椅い子すに腰かけるなり真顔でこちらを見つめてきた。

「キリアン様が城へ戻る時、本当はついて行きたかったんでしょう？　でも、貴女は七星城へ残った。それって、自うぬ惚ぼれじゃなくわたくしのためよね？」

「そんなこと……」

「あの事件の後、わたくしがどんな気持ちになるか、考えてくれたんじゃなくって？　わたくしもね、正直に言うと貴女の優しさに甘えさせてもらったの。貴女がお城へ来ても会うことはできるけど……やっぱり誰の目も気にしないで済む、七星城がわたくしには必要だったから。レティシア、ごめんなさいね」

「なんでクラリッサが謝るの。大丈夫、お城なんかいつだって……かどうかはわからないけど、キリアンさえ呼んでくれれば行けるんだし。だから、私は彼が私を必要としてくれる日を信じているんだ。王様になったって、キリアンはキリアンだもの」

「そうね。あの方には、きっと貴女が必要よ。もしかしたら、キリアン様は国王にさりげなく譲位を促うながしたのかもしれないわ。即位さえすれば、全ての決定権は彼のものでしょ。誰にも気き兼がねなく貴女を自分の側におけるし……」

　楽しそうに話を弾ませていたクラリッサは、そこで急に語ご尾びを濁にごす。レティシアは包ほう丁ちようを動かす手を止めて、元気よく彼女に微笑ほほえみかけた。

「私は気にしないよ、クラリッサ。私は、キリアンの側にいられればいいんだ。彼を守って生きていければ、それが望みの全てだもの。その、もしかしてクラリッサはキリアンの結婚とか、そういうのを気にしてるのかもしれないけど」

　強がりではなく、本心からレティシアはそう言った。

　キリアンへの淡あわい想いは日を追うごとに強くなり、その輪りん郭かくを濃こく激しいものへと変えている。けれど、確かな約束など何もせずに別れたのだし、期待してはいけないこともわかっていた。『呪』から解放されたキリアンが、新しく迎える日々にどれだけ緊きん張ちようを強しいられるかは想像に容易たやすい。だから、ようやく心に余裕が持てた時、ふと自分を思い出して側にいてほしいと望んでくれればそれだけで良かった。それ以上を願ってしまうと、今すぐに何もかも放り出して会いに行きたくなってしまう。だから、考えてはダメだと毎日自分へ言い聞かせて一年を過ごしてきた。

「よっ、レティシア。トマト捥もいできたぜ」

　籠かごに大量の熟じゆくしたトマトを詰め込み、レオンが陽気に入ってくる。最近、彼はジュールと一緒に庭の一角で小さな菜園を始めたのだ。暗殺組織解体を機に危険な仕事からは足を洗い、今では七星城になくてはならない働き手になっていた。

「ああら、迂う闊かつに寄らないでくださる？　ドレスに泥どろがつきますわ」

「何だ、また道楽お嬢さんのよもやま話に付き合わされてんのか。そいつは、甘やかすと際さい限げんなくつけ上がるぞ。ま、適当にあしらっとけよ」

「まああ、野や蛮ばん人じんが生なま意い気きに。生あい憎にくと、人語ではないので解かい読どく不ふ可か能のうですけれど」

「あ？　おまえ、誰に向かって言ってんだ？　世紀の二枚目を捕まえて」

「わたくしを、おまえと呼ばないでちょうだいっ」

　また始まった、と苦笑交じりに、レティシアは二人の喧けん嘩かを眺ながめている。以前は仲ちゆう裁さいしようと頑がん張ばったが、彼らにとっては娯ご楽らくの一種なのだと気づいてからは放置することにしていた。いわゆる「喧嘩するほど」というやつだ。

「そういえば、ジュールは？　一緒じゃないの？」

「ああ、あいつは……」

「え？」

「まぁ、ちょっとな。きっと、すぐに来る……」

「レディ！　レディ、どちらですか？」

　レオンが終しまいまで言わないうちに、ジュールが凄すごい勢いで飛び込んできた。この一年でだいぶ背が伸びて、心身ともに逞たくましく成長している。説教好きと毒どく舌ぜつは相変わらずだが、もう少し育てば街の娘さんにモテモテだ、とレオンが我が事のように自じ慢まんしていた。

「ジュール？　どうしたの、血けつ相そうを変えて。あ、ジャガイモなら安心して。ほら、前よりちょっとはマシに剝けるように……」

「ジャガイモなんて剝いている場合じゃありませんよ！」

「え？　あ、ちょ、ちょっと！」

　言うが早いか、素早く左の手首を摑まれる。そのまま強引に引っ張られ、右手に包丁を持ったままレティシアは台所から引っ張られていった。

　後には、台風一いつ過かの面おも持もちでクラリッサとレオンが残される。

　互いに二人きりになりたい相手ではなかったが、今日ばかりは少し優しい気持ちでいよう。そんな風に、それぞれが思っていた。

「ジュールちゃんってば。せっかく、女同士のおしゃべりをしていましたのに」

「おしゃべりって、おまえが仕事の邪じや魔まをしていただけだろ」

「わたくしのことを、おまえと呼ばないで！　一体、何度言えばわかるのかしら。まぁ、一度死にかけた時にきっと頭が限りなくバカになったんでしょうけど」

　レオンはひょいと肩をすくめ、レティシアの残した仕事を片付けようとする。図ずう々ずうしくも隣の椅子に腰かけて、だ。クラリッサは露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいな顔をしたが、表から聞こえてくる賑にぎやかな物音にふと表情を変え、やたらと神しん妙みような様子で言った。

「ねぇ、レオン。わたくしお節せつ介かいだったかしら」

「言うなよ、腹がたつから」

「ま、どうして。レティシアの幸せが嬉うれしくないの？」

「俺は……」

　捥ぎたてのトマトを一つクラリッサに渡し、レオンは滅めつ多たに見せない淋さみしげな顔で目を瞬しばたたく。あら、とクラリッサが困こん惑わくしていると、彼は慌ててトマトにかぶりつき、「変な誤解するなよ」と言い訳を口にした。

「ただ、何つうか……花嫁の父って気分なんだよな」

「それを言うなら、わたくしは花嫁の姉ですわ」

「……なぁ」

「なんですの？」

　ちら、と目線をくれると、レオンはしばし何か言い澱よどむ。だが、いきなり籠から新たなトマトを摑むと無愛想にクラリッサへ差し出した。

「やっぱり、礼を言っとく。あんた、そう悪い女じゃねぇよな」

「まぁ……」

「ま、これからもよろしく。あんたがいると、退屈しねぇし」

　乱暴な言葉だったが、確かな温かみが伝わってくる。

　クラリッサは珍しく素直に微笑むと、大切そうに新鮮なトマトを受け取った。







　薔ば薇ら園えんを背に佇たたずむ青年を見るなり、レティシアは動けなくなってしまった。

　だが、動かないのは足だけではない。瞳は瞬まばたきを忘れ、舌は言葉を忘れている。かろうじて正気を保たせているのは、どんどん速くなる鼓こ動どうの音だった。

「──レティシア」

　青年が、懐なつかしい声で名前を呼んだ。闇やみ色の声音だ。

　低く無ぶ愛あい想そうだが、甘い熱を孕はらんだ眼差し。不遜で傲ごう慢まんな口元の笑み。

　それらがよく似合う、ぬばたまの黒い髪まで以前のままだ。

「キリ……アン……？　でも、どうして……髪が……」

「ふん。俺には、この色がやはり相応ふさわしい。生まれついた闇色がな。今度は『呪』ではないから、おまえの口づけでは戻らないぞ。最高の薬師に作らせた染料だ」

「で、でも即位式があるのに……」

「一年かけて、ユーシスを説得した。即位は一週間後だが、戴たい冠かんしたら俺はその場であいつに譲位する。国王なら、それができるからな。役目が済んだら、あんなところ長居は無用だ。大手を振って、七星城へ帰ってくるさ。だから、おまえは待っていろ。今日は、そのことを言いに来たんだ。クラリッサが、おまえが俺を待ちくたびれて城へ乗り込んでいきそうだと先日言ってきたが、そんな真ま似ねをされてはたまらない」

「え！」

「〝もう大丈夫だから、自分の幸せを摑め〟と。彼女からの伝言だ」

「クラリッサが……」

　胸が熱くなって、何も言葉が出てこない。

　優しい噓うそをついたクラリッサも、恐おそらくは噓だとわかっていて七星城までやってきたキリアンも。皆の気持ちに心を満たされ、幸福に溺おぼれてしまいそうだ。

「キリアン、即位を早めたのって、もしかして……」

「ああ。俺は、あいつを国王にするために城へ戻っただけだしな。王宮暮らしなんて、一年が限界だ。もともと『呪』の解けるずっと前から、そのつもりだった。俺を殺してまで王位に就きたいなんて、我が弟ながらなかなか見どころがある。しかも、その動どう機きは国のためだ。黒の王子だろうが何だろうが、あいつほど国王に相応しい男はいないだろう」

　ゆっくりと、キリアンが近づいてきた。

　生あい憎にくと瞳は翠色のままだが、黒髪に妖あやしく映はえて見み惚とれるほど美しい。どうしよう、とレティシアは動どう揺ようしたが、気を利きかせたのかジュールはすでにどこかへ消えていた。

「わ、私は……キリアンがいつか呼んでくれるものと……」

「笑わせるな。おまえに、窮きゆう屈くつな宮廷生活ができるものか。確かに、城へ戻る時はおまえを連れていくと言ったこともあったが、俺にとっても王宮は退たい屈くつなだけだ」

「え……」

　キリアンの腕が腰に回り、まるでダンスのように引き寄せる。

　真しん紅くのドレスで踊った日を思い出し、レティシアの胸がときめいた。あの時、キリアンは何かを言いかけた。そのセリフの続きを、ここで聞くことができるだろうか。

「おまえは、宮廷のあまねく美び姫きよりも」

「キリアン……」

「面白い女だ、レティシア」

　期待していた甘い言葉は見事に外され、唇を近づけてキリアンは笑う。

　今度は恋人のキスだ、と彼が囁ささやき、レティシアはそっと目を閉じた──が。

「ひ～めぎみっ！」

「イヴァ！」

　突然二人の間に乱らん入にゆうしてきた人物に、甘い雰ふん囲い気きが破られる。キリアンと一緒に城へ上がった魔剣、イヴァだ。すでに『呪』の解けたキリアンには扱えないのだが、代わって黒の王子となったユーシスを守ってほしいと、レティシアが彼に頼んだのだった。

「姫君、お元気そうで嬉しいです。会いたかったです。お城の焼き菓子はイマイチで、私はやっぱり七星城のお菓子が一番だと思いました。早く帰ってきたいです～」

「でも、おまえまで戻ってしまうとユーシスが……」

「そのことなんですけどね、キリアン様が良いことを考えたんですよ」

「良いこと？」

　何？　と目で問うと、キリアンは「余計なことを」と言わんばかりにイヴァをきつく睨みつける。だが、やがて覚悟を決めたのか思い切り渋い顔のままで言った。

「ユーシスの『呪』は、俺の『呪』と同じ種類のものだろう？」

「うん？」

「それなら、奴にかけられた『呪』の解除も……おまえならできるんじゃないのか」

「え……あ！」

　言われて、思わず声が出る。

　成なる程ほど。その点には考えが及ばなかった。レティシアはすっかり普通の生活に馴な染じんでしまっていて、自分が『白』の魔族であることも日常では忘れがちなくらいだったのだ。

「元より、あいつには黒髪より金髪の方が似合う。魔力も普通の人間には不要のものだ。だから……ああ、くそっ。やっぱり忌いま々いましいっ」

「キリアン？」

　何をそんなに、と戸惑っていたら、いきなり乱らん暴ぼうに抱き寄せられた。キリアンはレティシアの背中へ両手を回すと、痛いほどきつく力を込めてくる。

「キリアン……」

「今のうちに言っておく」

「え？」

「おまえの唇は、俺のものだ。いいか、それだけは忘れるな」

　傲慢な口調で命令され、初めて出会った時の彼を思い出した。

　冷ややかで俺様で、残ざん酷こくなまでに容よう赦しやがなくて。

　天あま邪の鬼じやくで最悪な性格の、七星城の黒の王子──。

「一瞬、触れるだけだ。それ以上は許さない。わかってるだろうな？」

「えっと……つまり……」

　何となく話が見えてきたレティシアに、あのですね、とイヴァが得意げに解説をする。

「レオンさんの怪け我がを治した時と違い、『呪』の解除は癒いやしの力ではなく浄じよう化かを必要とするんです。ですが、ユーシス様にかけられた『呪』は大変強い厄やつ介かいなものなので、一番手っ取り早いのは姫君がユーシス様にキスを……」

「それ以上言うな。腹立たしい」

「え～、ご自分が言い出したことじゃないですかぁ」

　殺さつ気きを含んだ目を向けられて、イヴァは不本意そうに口を尖とがらせた。しかし、確かにそれは由ゆ々ゆしき問題だ。さすがのレティシアも即そく答とうしかねて、キリアンの腕の中で悩んでしまう。ブツブツ文句を言い続けているイヴァの言葉を借りれば、唇は封印を宿していただけあって、一番『白』の魔力を与えやすい場所なのだそうだ。

「──レティシア、俺を見ろ」

　不意に、頭の上から声が降ってくる。

　目を上げたレティシアの視界に、キリアンの瞳がいっぱいに映った。

「レティシア……」

　もう一度、今度は吐と息いきで呟かれる。

　返事をするより先に自然と唇くちびるが重なり、浅く深く口づけられた。
















　くり返されるキスは優しく、慈いつくしみと情熱の間をキリアンの愛あい撫ぶは巧たくみに縫ぬっていく。

　それは、一年前とはまるきり違う恋人同士のキスだった。離れている間に熟成し、互いを求めて止まない想いが唇に火をつける。交わる溜め息は極上に甘く、しっとりと胸まで切なさに濡らしていった。

「思った通りだ」

　唇を僅かに触れ合わせたまま、キリアンが勝ち誇ったようにうそぶく。

「おまえの唇は、砂糖菓子のようだな」

「ふ……ふざけないで」

「本当のことだ。これで、俺は一生砂糖菓子を食わないで済む」

　ぬけぬけと口にされ、レティシアは羞しゆう恥ちのあまり熱い頰を彼の胸に埋うずめた。抱き締める腕に力がこもり、キリアンが笑っているのが伝わってくる。目の前でラブシーンを繰り広げられたイヴァがさんざん文もん句くをつけるのを、さらりとかわしているようだ。それは、レティシアが初めて聞くこの上なく幸福そうな音色だった。

「さて、次だ」

　やがてキリアンが不敵な呟きを漏もらし、平和な時間にピリオドを打つ。次って、と問いかけようとした時、耳たぶを甘あま嚙がみしながら蜜みつの声こわ音ねで囁ささやかれた。

　──初めて会った夜の、黒の王子の言葉で。

「まさか、これで終わりではないだろう？　暗あん殺さつ姫ひめ」
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　俺は、と一いち抹まつの淋しさを胸へ閉じ込め、記き憶おくの中の人へ問いかける。

　ちゃんと、彼女へ幸せを与えてやれただろうか。

　ちゃんと、より幸福な道へ背中を押してやれただろうか。

　美しい人の残した言葉は、時に呪じゆ縛ばくのようだった。いっそ全部を投げ捨てて逃げてしまおうか、と思ったことだってある。それほどに、幼い自分には重圧な一言だった。

　けれど──。

　あの日の赤あか子ごが、生きていく意味になった。強くなる理由になった。

　呪縛ではなく、本心から「幸せであるように」と思い始めた。

　彼女が『白』の最後の姫君で、いつか本来の力に目覚める日がきても。

　その時、自分とは生きる道を分かつことになろうとも。




　レティシア、と名前を呼んでみた。これだけは、決して変わらない。

　赤子に名付けたのは、自分だ。この絆きずなだけは、どんな運命にも奪えない。




　俺は、とレオンは呟つぶやいた。

　ちゃんと、兄の顔を貫つらぬけただろうか。

　ちゃんと、彼女が愛する男へ向かえるよう背中を押してやれただろうか。

〝この子に、幸せを与えてあげて〟

　美しい人の綺き麗れいな言葉が、レオンの胸に永遠の鍵かぎをかける。




　俺の名前はね、と赤子に語りかけた日に、全ての歯車は回り始めた。

　彼女は無む垢くな眼まな差ざしで、自分の声に耳を傾かたむけている。

　その眼差しに応えられる存在でありたいと、それだけを願って生きてきた。

　俺の名前は──レオンだよ。





〈ｆｉｎ〉
















あとがき









　こんにちは、神かん奈な木ぎです。ついに『暗あん殺さつ姫ひめ』も三冊目、最終巻となりました。無事に最後まで書き切ることができたのも、ひとえに読者さまのお陰かげです。本当にありがとうございました。また、根こん気きよく指導＆励はげましの連続コンボで導いてくださった担当さま、見み惚とれるほど華か麗れいでドラマティックなイラストを描いてくださった硝しよう音おとさまにも、この場を借りて心よりお礼を申し上げます。

　シリーズを通して、感想のお手紙やメールもありがとうございました。どれも楽しく拝見し、やる気の糧かてとさせていただきました。私的にも初めてだらけの世界でしたので、何かと新しん鮮せんな気持ちで小説に取り組んでおりました。戸と惑まどいもありましたが、やはり終わってみると「楽しかった」の一言に尽つきます。もっと世界観を活かしていろいろ書きたかったところですが、それはまたいつかのお楽しみということで。

　一冊目からちらほら張っておいた伏線も、三冊目にしてほぼ回収してあります。いろいろ疑問に思われていた方も、これでちょっとはスッキリしてもらえると嬉うれしいのですが。そんなこんなでドキドキしつつ、最終巻をお届けしたいと思います。

　また次の機会に、お会いいたしましょう──。


http://blog.40winks-sk.net/（ブログ）神奈木　智　拝
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Satoru Kannagi




３月26日生まれ　牡羊座　Ａ型

今年に入ってから、手書きで日記をつけ始めました。メモ的なもので、予定と一言感想くらいしか書き込んでませんが、仕事柄ＰＣで物を書いてばかりなので何だか新鮮です。

同時に、自分がいかに漢字が書けないか思い知りました～。

これを機に、勉強し直さなくては。







イラスト
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12月25日生まれ　やぎ座　Ｏ型

先日ドイツに旅行したのですが素敵な古城がたくさんで七星城ってこんなかしらとたくさん妄想しました。

王子サマっていいものですねぇ～。
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